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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本書内に記載されている商品情報は底本発行時のものとなります。既に入手困難なものもございますがご了承下さい。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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はじめに






　えー。

　初めての人は初めまして。

　そうでない人は毎度ありがとうございます。

　わたくし、この本の筆者で、菊きく池ちたけしと申します。




　まずは、ちょっとした解説からはじめさせてもらいます。

　本書は、ＴＲＰＧ『アリアンロッド』の〝リプレイ〟第二巻になります。

　第二巻というからには一巻目がありまして、そちらは『銀の輪の封ふう印いん』というタイトルで、同じ富士見ドラゴンブックスから発売されています。できたら順番に読んだ方がいいでしょう。ただ、この本にも「一体何をやっているのか」について簡かん単たんですが解説が付いていますから、この本を読んで、それから一巻目を読むこともできるでしょう。




　そんなわけで、初心者向けに用語解説を。

　まずはＴＲＰＧという言葉からです。

　ＴＲＰＧは〝テーブルトーク・ロールプレイングゲーム〟というゲームの略りやく称しようです。

　ＲＰＧについては知っている方も多いでしょう。コンピュータゲームにもＲＰＧというジャンルがありますしね。

　この本で取りあげているのは、それらのゲームと同じように、プレイヤーひとりが一キャラクターを担当し、みんなで一緒にゲームの中の世界で遊ぶゲームです。

　ただし、いわゆるコンピューターＲＰＧと違ちがうのは、ＴＲＰＧはゲーム機、インターネットなど、コンピュータを必ずしも使わない点です。代わりに必要なのはルールブックに筆ひつ記き用よう具ぐ、そしてダイス（サイコロのことです）。

　一緒にＴＲＰＧを遊ぶ人の中から、ひとりがゲームマスター（以後、ＧＭ）と呼ばれる役を担当し、そのＧＭが創つくったシナリオ……〝物語〟の中に、他のプレイヤーたちはキャラタクターを創って飛び込み、会話とダイスによる判はん定ていでストーリーを一緒に創っていく。ＴＲＰＧはそんな遊びです。




　次に『アリアンロッド』についてです。

『アリアンロッド』というのは、ＴＲＰＧというゲームのジャンルの中の一作品です。正式なタイトルは『アリアンロッドＲＰＧルールブック』といって、現在富士見書房さんから好評発売中です。

　その本では、その『アリアンロッド』というゲームがいったいどんなものなのか。そして、実際にどうやって遊ぶのか、について楽しく解説してあります。

　ＴＲＰＧについても、『アリアンロッド』についても、それらがどれほど面白いかは、本書を読んでいくうちに自然とわかるでしょう。




　最後にリプレイというのは、ゲームの遊び方や雰ふん囲い気きを伝えるために実際にゲームをプレイして、それを読み物の形で書き起こしたものです。

　つまりこの本のことですね。

　もし、本書を読んで、この面白いゲームが遊びたくなったら、『アリアンロッド』のルールブックを読んでみてください。

　そして、できれば実際にプレイしてください。そうすればもっともっと『アリアンロッド』というゲームそのものを、楽しみつくすことができるでしょう。




　さあ、それでは「闇やみ色いろの血の騎き士し」の本編に入ってください。

　そこには、爆ばく笑しようと感動があなたを待ち受けていることでしょう―――。

















前巻までのあらすじ






　神々と精せい霊れいの守りたもうファンタジー世界……母なる大地〝エリンディル〟。

　その一辺へん境きよう……クラン＝ベルに、エイジという名の少年がいた。

　彼には、かつて英雄と呼ばれながら、のちに裏うら切ぎりの重じゆう罪ざい人にんとされ、行方不明となった父親・ガイアがいた。それ故、エイジは周囲から白はく眼がん視しされ続けたが、そんな逆境をものともせず、素す直なおで正せい義ぎ感かんの強い少年として成長し、冒ぼう険けん者しやとなる年ねん齢れいに達していた。

　彼と共に冒険を繰り広げるメンバーは、三人。

　エイジの幼なじみで銃じゆうを使うアルケミストの少女アム。かつて世界に名をはせた戦士だったが、膝ひざに傷きずを負ってアコライトに転職した神官のシグ。エイジの父と同じギルドメンバーだったが、今は記き憶おくをなくしている魔ま術じゆつ師しのフェルシア―――。

　……ある日、エイジはかつて父親と共に冒険をしていたという神官長ヴァンデルの依い頼らいを受け、水の大精霊が封じられた遺跡へと向かう。封ふう印いんをほどこした人物こそエイジの父であり、そのためエイジの育った地方では水不足により人々は苦しんでいたのだ。

　エイジは、さまざまな苦く難なんの末に、みごと水の精霊を封印していたオーブを破壊する。はじめての冒険、はじめての成功に喜ぶエイジと仲間たち。

　―――だが、それはエイジをめぐる陰いん謀ぼうの段階が、ひとつ進行したにすぎなかった。

　水の精霊の封印が解かれたことにより、精霊力が暴ぼう走そうを開始したのだ。

　近きん隣りんの村々が水にのまれ、沈んでいった。そして、エイジはアムとともに投とう獄ごくされる。責任をとらせるために死罪にするというのだ。

　しかしこの時、仲間の他にエイジを信じるひとりの少女がいた。ヴァンデルの娘でありアコライトの少女・ウェルチである。彼女の助力によりエイジたちは、この街から脱出した。

　……そして、ひょんなことから、事件の背後で暗躍していた人物がヴァンデルであると判明する。真相を解き明かそうと、くだんの遺跡へと向かったヴァンデルを追うエイジたち。

　遺跡の最深部で、エイジたちと対たい峙じしたヴァンデルは、過去の真相を語り出す。

　ガイアは、ヴァンデルの力によって暴走した大精霊をやむなく封じたこと。ヴァンデルがすべての罪をガイアになすりつけたこと。そして、エイジを利用して大精霊を解放、本来の……真の目的を実現しようとしていること―――。彼は、瘴しよう気きで汚した精霊を人の身体に宿らせ魔ま人じん化することを企んでいたのだ。

　魔族としての正体を明かしたヴァンデルは、激闘の末に倒され、水の精霊は解放された。周囲の環かん境きようは元へと戻り、帰ればエイジは英雄として迎え入れられる……はずだった。しかし、彼は真実を明かすことでウェルチを傷つけることを嫌い、汚名を晴らさぬまま街を去る。

　……だが、そんなエイジだからこそ、仲間たちは共に新たな冒険の旅へと向かうのだった。















































PRE PLAY









◆Pre Play 01◆悩なやむ男たち




　―――プレイ開始、五分前の会話。




「すまんっ！　伝え忘れていたんだがっ!!　……今からリプレイ用のセッションを収録する。突然だがキミも参加してくんない？」

「ヒッ、ひィっ!?　そんないきなりっ!?　い、いやっ……ちょっと待って菊きく池ちさん！（笑）　やりたいのはやまやまですが俺、今日中にこの原稿しあげないと……まずいんですよっ!?」

「つまり、ムリってことね（笑）。そっかー……じゃあ、次の機会にまた頼たの……」




　あきらめて立ち去ろうとした時。

　五番目の男は菊池の腕をがしっとつかみ、すがるような瞳ひとみでこう言った。




「やりたいのはやまやまですから、ぜひやりましょう」




　　　　＊　　　＊　　　＊




　時に二〇〇四年六月某日。

　その六人は、各おの々おのの手にダイスを握りしめ、会議室へと集まっていた。

　例によって、テーブルの上にはルールブックやらキャラクターシート、おかしの袋にペットボトルがところ狭せましと並べられている。




　今日は、「アリアンロッド」リプレイ第二巻……そのセッション収しゆう録ろくの日だった。




きくたけ：とゆーわけでっ！　みなさまのおかげを持ちまして、「アリアンロッド」リプレイ……第二巻の発売が決定されました！

一同：おー！

きくたけ：今日は、二巻の一話目のセッションを行いまーす！

クレバー矢や野の：質問！　二巻も二回のセッションで構成されるんでしょうか！

きくたけ：うむ、そのつもりです。

クレバー矢野：すると、だいたい１セッションで成長点が●●はいるとして、モンクに転職して……いやいや、今回《カバーリング》とってから……ブツブツブツ……転職、一回待つか……いや、それとも……。




　クレバー矢野。

　いきなりデータのチェックに入る、熱い男。




きくたけ：……。

クレバー矢野：で、菊きく池ちさん。このリプレイ、何話でキャンペーン完結します？　それによって優先してとるスキルを考えようと……。

きくたけ：…………。

クレバー矢野：は。今のは聞かなかったことに。

きくたけ：うひひ。……さて、突然ですがここでお知らせがあります。

こはまー：お知らせ？

きくたけ：うい、今回から諸しよ般はんの事情でキャラクターがひとり、増えることになりましたー。……では、自己紹介どうぞ！

Ｏはた：というわけで、今回からベネットで参戦します～。

一同：ベネットかよっ!?




ベネット

　二〇〇四年九月号、十月号のドラゴンマガジンに前後編で掲けい載さいされた、『アリアンロッド』リプレイ「死者の花はな嫁よめ」―――。

　そこでヒロイン役を期待されて登場し、開始一秒でその立場からスピンアウトした三さん下した犬いぬ娘むすめである。

　キャラクタークラスは、シーフ／レンジャー。

　記き憶おくを失ってのたれ死にしそうになっていたところを、エイジたちに拾われた。

　キャラクター作成時に所持金のすべてをライトクロスボウの購こう入にゆうにあててしまい、鎧よろいを着ていないという強つわ者ものである。というか、ネタでそーゆーことをやってしまったのである。

　本人曰いわく……「当たらなければ、どうということはない」。




きくたけ：う？　……これまでずいぶんとリプレイ書いてきたけど、プレイヤー五人でやるのって、もしかして初めてかも……ちょっと新しん鮮せん（笑）。

こはまー：あはは。

ＧＭ：……まあ、じゃ、ゲームに入ろうか！




　　　　＊　　　＊　　　＊




　ではここで、例によって今回のセッションに参加する面々を紹介しておこう！




きくたけ（ＧＭ）

　本名は菊池たけし。

　〝（笑）〟と〝世界滅めつ亡ぼうの危き機き〟をこよなく愛するゲームライター。

　ＴＲＰＧ『セブン＝フォートレス』と『ナイトウィザード』（いずれもエンターブレイン刊）、そしてこの『アリアンロッド』のデザイナーである。

　リプレイと誌し上じよう読者参加ゲームの記事を書き続けて書き続けて十五年。

　こんな局きよく地ち戦せん用ようもの書きの明日はどっちだ。




かわたな（エイジ）

　本名は田中信二たなか・しんじ。

　……なのだが、いつもかわいそうな目にあうので〝かわたな〟と呼ばれる。

　主しゆ人じん公こう属ぞく性せいの男で、首の横にはボタンがついており、これを押すとかっこいいセリフがサラサラと口から流れてくる妙みような男。

　会社の行き帰りの電車の中、主人公キャラとして使えるネタを思いついたらすかさずメモをとるという勤きん勉べんさが売りである。




こはまー（アム）

　本名は小浜智こはま・さとる。

　ＴＲＰＧ『ニルヴァーナ』（ゲーム・フィールド刊）のデザイナー。

　F.E.A.R.社の萌もえ担当。リプレイ用のＴＲＰＧを遊ぶと、必ず10～15歳の女キャラを担当し（おい）、主人公・ヒロインをからめた三角関係に持ち込む。

　ついたあだ名は〝ミスター・ヒロイン〟である。




クレバー矢野（シグ）

　本名は矢野俊策やの・しゆんさく。

　ご存じ、ＴＲＰＧ『ダブルクロス』（富士見書房刊）のデザイナー。

　主食は薔ば薇らで、人々からは〝王子〟と呼ばれ親しまれる妙な男である。

　基本的にツッコミ体質で、人の吐いたネタゼリフにはつっこまずにはいられない。そのうえ最近ではボケまで使いこなし、オールラウンダーへの道を歩んでいる。

　また、脳に詰め込んだ知識の97％がネタであると、その筋の専門家は解析している。




久保田悠羅くぼた・ゆうら（フェルシア）

　本名は秘密。

　ＴＲＰＧ『ドラゴンアームズ』（エンターブレイン刊）のデザイナーだ。

　ふだんは沈ちん着ちやく冷れい静せい・理知的で、我が社でもっとも大人のはずだが……ひとたびＴＲＰＧを始めれば決まって女キャラを担当し、ＧＭを困らせることに努力を惜しまない。それを大人の理論で正当化しようとする分、実にやっかいである。

　時おり口をついて〝うみゅ～……〟などと鳴く。

　……って、ほんとに大人か。それは。




Ｏはた（ベネット）

　本名は大畑顕おおはた・あきら。

　F.E.A.R.社のアルバイトにして、社内でもっとも〝敗北するのが得意な男〟。

　現実世界でもゲームの中でも、チャンスさえあれば自ら進んで敗北することを好む。人間としての尊そん厳げんをどこかに置き忘れた男だ。

　また、人生の97％がネタできていると、もっぱらの噂うわさである。

　なお、その噂を立てているのは、私きくたけである。







◆Pre Play 02◆レベルアップ♪




　ゲーム開始を宣言したあと。




「うー、モンクになろうかなあ……いやでも、ウォーリアのうちに《カバーリング》もとっておきたいしなあ……うおー、どーしよーっ!?」




　再び、プレイヤーたちはデータの話に花を咲かせていた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：……と。ほんじゃセッションに入る前に、レベルアップしようと思うんだけど……みんな成長点は足りてるよね？

一同：足りてま―――す！（笑）

ＧＭ：えっと、ここでレベルアップすると……。

フェルシア：……レベル３になります。




　この時、「銀の輪の封ふう印いん」の第二話、そして番外編である「死者の花はな嫁よめ」のセッションをクリアした結果、プレイヤーたちは自分のキャラをレベルアップさせるに足りる成長点を入手していた。

　ちなみに、「死者の花嫁」からゲームに参加し始めたＯはたは、他のキャラクターで稼いだ成長点を、ベネットにつぎ込んでいた（笑）。

『アリアンロッド』において、キャラクターを成長させるのに必要な〝成長点〟は、セッションで使用したキャラクターに与えられるのではなく、それを扱ったプレイヤーに渡される。得た成長点は、他のキャラクターをレベルアップさせることもできるのだ。

　また、セッションを行ったゲームマスターにも、成長点は与えられる。




シグ：……よし、決めたっ!!　俺はひたすら防御に徹して仲間を守る盾キャラとしての道をいこう!!　クラスチェンジも《バッシュ》はあきらめて、《カバーリング》とろう!!

ＧＭ：あきらめかっ!?《バッシュ》を切ると、戦士として攻撃力不足になるが……。

シグ：火力は後こう衛えいにたよる!!　剣も魔法も射撃もあるし……攻撃は他の四人にまかせたっ！

ベネット：ネタだったらまかせるでやんす。

シグ：お前はまず自分が死なないようになんとかしろっ!?

ベネット：し、しかし鎧よろいを持たない犬娘としてキャラたてちゃったのに、今さら防具を着ることなんて……!?

アム：てゆーか、シーフで射撃武器って……わたしとキャラかぶってんだけど。

ＧＭ：まあ、アムの代理で臨りん時じに入ったキャラだったからな（笑）。

ベネット：防御力が０ってトコがちがう。

エイジ：だからそこをなんとかしろっ!?（一同大爆笑）

ベネット：しかしみんな、いろいろ考えてるなあ。…………あっしはなにを考えましょう？

シグ：ネタを。

ベネット：ネタかい。

ＧＭ：ま、まあ！　とにかくレベルアップ＆クラスチェンジにいこっか！　……あ、ここでポーションとか装備とか、買い物してもいいよー。




　こーして。

　プレイヤー一同、ルールブックとにらめっこで、レベルアップを始めたのだった。

　……ややあって。




　そこには、見事にパワーアップを遂とげた彼らの姿があった！




エイジの場合（レベル３）




エイジ：えー……このレベルアップで器き用よう、敏びん捷しよう、感かん知ちを上げました！　スキルについては、ひとつの方向性を見いだした！

ＧＭ：方向性？

エイジ：今回は《バーサーク》を１レベル上げて、《トゥーハンドアタック》を取しゆ得とく!!　コンセプトは〝やられる前にやれ〟。

ＧＭ：ひたすら攻撃力を上げるスキルをとったのね（笑）。そのかわりに防御がガタガタに……。

エイジ：《バーサーク》は、回避が落ちますからねえ。まあ、そこは……。

シグ：俺が盾になる、と。

エイジ：あと、ギルドマスターとして思いつきました。ギルドの旗をぜひとも作りたい！

ＧＭ：50Ｍメガ（五〇〇〇万）Ｇです。

エイジ：たけぇよっ!?　50Ｇもないんだからっ!?

ＧＭ：50Ｇもないのかっ!?







アムの場合（レベル３）




アム：えー……能力値は、器用、敏捷、感知を上げました！　スキルは《ガンマスタリー》と《エリクサー》を！

シグ：なるほど、射撃が命中しやすく、そしてポーションでの回復効果を高める、と。

アム：そそ。攻撃も回復も、自力でなんとかなるように！

エイジ：アムの攻撃がますます強く……。

シグ：ふむー。アム、次のレベルにあがったら、《ポーションピッチ》をとってくれ。そしたら、俺の買ったＭＰポーションはぜんぶあずける！

アム：そしてあたしが飲む、と。

シグ：お前が飲んでどーするっ!?　後こう衛えいから盾になっている俺の【ＭＰ】を回復してくれと言ってんだっ!?

アム：ち。じょーだんよ、じょーだん。

シグ：……いま、「ちっ」とか言いませんでしたか？（笑顔）

アム：（笑顔）。

ＧＭ：……。




シグの場合（レベル３）




シグ：では、俺。上げた能力値は、筋きん力りよく、器用、精せい神しん。スキルは、《カバーリング》を取得、《プロテクション》のレベルを３に上げた。ズブズブと盾役の道を歩んでます。

ＧＭ：ズ、ズブズブ？

エイジ：仲間の身代わりになって敵の攻撃を受け、周囲に目を光らせて誰かがダメージ受けたら《プロテクション》かあ。

ＧＭ：まさにパーティの守りの要だな（笑）。

フェルシア：……実際、シグが倒れたらこのパーティは全ぜん滅めつしかねない（笑）。

シグ：まあ、倒されないように防具も１コ新調したぞ。頭あたま装そう備びをビレッタに変えた。しかも、特注ということで！　お金をよぶんに払うので！

ＧＭ：特注？　お金をよぶんに払っても防御力は変わらんですよ？

シグ：もちろん。このビレッタには妖精を住まわせるために、大きな穴が三つ空いてまして、彼女らが自由に出入りできるのだ（一同爆笑）。

エイジ：巣す箱ばこか！（笑）

ＧＭ：どーでもいいが、穴が空いたら、防御力さがらんか？（笑）




フェルシアの場合（レベル３）




フェルシア：……では、私。能力値は知力、精神、幸こう運うんを上げました。で、サモナーにクラスチェンジ、《ファミリア》を取得。

ＧＭ：おー。【ＭＰ】を増やして、魔法を撃つ回数を増やしたのか！

フェルシア：……でも、《マジックサークル》を取得したので、魔法の消費ＭＰも上がった。

一発、魔法うつたびに消費ＭＰ13てーん！

ＧＭ：うは、【ＭＰ】ばか食い！

フェルシア：あ、あと《ファイアボルト》のレベルをひとつ上げました。

ＧＭ：フェルシアの魔法がだんだん凶悪に……。

フェルシア：……あ、そだ。《ファミリア》で使い魔をＧＥＴしたんだけど、これは猫にします。黒猫。いつも肩に乗ってる。

ＧＭ：いかにも魔法使い、って感じになってきたな（笑）。

フェルシア：猫の好物はシグの妖精。

シグ：……狙われているっ!?

フェルシア：（抑よく揚ようのない声で）……にゃー……。




ベネットの場合（レベル３）




ベネット：では、最後にあっしでやんすー。上げた能力値は、器用、敏捷、感知!!　スキルは《バタフライダンス》と《インタラプト》をＧＥＴ!!

ＧＭ：なるほど、《バタフライダンス》で回避能力あげてきたか。防御力ないけど、回避してダメージ受けないようにするって作戦ね。

シグ：で、やばいスキルを使われたら、《インタラプト》で打ち消す、と。

ＧＭ：なるほど、アムとはちょっと方向性変わってきたね（笑）。

ベネット：ええ。あえて言うなら、もはやこの《ボウマスタリー》を捨てたいくらい。

一同：捨ててどーするっ!?

シグ：お前、弓がメイン武器だろっ!?

エイジ：全ぜん財ざい産さんつぎ込んでライトクロスボウ買っただろっ!?

ＧＭ：ベネットのキャラ立てを根底から覆くつがえすようなこと言わんでくれっ!?（笑）

ベネット：あ、平気でやんす。鎧はちゃんと着ませんから。

シグ：だからまずそっちをなんとかしろよっ!?（一同大爆笑）




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：……さて、これで準備は整ったな。では始め……の前に。今、キミらのギルド〝のっとぎるてぃ〟の、（所属ＰＣの）最高レベルは３だよね？　今回のセッションで使うギルドスキル三つを、選んでおいてくださいー。ひとつは、《蘇そ生せい》を推すい奨しようしておきまーす（笑）。

エイジ：じゃあ、もうひとつは……。

シグ：《目め利きき》！　ぜったいに《目利き》っ!!（笑）




《目利き》

　エネミーを倒した時に出るドロップ品の質がよくなるギルドスキルである。

　ぶっちゃけ、お金がたくさん手に入るようになるのだ。




ＧＭ：【ＨＰ】や【ＭＰ】を回復するスキル以前に……金かい（笑）。

シグ：だって、ものすご―――い……びんぼーなんだもん、俺ら。

エイジ：ええ！　じゃあ、ギルドスキルは《蘇生》と《目利き》と《火の紋章》で！

ＧＭ：おっけー！　では、セッション本番を始めよっか!!

一同：お―――っ!!














































今回予告!!




　……紅あかい月が、深い森の真上で煌こう々こうと輝かがやく―――そんな夜。




　少女は、月明かりの下で静かに待っていた。

　真実を確かめるために。

　復ふく讐しゆうを誓ちかって。

　自らの心が闇やみに落ちゆくことを感じながら。




　そして少年は、少女と再会した。




『アリアンロッド』リプレイ

　第三話「闇に堕おちて―――」




　今、新たな冒ぼう険けんの幕があがる―――。











OPENING PHASE









◆Opening 01◆トラブルは悲ひ鳴めいと共に




　きっかけは、森の中での出会いだった。

　カナンの街を目指す一行を待っていたトラブルは―――。




ＧＭ：では、ここから物語シナリオを開始します！　みなさま、よろしく―――！

一同：よろしくー！

ＧＭ：……と、言いつつ。今回と前回のシナリオの真ん中に、もうひとつ話があったわけだが……アム、その時はいなかったじゃない？　なんでいなかったんだろーな。

アム：んー……きっと、クラン＝ベルの実家になにか忘れものをして取りに帰ったんだよ。親の形見とか、なんかそーゆーもの。

ベネット：なるほど。親の形見のハンドグレネードとか。

シグ：なんだその刹せつ那な的てきな形見は!?　使ったら終わりじゃねーか！（笑）

アム：というか、なんでグレネードっ!?　……ま、まあ、あたしのいない間に、そっちもなんかたいへんだったみたいだけど、こっちはこっちでスゴかったんだからねー。

一同：すごかったのかっ!?（笑）

ＧＭ：わはは（笑）。……んで、形見を回収したのちに約束の合流点にきてみれば、なんかメンバーがひとり増えていたわけで。

ベネット：やあ！　と、くるくる回って臭いをかぎます。

アム：……。

ベネット：ここからが大事な話でして。……えー、動物の優ゆう位い性せいというやつでしょうか、あっしの頭の中には、このパーティ内のヒエラルキーというものが構こう築ちくされてまして。このピラミッドの中で、アムがどの位置にくるかを決めなければいけないでやんす。

ＧＭ：い、いけないのか！（笑）

アム：今、どんなことになってんのよ。

ベネット：えー、まずはあっしがピラミッドの真ん中あたりにいまして……それとほぼ同等の位置にシグ、そこからちょっと下がったとこに、妖精がいます（一同爆笑）。

エイジ：よ、妖精も入ってんのかっ!?

シグ：つか、俺のちょっと下でしかないのかっ!?

ベネット：で、頂ちよう点てんをはるかぶっちぎったとこにフェルシア様がいまして……底辺にはいつくばるようにエイジがいる。

アム：エイジがいちばん下っ!?

エイジ：そうだ、失礼だろう!?　怒れ、アムっ!?

アム：さもありなん。

エイジ：……………………。

アム：で？　あたしはどこに入んのよ？　そのピラミッドの。

ベネット：ふうむ、エイジよりはちょっとだけ上と見る。

一同：低っ!?

ベネット：自分より高い位置にいるのは、フェルシア様だけでいいでやんす。

ＧＭ：んー……では、少しだけシーンを演出してみよう。―――親の形見を取り戻したアムは、夜の林道を駆けていた。みんなとの合流点にたどり着いた時、アムは気づいた。

アム：な、なによこの犬コロ女は。

ベネット：（なにやらミステリアスな、自信ありげな口調で）―――あんたがアムね？　あっしはベネット。先日、このギルドに入らせてもらった…………わ！　と、おもむろにライトクロスボウを引き抜き、アムにつきつけてい……。

アム：と、それより一瞬速く。あたしのマスケット銃がベネットの額ひたいにつきつけられます。

ＧＭ：（ナレーション風に）……おのれの武器を互いの額に突きつけたまま、ふたりはほくそ笑み……言葉を交わした。

ベネット：ヒぃ、ひィっ!?（一同大爆笑）

一同：負けてんじゃねーかよっ!?

ベネット：い、いかんっ!?　想定していたヒエラルキーが変わってしまった!?（笑）

アム：エサをやります。

ベネット：ぴろりろりーん♪　ベネットの忠誠度が７上がった！　（いきなり三下口調で）……はは―――っ、まっことありがたく存じあげます、このベネット、これよりアム様に一層の忠ちゆう誠せいを誓ちかいます!?（一同大爆笑）

ＧＭ：お前は「信●の野望」かっ!!（笑）

ベネット：……と、こんな出会いから数日。我々は同じシーフとしてうちとけあって、談だん合ごうの結果、役割分担が決まりました。ダンジョン内では、アムがトラップ探知担当！　あっしはトラップ解除担当っ!!（一同大爆笑）

ＧＭ：ダマされてるじゃねーかよっ!?（笑）

シグ：俺もそう思う。トラップ解除のほうが数倍キケンだ。

ベネット：……まあ、そんなわけでですね。あっしはこのパーティに快く迎えられ、冒険を共にすることになりました。まる。

ＧＭ：しかし……犬だの猫だの妖精だの、動物園みたいになってきたな（笑）。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：……さて、ここからがホントの本ほん編ぺんだ。時刻は深夜。クラン＝ベルの街を出たキミたちは今、カナンの街を目指し、森の中を歩いている。そんな状況からシーンは始まる。

アム：カナンって、どんな街？

ＧＭ：えっと、機械の街と呼ばれる、比較的大きな街だね。多数のアルケミストやネヴァーフ族が集つどい、他では見られないような不ふ思し議ぎなアイテムが作られ、売買されている。冒険に出る、と言えばその東にあるラインの街が有名だけど……。

エイジ：ラインくらい大きな街になると、なんか僕たちの手配書とかまわってそうだしなあ。

ＧＭ：クラン＝ベルで、神官長ヴァンデルを殺害したと言われるキミたちだ。お日様の下を歩けない、そんな身分なのだろう。

ベネット：あっしはそのコト超知らないんですがっ!?　ダマされてるっ!?


シグ：うむ。意図的にだまっておこう。

エイジ：そうそう、細かいことはおいといて。

ベネット：なにが細かい。

ＧＭ：えー……さて、話を戻そう。今、キミたちは深夜の森の中を歩いている。静けさが耳に痛い。聞こえてくるのは、キミたちの足音と、〝ほー……ほー……〟―――そんなフクロウの鳴き声のみだ。

エイジ：カナンの街までは、しばらくかかる？

ＧＭ：そうだね、あとまるまる半日は歩かないとたどり着かないだろう。

エイジ：……んー、じゃあ今日はこのへんでキャンプでも張って、休もう。

ＧＭ：ＯＫ。エイジが、そんなコトを言い出したそんな時だった。森の奥……繁しげみの向こうから、こんな少年の声が響ひびいてくる。

一同：少年の声？

ＧＭ：（死ぬほど情けない声で）「たあえすけてぇ～えぇ～…………い」（一同爆ばく笑しよう）

一同：またそのパターンかよっ!?


フェルシア：……無視。

エイジ：無視っ!?　そんなコト言わないで助けにいきましょうよっ!?

フェルシア：ちなみに、ここでほんとに無視するとどうなるの？

ＧＭ：トラブルがそこの繁みをかきわけて出現し、キミたちに向かって突っ込んでくるんだ。

フェルシア：……お、同じ―――っ!?

ＧＭ：当たり前だっ!!（笑）

エイジ：僕はまじめなので、その声のしたほうをひょいと、のぞいてみるぞ。

ＧＭ：では、エイジは見た。かきわけた繁みの向こう……そこもまた深い闇に閉ざされているんだけど……〝ボッ…ボッ……〟時おり、闇の中に炎ほのおの赤が閃ひらめきき、周囲の風景を照らし出す。

一同：ほ、炎？

ＧＭ：空中の一点で起こった炎は、エイジから見て右から左に……幾いく条じようもの輝き線せんが空中をすべるように飛んでいく。飛んだ先で炎ははじけ、破は裂れつ音おんが鳴り―――そのたびに……「ヒぃッ、ひぃあああぁああ～～～っ!?」（一同爆笑）情けない悲鳴が、森の中にこだまする。

エイジ：だれかが追われてるんじゃないのかっ!?

ＧＭ：耳を澄すませば、翼をはためかす音と、「きっ、ききっ……きっ」という、人のものとは思えない、どこか人をあざ笑うような鳴き声が聞こえる。

シグ：しかも、モンスターに襲おそわれているようだな。

一同：……。

エイジ：落ち着いてる場合か！　追われている人のほうに駆かけ出すぞ！

ＧＭ：森の繁しげみをかき分けたその向こう……少し開ひらけた場所で、三匹ほどのインプに襲われている少年の姿が目に映る！
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エイジ：どんな人!?

ＧＭ：見ればその少年、歳のころは十五歳くらい。その服装から推すい察さつするに、アコライトであると思われま……。

一同：またアコライトかっ!?（爆笑）

ＧＭ：なんか文句があんのかっ!?


シグ：いや、文句はないが！（笑）

ＧＭ：えっと、追われていた少年もエイジたちに気づいた。彼は、顔に〝助かった！〟という笑え顔がおを浮かべ、エイジのほうに駆け寄ってくる！

エイジ：てことは……。

ＧＭ：うい、もちろん三匹のインプをひきつれたまんまだ！　では、ここで戦闘に入ります！

一同：いきなりか―――っ!?（笑）




　　　　＊　　　＊　　　＊




　戦いは、おもむろに始まった！




ＧＭ：では、戦闘はこーゆー配はい置ちで……（と、テーブルの上にコマを並べる）。
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ＧＭ：「たっ……助けてくださいっ！」言って、少年はエイジの背中に隠かくれる。

エイジ：大丈夫、まかせて！　困ってる人を助けるのは、冒険者の役目ですから！

ベネット：マイナーアクションで《ディスアピア》、メジャーで《サプライザル》を使用！　ふっと姿を消して、隠れた状態から……先頭のインプを射しや撃げきっ!!　メシ―――っ!?（ダイスを振る）

ＧＭ：食う気かっ、インプをっ!?（笑）

シグ：ドロップ品を売って得た金でメシを食う、って意味ではまちがってないが！（笑）

ＧＭ：気配を消して風景にとけ込んだベネットが、矢を撃うち放った！　では、インプの回避！（ダイスを振る）……は、失敗!!　意い識しきの外側から飛ひ来らいした矢は、先頭のインプの肩口に突き立ったっ!!　うめき声をあげるインプ!!　さあ、ダメージこいっ!!

ベネット：（ダイスを振って）……16っ!!

ＧＭ：む、インプの防ぼう御ぎよ力りよくは４だから……12ダメージかっ!!　だが、【ＨＰ】は31あるから、まだまだいける!!　ベネットの存在を感知したインプは、キ―――！　と甲かん高だかい声を上げて攻こう撃げき目もく標ひようを少年からベネットに変え……！

フェルシア：……と、そこでそのインプに《ファイアボルト》。パッシブで《コンセントレイション》があるから（と、ダイスを振る）―――16！

ＧＭ：（ダイスを振って）……ぐ、よけられんっ!!

フェルシア：（ダイスを振って）ダメージは……28点。

ＧＭ：〝パアン!!〟ふくらませた紙袋がはじけるような音と共に、先頭を飛んでいたインプがその場で爆ばく散さん、血ち煙けむりとなった！

フェルシア：……たわいも、ない。

ＧＭ：ここで残る二匹のインプの行動！　攻撃対象はそれぞれ、ベネットとフェルシア！　まずはフェルシアを攻撃……６＋２Ｄ６で……６ゾロっ!?　クリティカルっ!!

一同：いきなりかっ!?

ＧＭ：ふっふっふ……今日のセッションはダイスの神様が降りてきそうな予感が……えーと、ダメージは４Ｄとクリティカルの２Ｄをあわせて、６Ｄ!!（ダイスを振る）……20っ!!　フェルシアをとらえた炎の矢は、そこではじけて彼女を包み込む!!

シグ：フェルシアに《プロテクション》!!　（ダイスを振って）……ダメージを11点軽減！

フェルシア：すると、魔法防御力は５だから……４点ダメージ。

ＧＭ：……。（シリアスな声で）放った炎の矢は、自分でも改心の一撃であることをインプは自覚していた。噴ふき上がった炎の光が消えた時―――そこにあるのは消し炭だと信じて疑うたわず、ニヤリ……ほくそ笑んだ。

シグ：な、なんでそんなシリアスなんだ。

ＧＭ：（シリアス）だが……炎はあっけなく吹き払われ、そこに姿を現わしたフェルシアの落ち着いた表情を見て、インプの笑顔が凍こおり付く。彼は表情をこわばらせ、言った。

エイジ：な、なにを。

ＧＭ：「……ばかな、直ちよく撃げきのはずだ」（一同大爆笑）

一同：なんでインプがそんなにニヒルにしゃべってるんだよっ!?（大爆笑）

ＧＭ：いや、ぜんぜん攻撃が効かないので、せめてこれくらいは演出をと……。

フェルシア：……効いてる。【ＨＰ】、全部で27しかないんだから。

ＧＭ：と、とりあえずここでもう一匹の攻撃っ!!　ベネットへ……《ファイアボルト》っ!!（ダイスを振る）

ベネット：ふふふ！　今回のレベルアップで《バタフライダンス》を取得して、回避能力があがってるでやんすからね、そんな攻撃は……（ダイスを振る）……ひらりと回避!!

ＧＭ：く……！　いともあっさりかわされた炎の矢は、ベネットの脇わきを擦さつ過かして森の奥の闇やみに消え……乾いた音と共にはじけ、火の粉こをまき散らしただけだった。

アム：……めらめらめら（←燃もえてる音らしい）。

ベネット：ヒっ、ひぃっ!?　も、燃えてる―――山火事が―――っ!?　そうか、これで山火事を起こして、またエイジの罪を増やそうとっ!?

ＧＭ：んなことするかっ!?　さあ、戦闘を続けるぞっ!?




　……とは言ったものの。

　もはや戦闘の結果は火を見るより明らかだった。

　続く、エイジとシグの攻撃を受けて二匹目のインプは撃げき沈ちん。

　残る一匹もまた、アムと再び順番のまわってきたベネット、このふたりの射撃の前にあっけなく散る。




　……なむ。




　　　　＊　　　＊　　　＊




「あ、あの本当に助かりました……ありがとうございます」




　戦いの終わりと共に。

　木陰に隠れていた少年が、おずおずと出てきてそう言った。




ＧＭ：あ、あっけなく散ったがまあ、いい（笑）。でわ、ここでキミたちの助けた少ね……。

シグ：とゆーわけで撃げき破は―――っ、ドロップ品ターイムっ!!

ＧＭ：少年がで、出てき……。

ベネット：たしかインプはレベルのわりに高く売れるものドロップするはず―――っ!!

アム：おお――――――っ!!

ＧＭ：しょ、少年が……。

エイジ：だれがダイス振る、ダイス！　振っていい、振っていいか!?

ＧＭ：「あのー」

シグ：じゃあ、エイジから右回りで！　いいか、せっかく選んだ《目利き》を忘れるな!?

ＧＭ：「そのー」

エイジ：ををっ、ダイス目15―――っ!!　ＧＭっ、15の結果はっ!?

ＧＭ：え、あ……（ルールブックを見返して）……ルビーリング。

ベネット：いきなりいいものキタ―――っ!?


アム：さ、さい先いいっ!?　次、あたしいきまーすっ!!

ＧＭ：「……」




　少年は、いきなり放ほう置ちされていた。

　彼が、エイジたちと言葉をかわすまで、このあとに五分を要した。




ドロップ品の結果

インプＡ：ルビーリング

インプＢ：ショートソード

インプＣ：魔族の翼（一二〇Ｇ）




















MIDDLE PHASE









◆Middle 01◆少年の告白




「ふう～……助かりましたあ……」




　少年は、安あん堵どのため息をもらしながら言った。




シグ：で、こんどはどーゆー事情なのだね。

ＧＭ：？　「……こんど？」

シグ：依い頼らい主ぬしの善人顔した大神官が実は俺たちを狙う悪人だったとか。

フェルシア：生いけ贄にえにされそうになっている少女を助けたら実はその子が悪人だったとか。




　今まで、そーゆーことがあったのである。




ベネット：あと山火事を起こしてあっしらに罪をなすりつけるとかでやんすね。

一同：……。

ＧＭ：「……。な、なんですか、あなた方のその人を疑うたがう目つきは」

シグ：ま、なんだ。今までさんざんダマされてきたからな。

エイジ：ま、待ってよみんな！　人を疑うのはよくないと思う！

シグ：お前は少し学習しろっ!?

アム：あんたのその善人っぷりがきっかけで、クラン＝ベルから逃げ出すことになったんでしょがっ!?

フェルシア：……きっと、追っ手もかかってるでしょうね。

ＧＭ：「あ、あのー……」

アム：ああ、なにが悲しゅうて故こ郷きようの街で犯罪者扱あつかいに……。

ＧＭ：「あのー」

アム：なによっ!?


ＧＭ：「もしかして、そちらの方……エイジさん……ですよね？」

一同：…………。

ベネット：じゃきんっ!!（←剣を抜くジェスチャー）（一同爆笑）

ＧＭ：「はぅっ!?」

ベネット：くーっくっく。ばれちまっちゃあ……しょーがないでやんす。

シグ：待て、いちおー話を聞こう。おい少年、なぜエイジを探している。

ＧＭ：「あ、僕ぼくはクラン＝ベルの神殿に勤つとめるアコライトなんですけど、ずっと探していたんですよぉ」

シグ：じゃきんっ!?（←剣を抜くジェスチャー）（一同大爆笑）ここで、三匹の妖よう精せいも帽ぼう子しの中から出てきて、威い嚇かく音おんを発する。

ベネット：「しゃーしゃーしゃー」（←威嚇音）。

シグ：ヘビかっ、俺おれの妖精はっ!?

エイジ：ま、まあ話を聞こうよ、みん……。

シグ：我々は、まだここで捕まるわけにはいかんのだ。

ベネット：なんだかわからんが、そーらしい！

エイジ：ちょっと待って……今、その少年はクラン＝ベルの神殿から来たっていったよね。てことは……ウェルチって子を、知ってるかい？

ＧＭ：「そう、それです！　そのことで、ずっとエイジさんを探してたんですっ!!　エイジさんたち、突然いなくなっちゃったから……」

エイジ：まあ、いなくなったと言うか……。

シグ：逃げた、とも言うな。

エイジ：さわやかに「旅立った」と言え。

ＧＭ：「（寂さびしそうに）ウェルチさん、ずっとエイジさんが帰ってくるの待っていました」

エイジ：う。

ＧＭ：「あ、ご存じないと思いますが……ウェルチのお父さん―――ヴァンデルさん、こないだの騒さわぎで亡なくなったんです。何者かに殺さつ害がいされたって……」

エイジ：うう。

ＧＭ：「彼女、あの広い屋敷でひとりぼっちで―――エイジさんが帰ってくるのを待っていて……でも、帰ってこなくて」

一同：…………。

エイジ：ウェルチには、心配かけてるなあ……彼女、元気でやってる？

ＧＭ：「実は少し前に、行方不明になりまして」

一同：…………。

エイジ：元気にやってねえよっ!?（笑）いったいなにがあったんだ!!

ＧＭ：「ある日、お仕事の時間になってもウェルチさんが神殿に来ないので、様子を見に行ったんです。そうしたら、家はもぬけの空で……」

エイジ：それで……？

フェルシア：……もしかして、エイジを追って……？

アム：おもむろに銃じゆうの手入れを始めます。

エイジ：なんでだよっ!?（一同大爆笑）

アム：なにが？　冒険者たるもの、武器の手入れは大事でしょ？（笑顔）

エイジ：…………。

ＧＭ：「あ、あの。……話を続けていいでしょうか？」

エイジ：あ、ああ。続けてくれるかい？

ＧＭ：「で、不審に思った僕は、彼女の部屋を調べまして……あることに気づいたんです」

シグ：あること？

ＧＭ：「……ええ。部屋じゅうに散らばっていたんです、なんか動物の毛みたいのが」

フェルシア：……動物の毛？

ＧＭ：「さらには、部屋の中は家具が倒れていたり、めちゃくちゃに荒らされてまして……」

一同：……。

ＧＭ：「あろうことか、部屋の窓がものすごい力で引きちぎられてました」

一同：…………。

ＧＭ：「近所で聞き込みしたら、前の晩にガラスが割れる音と、悲鳴。そして彼女の部屋の窓から、コウモリの翼を広げた人影が飛び立っていったって……」

一同：………………。

ＧＭ：「いったい、彼女の身になにがあったんでしょう」

シグ：さらわれたんだそれわっ!!（一同大爆笑）

ＧＭ：「ええっ!?」（一同大爆笑）

エイジ：い、いったいなぜ……誰がウェルチをっ!?

アム：気になる？

エイジ：気になるっ!!

アム：あ、銃が暴ぼう発はつした。〝ズキュ――――――ンっ!?〟（一同大爆笑）

エイジ：おわっ！　……い、いやちょっと待てアムっ!?　今、「暴発した」って口にしたあとで銃声が鳴ってなかったかっ!?（一同爆笑）

フェルシア：……待って。そんなコトより……（少年に向かって）キミ、動物の毛、コウモリの翼、人影……そう言った？

ＧＭ：「は、はい」

フェルシア：……ＧＭ。［エネミー識しき別べつ］、していい？　もしやその人影って……。

ＧＭ：ああ、なるほど。その証言を元に識別しようってんだな？　おっけー。

フェルシア：（ダイスを振る）……15。

ＧＭ：……む。識別値は13だから、成功だな。キミは、少年の証言から、ウェルチを連れ去った者を推測した。それはまちがいなく……。

フェルシア：……ハゲンティ、ね？

ＧＭ：うむ、そのとーりだ。

シグ：ハゲンティ……魔ま族ぞくかよっ!?

ＧＭ：どんなやつかと言うと―――。




ハゲンティ

　牛の頭にコウモリの羽根を持つ、魔族。

　６レベルエネミーである。

　錬れん金きん術じゆつに長け、また、人を洗せん脳のうする特とく殊しゆ能のう力りよくを持っている。

　知識を得るため、捕らえた人間の記憶を引きずり出す。

　ルールブック、三〇〇ページ参照。
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ベネット：……今、さらっとなんか不吉なコトを聞いたような。

アム：〝人間の記憶を引きずり出す〟。

エイジ：うおっ!?

シグ：ヴァンデルに狙われてはいたけど……やっぱなにかあるのか、彼女!?

エイジ：で、で……！

ＧＭ：「あ、そうだ！　大事なことを思い出しましたっ！　その荒らされた部屋の中に……一通の書き置きがありましてっ!!」

エイジ：書き置き？　ウェルチの？

シグ：どんな文面だ。

ＧＭ：「え、えと……」と、少年は一生懸命なにかを思い出すようなそぶりを見せ……「そうだ、こんなことが書かれてました」




「―――この少女は預あずかる。

　返してほしくば、エイジという少年を捜し出し、我がもとに連れてこい。

　三〇日後の満月の夜が、期限だ。

　場所は―――」




一同：さらった奴の書き置きだろそれはっ!?

ＧＭ：「で、で……困った僕は神殿の人たちに相談して、エイジさん捜そう索さく隊たいを組んでもらって……」

シグ：よけいなコトはするなああああああああああっ!?


ＧＭ：少年は、びくりと身体を震わせて応える。「で、でも、みつからなかったんですよぅ！　クラン＝ベルからそう離れた場所にはいないと思ったのに……」

シグ：みつからないようなルートを通ってたからな。

ＧＭ：「アムさんだけ、街の中で目撃されたって情報が、ありましたけどね」

アム：見つかってるっ!?

シグ：フッ……甘いな、まだまだ。

アム：な、なによっ!!　実はすっごい大変だったんだからねっ!?

ＧＭ：まあ、それはいずれ語られるということで（笑）。

シグ：うい（笑）。

ＧＭ：「で、僕。ラインの街にも捜索依頼をしたんですよ。冒険者が集まる街ですからね、あそこ。でも、やっぱり見つからず……」

一同：だからよけいなコトをするなあああああああああっ!?


エイジ：ラ、ラインに向かわないでよかった……。で、話を元に戻して……っと。それで、キミはどうしてこんな森の奥へひとりで……？

ＧＭ：「……あ、はい。結局、エイジさんが見つからないものですから……僕、ウェルチさんを助けようと思って、ひとりでそのハゲンティがいる場所に行こうと―――」

シグ：ってことは、その場所はここから近いのか？

ＧＭ：「ここから三十分もかからないです。僕は、その遺い跡せきにひとりで乗り込もうと……」

エイジ：えらいぞ、少年っ!!

ＧＭ：「……乗り込もうと遺跡に近づいたら、遺跡の前にいたインプに襲われまして」

一同：………………。

シグ：で、なにか？　逃げ出したところに、俺たちが通りかかって助けた、と。

ＧＭ：少年は、力いっぱいの笑顔で言った。「そのとおりですっ!!　よくわかりましたね！」（一同爆笑）

シグ：わからいでかっ!?

エイジ：でも事情はわかったよ。僕が、行けばいいんだね。

アム：ちょ、ちょっとエイジ!?　相手は６レベルの魔族なんでしょっ!?

エイジ：でも聞いちゃった以上、行かないわけにはいかないよ。ハゲンティは、ウェルチよりも、僕に用事があるみたいだしね。

フェルシア：……水すい精せいの鍵かぎを狙ねらっている、か。

シグ：どのみち狙われるなら、こっちから……ってわけだな。

アム：…………わ、わかったわよ!!　しょーがないからついてったげるわよっ!?

エイジ：ありがとう、アム。

シグ：ま、話はまとまったな。さあて、まずはどっかの村か町に行って補ほ給きゆうだな。うちのギルドは、《祝しゆく福ふく》を持ってないから、ＭＰポーションを買い込んでおかんとな。

ＧＭ：あ。でも、ここからいちばん近い村でも、歩いて三日くらいかかるよ？

シグ：？　問題ないのでは。ハゲンティの書き置きでは、〝三十日後の満月の夜〟が期限なんだろ？

ＧＭ：…………。そこで、少年は言い出しにくそうに、言った。「じ、実はウェルチさんがさらわれたのは、一ヶ月ほど前のことでして……」

一同：なにいいいいいいぃいいいいいいいっ!?（爆笑）

エイジ：ちょっと待て！（笑）じゃあ、正確にはその期限って……っ!?

ＧＭ：その問いに、少年は答えた。




「―――はい、明日の深夜〇時です……あと二十四時間もありません」







◆Middle 02◆森の道のり




　……と、そんなわけで。

　一行はすぐさま目的の場所へと行くことを決め、さらに深い森の奥へと足を踏み入れた。

　ハゲンティが待つであろう、その遺跡へと―――。




ＧＭ：……今、キミたちは少年に先導されて闇の支配する、森の道を進む。少年の言ったとおり、遺跡は……。

シグ：あ、ちょっと待った。遺跡に着く前に確認したいことがあるぞ（笑）。

ＧＭ：む。では、遺跡に向かう途中のシーンを作ろっか。……で、聞きたいことって？

シグ：そのアコライトの少年なのだがな……名前を聞いてないことに、今、気づいた（笑）。

ＧＭ：う。

ベネット：むう、たしかに！　（高たか飛び車しやな口調で）……小こ僧ぞう、名をなのれぃ!!

エイジ：なんでそんなにえらそうなんだ、この犬っ!!（笑）

ベネット：いいから名乗りなサーイ？　つまるところ、ほわちゃねぃむ？

シグ：なんでいきなり外人なんだよっ!?　つーか、はやく名前教えてくれ！（笑）

ＧＭ：……。

シグ：……？

ＧＭ：ト、トム。

一同：なんだそのとってつけたような名前はよっ!?（大爆笑）

シグ：ま、まあいいっ!!　もうひとつ大事なことがっ!!

ＧＭ：もうひとつ？

シグ：ほ、報ほう酬しゆう！　報酬はどうなるっ!?

ＧＭ：…………。で、出るのかなあ。トムが払えるとは思えないし……。

エイジ：神殿が出してくれるんでは？

ＧＭ：クラン＝ベルの神殿が？

一同：…………………………。

シグ：よし、こうしようっ、少年!!　報酬はいらん！　そのかわり、冒険者のルールにのっとり―――冒険の中で手に入ったドロップ品などはすべて我々のものということで！

ＧＭ：「そ、それはかまいませんが……」って、なんでそんなに浅ましいんだキミタチっ!?

シグ：『アリアンロッド』の一面は、そーゆーゲームでしょうっ!?

ＧＭ：ひ、否定はせんっ!!　否定はせんが……そ、そのひと言で、心の中の大事なものがふっきれたよ……。

エイジ：大事なものがふっきれてどーする。

シグ：そしてトム！　お前がついてくるのはいいが、役に立つんだろうな。

トム：トムは、目を輝かがかせて言う。「はい！　こないだ、《プロテクション》と《ヒール》の１レベルを覚えましたから!!」

ベネット：おお！　少しは役に立つっ!?

シグ：い、いや……いいか、トム。お前は《プロテクション》を使うな……俺が３レベルの《プロテクション》を使ったあと、お前の１レベルをかけられると……どうなるか、わかるな？

ＧＭ：「……」

シグ：……。

ＧＭ：「（どもった口調で）む、むつかしいこと、わかんないっ」

シグ：そこで頭悪くなるなよっ!?（一同爆笑）




スキルの重ねがけ

　同じ名前のスキルがひとつの対象にかけられた場合、あとから宣言されたものの方が有効となる。

　例えば、シグが３レベルの《プロテクション》を使ったあと、トムが１レベル《プロテクション》をかけた場合、効果の低いトムのほうが有効になってしまうのだ。




ＧＭ：「……わ、わかりました。みなさんの言うとおりに動きます……」

シグ：うむ。

ＧＭ：その言葉を口にしたあと。トムはちらりちらりとエイジに視線を送り……また自信なさげな声で言った。「あ、あの……僕もひとつだけ、聞きたいことがあるんです」

エイジ：ん？　なんでも聞いていいよ。

ＧＭ：「では…………あの、エイジさんがヴァンデル先生を殺したって噂は―――本当なのでしょうか？」

ベネット：（ざーとらしく）……な、なんだってぇ!?


エイジ：（ざーとらしく）……な、なんだってぇ!?（一同爆笑）

一同：おいっ!!（笑）

シグ：まあ……前巻で、ヴァンデルも俺たちも遺跡に向かった事実をウェルチは知っている。で、ヴァンデルの死体が見つかり、俺たちは街を出た……って話になれば、神殿が俺らを犯人扱いもするわな。

フェルシア：……いいんじゃない？　本当のこと、言ってしまって。

エイジ：…………うん。

ＧＭ：トムは、不安げな顔でキミを見ている。

エイジ：……トムくん。

ＧＭ：「は、はい」

エイジ：僕たち、実はけっこー無む実じつです（一同大爆笑）。

シグ：なんでいきなりいいわけからなんだあああっ!?（大爆笑）

ベネット：けっこーってなんでやんすか、けっこーってええぇええっ!?（大爆笑）

ＧＭ：「じゃあ、ヴァンデル先生を倒したって話は……本当なんですねっ!?」

エイジ：そのとおりだいやちがう。




　どっちなんだ。




エイジ：いやつまりっ、倒したのは本当だが、それにはちゃんとしたワケがあるということでっ!?　ええと、ここでヴァンデルが実は魔族でウェルチを狙っていたことや、僕が受け継いだ水精の鍵のことなどを、説明します!!

ＧＭ：「で、でも、あの優しかった先生がそんな……」

エイジ：しかし、本当なんだからしょうがない!!

シグ：……エイジ、話してもこれは堂々巡りになるだけだ。

エイジ：……たしかに。じゃあ、トムに言います。……聞いてくれ、トム。この先で起こることを、僕たちと一緒に見み届とどけてほしい。そのうえで、キミが判断するんだ。僕たちが、なぜヴァンデルと戦わねば、ならなかったのか。そして、なぜウェルチになにも告げずに去ったのか。

ＧＭ：「…………」

エイジ：でも、これだけは信じてくれ。ウェルチは、必ず僕たちが助け出す。

ＧＭ：「エイジさんにとって……ウェルチさんは、大事な人ですか？」

エイジ：ああ、大事だとも!!

アム：おもむろに銃の手入れを始めます。

エイジ：だからなんでだよっ!?（一同大爆笑）

アム：ウェルチはエイジの妹でしょがっ!?

エイジ：だから大事だって言ってるんじゃないかっ!?　僕の唯ゆい一いつの肉親だぞっ!?　それを大事と言ってなにが悪いのかっ!?（笑）

アム：そんなことは頭ではわかってるんだけど、なんかムカつく……そんな感じ。

エイジ：そんな感じ……じゃねえだろっ!?（笑）

アム：理解はしてるんだけど、なにやらやるせない気分でいっぱいになって……こう……もやもやしたものを銃口に込めながら……（笑）。

シグ：そ、それを撃うつのか……そいつは強そうだ……。

ＧＭ：そんなやりとりを見ながら。トムは、なにか飛び出てきそうになる言葉を呑のみ込み、言った。「……わかりました。今は、彼女を助けることが大事です、よね」

フェルシア：……そのとおりね。

ＧＭ：……そんな会話を繰り返し、森の中を進む六人。ふいに、キミたちは感じた。周囲の空気が変わったことに。

ベネット：はっ、あやしい気配っ!?　びくり！　フ―――っ!?　と尻尾を立てて……って、猫だろこれじゃっ!?（←自分ツッコミ）（一同爆笑）

ＧＭ：あほかっ!!（笑）えー……キミたちが、その悪お寒かんとも思えるその感覚に……続く道の先を見れば―――それは茂る木々の向こうにそびえる、石の塔。

エイジ：あれか―――。




　エイジは、夜空で禍まが々まがしく輝く月明かりに浮かび上がったその石塔を見上げ……決意の言葉をつぶやいた。




「……待っていろよ、ウェルチ。必ず助けてやるからな!!」







◆Middle 02◆蛇だ蝎かつのごとく




　そびえたつ、古き時代の遺跡の前。

　エイジは、これを見上げて、心の中で決意した。




ＧＭ：では、シーンを開始しよう。舞台は、その森の奥にある遺跡の前。そこは、森のもっと深い場所にありながら、遺跡……塔の周囲だけは不思議と緑はなかった。
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シグ：緑がない？

ＧＭ：うん、ただしそれは周囲の木々を伐ばつ採さいしたとかそういうものではない。まるで、その塔を中心に一定範囲が枯かれ果て……もしくは腐くさっている、そんな感じだ。塔の正面には入り口らしきところが見えるが……その手前には広場のようなスペースが広がっている。だが……。

フェルシア：……やっぱり雑草ひとつ生えていない？

ＧＭ：うい、そのとおり。地じ肌はだが見えているんだが、なにやら黒くひずんでいる。

フェルシア：これは、もしや……。

ベネット：なに、知っているのかキバヤ……いや、フェルシアーっ!?

ＧＭ：なんでＭＭＲ風味になるんだ。

フェルシア：魔族の放つ瘴しよう気きにやられたの……かもしれない。魔族はここに、いる。

アム：いや、それはわかってるし。

エイジ：瘴気か毒にでもやられて、枯れ果てているのか……。

シグ：しかし、黒くひずんでいる……とわざわざ言うのがあやしいな。とりあえず妖精でも投げて試してみるか。とうっ!!

アム：な、投げちゃうのっ!?

ＧＭ：妖精は、笑顔で四肢を伸ばしたポーズのまま……〝ひゅうぅぅうううううううぅ………………さくっ〟。その黒くひずんだ地面にささった（一同爆笑）。

ベネット：っ!?　あっしは犬だから条件反射で〝わうわうわうわうっ!?〟と、妖精を追っていきます（一同大爆笑）。

一同：アホか―――いっ!?


ＧＭ：では一方、妖精。彼女はその黒い地面に落ちると……〝ずぶずぶずぶずぶ……〟笑顔のまま、地面に沈んでいく（一度爆笑）。

ベネット：ひ、ヒぃっ!?　底なし沼っ!?　えー、沼の直前でぴたっと止まるでやんす。
















シグ：ふうむ……危ないな。

エイジ：落ち着いてる場合かっ!?

シグ：とりあえず、妖精をひろいにいこう……と沼の縁の二～三メートル手前まで前進。

ＧＭ：……と、ベネットとシグが沼の縁で並んだところで。ふたりは、見た。何者かが、沼に沈みかかっていた妖精を、ひょい、とつまみあげたのを。

シグ：お、ありがと。助かった。で、誰？

ＧＭ：「礼には及ばんよ―――」その男は、コウモリのような翼をはためかせ、空中に浮かんだまま、含ふくみのある笑みを浮かべてそう言った。彼が、人間でないことはすぐにわかった。なぜなら彼は牛の頭を持ち……。

フェルシア：……ハゲンティ!?

アム：いきなり登場っ!?

ＧＭ：「ようこそ―――待ちわびたよ」ハゲンティは笑みながら、余よ裕ゆうの口調で言う。

エイジ：お前かっ、ウェルチをさらったのは!!　彼女を……返せっ!!

シグ：そうだ!!　妖精も返せっ!!（笑）

ベネット：そこで妖精がキーキー騒ぎながらハゲンティをなじる！「はなせーもどせーこのウシーコウモリーカッパーっ!?」




　なんでカッパだ。




ＧＭ：ハゲンティは、そんな罵ば倒とうには耳も貸さず、妖精をポケットにきゅっ、と詰め込む。妖精は言った。「あ」（一同爆笑）。

シグ：よ、妖精―――っ!?（爆笑）

ＧＭ：「―――キミがあのヴァンデル様を倒した、少年か。なるほど、いい素質をお持ちのようだ。お前を倒せば、我が名も魔界で上がることだろう」

エイジ：そ、そんなコトのために僕をここに呼んだのかっ!?

ＧＭ：「わかっているだろう？　私の目的のひとつは、キミが受け継いだ〝水精の鍵〟だよ」

エイジ：だったら初めから僕を襲えばいいだろうっ!?　なんでウェルチを……!!

ＧＭ：「私は、趣向をこらすのが大好きでね。人の心の痛みこそ、私の最高のごちそうなのだよ」

エイジ：わ、悪いやつだっ!?


一同：なにを今さらっ!?


ＧＭ：「さあ、キミが求める少女は、この四層からなる塔の最上階で、キミを待っているよ。はやく救い出してあげたまえ」言いながら、ハゲンティは翼を広げて舞い上がっていく！

シグ：うおっ、妖精を返せっ!?

ＧＭ：「ははは、ついでにこれも預あずかっておくよ！」えー……妖精はポケットにつっこまれたまま顔だけ出して、だーっと涙を流している（一同大爆笑）。

シグ：ひ、人質を増やしてしまった……。

エイジ：とりあえず、塔に入ろう!!

シグ：いやまて、その前にこのあからさまにあやしい沼を……。

エイジ：沼には、僕とシグでまず入ろう。

アム：なんでっ!?　トラップの探知、解除だったら……シーフ……具体的にはベネットが行ったほうが！

エイジ：うん、でも沼に入って身動きできなくなったとこにモンスターでも出てきたら、アムもベネットも攻撃できないだろ？

シグ：ああ、なるほど。弓と銃じゃ同じエンゲージ内の敵には攻撃できんからな。

エイジ：そうそう。フェルシアさんを前に出すのは問題外だ。だから、敵が出てきても白兵戦闘ができる僕らが前に出るほうがいい。

シグ：ふむ、たしかに。沼の中に入っていくのは、本来は俺の役目だな。

一同：本来は？

シグ：ぬうう、なんということだっ!!　かつてはバタフライの名手と言われたこの俺も、このヒザでは……っ!?（一同爆笑）

エイジ：ええいっ、都合のいい時だけ痛むなあっ!?（笑）わかったよ、まずは僕が入るよっ！　アム、ベネット、フェルシアさんの遠えん距きよ離り攻撃チームは、沼から少し離れた位置で待機！　シグさんは同じエンゲージで、もしこの三人が襲われた時に、守ってやってくれ！

シグ：おお、エイジがリーダーのような発言を！（笑）

エイジ：じゃあ、いくぞ！　と、足を踏み入れる！

ＧＭ：では、キミの予想どおり……まずは〝危険感知〟をしてくれ!!

エイジ：（ダイスを振る）……10！

ＧＭ：難易度は14だ。つまり、失敗。キミが、沼に踏み込んだその瞬間……〝ずるずるずる―――っ!?〟エイジは、まるで足をつかまれ、ひっぱられるように……その沼の中央まで引きずり込まれる！

エイジ：な、なにいっ!?

シグ：トラップ……《移動する床》かっ!?

ＧＭ：そのとおり！　同時に、その沼はやはりトラップのひとつである《プール》と同じ性質を持っている！　移動力は―２、すべての行為判定のダイスに―１コされるぞ！

エイジ：し、沈む―――っ!?

ＧＭ：いや、この沼自体、深さはたいしたことはない。腿から腰あたりまではまるだけだ。

エイジ：ふう……（←安堵）。

ＧＭ：……だが。キミが沼の中央まできたところで―――〝トプン……〟沼の中から、三匹のサソリが浮かんでくる。

エイジ：さ、サソリ!?

ＧＭ：それは、まるで巣に引っかかった蝶ちようを待ちかまえる蜘く蛛ものように……。

エイジ：さ、サソリくらい、僕だけでたたきつぶしてやる!!

ＧＭ：いや、サソリといっても魔族の住すみ処かのお膝元に生せい息そくしてるやつだ。ふつーのサソリとはちとちがう。三匹とも、その尾はヘビの頭のようになっている。

エイジ：ほ、ほう……！　でもそれくらい……。

ＧＭ：さらに言わせてもらえば……その全長は三メートルほどあるぞ。

一同：でけぇよっ!?（笑）
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エイジ：わ、わ、ちょっと助けてっ!?

フェルシア：……そのエネミーはなに？　ルールブックにそんなの載っていないはず。

ＧＭ：わはは、もう聞くまでもないだろう！　こいつの名はサーペイオン！　読者投稿モンスターだ！『アリアンロッド』の投稿モンスター博士・岐ぎ阜ふ県／木方優太きほう・ゆうたくんの作ったエネミーだ！
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シグ：おお、木方くんのかっ!?

フェルシア：……毎日のようにエネミーのアイデアを投稿してくれるあの子ね。

ＧＭ：うい（笑）。けっこーいやらしいエネミーなので、気を抜くなよ？（笑）

シグ：ぬう、どんな能力かはわからんが……さすがに三匹相手ではつらいか……！　戦闘に入ったら《プロヴォック》をかけて一匹はこっちに……（全員の配置を見て）……げえっ!?　《プロヴォック》とどかねえ!?

エイジ：なにいっ!?

ＧＭ：うひひ、エイジは沼に入って《移動する床》で十メートル移動している。で、シグたちは沼の少し手前にエンゲージを作ってるからな。エイジまで十二～十三メートルはあるだろう？　キミたちの戦術はお見通しだ、うひひ。さあ、戦闘を開始しよう!!




　戦いは、夜の闇に満たされた森の中で始まった！

　戦闘開始早々、ベネットとフェルシアの攻撃が、闇の中で閃く！

　ふたりの攻撃は、サーペイオンＡに集中され、これをあっけなくとらえた。

　サーペイオンは、《プール》の中にいたため、回避のダイスは―１Ｄされていたのである。




シグ：……てゆーかＧＭ。なんか前巻と同じまちがいしとりゃせんか。

ＧＭ：前巻と同じまちがい？

シグ：やたらこっちの攻撃が命中するのだが！（笑）　なんつーか、沼の外から射撃されることを、想定してないだろ、これ！（笑）

アム：一巻でもやってたね、そーいえば（笑）。

ＧＭ：ああ、そーゆーことか。……いや、そんなことないですじょ？　木方くんの考え出したエネミーをあまりなめないことだな（にやーり）。

シグ：負け惜しみだ！（笑）




　だが、それが負け惜しみでないことは、すぐに理解していただけた。




ＧＭ：では、サーペイオン三匹の攻撃!!　Ａが《インベナム》＋《連続攻撃》でエイジを攻撃っ!!（ダイスを振る）ヘビの毒をくらえーっ!!

エイジ：なに―――っ!?　毒攻撃を二回か!?

シグ：ちょっと待て、三匹いるってことは……エイジに六回も攻撃が集中かっ!?

エイジ：うああぁっ!?

ＧＭ：うひひ。だから負け惜しみではないと言っただろう。あえて言うならば、回避―１個はなんてゆーの？　ＧＭの優しさ？（笑）




　この攻撃は一発が命中するものの、シグが《プロテクション》をかけてダメージは０。

　エイジが毒に冒されることはなかった。

　が。




ＧＭ：では、サーペイオンＢの攻撃！　こんどは《スタンアタック》＋《連続攻撃》!!

シグ：うおっ、こいつマヒ攻撃まで持ってやがるっ!?

ベネット：な、なんていやらしいエネミーだ!?

ＧＭ：うひひ、敵をマヒさせて、毒をいれて殺す。どうだ、素敵なエネミーだろう（笑）。ありがとう、木方くんっ!!（ダイスを振る）

一同：おのれ木方―――っ!?





　サソリのハサミの攻撃は、二発ともエイジをとらえた。

　一発目の攻撃はシグが《プロテクション》を飛ばしてダメージを０にするものの……。




シグ：トム！　お前も《プロテクション》を頼むっ!!

ＧＭ：「は、はい……！《プロテクション》……!!」（ダイスを振る）……１（一同大爆笑）。

一同：役立たね―――っ!?





　この攻撃はエイジに６点のダメージを与えるとともに、彼をマヒさせた。

　続くサーペイオンＣも攻撃を放つものの……一発目はファンブルではずれ、二発目はシグの《プロテクション》によりダメージを与えることはできない！




アム：《プロテクション》つよーっ!?　シグ、あんた腕をあげたわね!!

シグ：まあな！　だが……。

ＧＭ：ふふふ、そんなに連続で《プロテクション》を飛ばして……【ＭＰ】はどこまで持つかな？（にやーり）

シグ：たしかに！　なるべく早く決着をつけないと……やばいっ!!　ここで俺の順番だ！　まず、マイナーアクションでエイジのいるエンゲージまで移動、攻撃を繰り出す！

シグ：ぬおお！　俺の一撃をくらえ―――っ!?（すごい勢いでダイスを振る）

ＧＭ：（ダイスを振って）はずれ!!

シグ：ぬ、いきなりだが俺のヒザがっ!?（笑）

エイジ：じゃあ、僕の番だ！　ええと、マイナーアクションでマヒを解除して、メジャーアクションで……《ブランディッシュ》!!　サーペイオンをまとめて全部攻撃っ!!　命中にフェイトを一点使用！（ダイスを振る）

ＧＭ：（ダイスを振って）……ぐお！　全部よけられないっ!!　さあ、ダメージこいっ!!　剣を大きく、振り回し……エイジはサーペインたちを一気になぎ払う！




　この攻撃で、ダメージを受けていたサーペイオンＡは絶命する。

　それを確認して、続くアムは《フェイント》を使用して射撃！　サーペイオンＢに８点のダメージを与えた。




ＧＭ：わはは、その程てい度どの攻撃、きかんなああああっ!?　さあ、第二ラウンドに突入だっ!!




　だが、ＧＭが調ちよう子しに乗れたのはここまでだった。

　いかんせん、《プール》の効果で回避できないサーペイオンに対し、ＰＣたちの攻撃は面白いように命中する。

　このあと、ベネットの《ディスアピア》＋《サプライザル》の攻撃によってサーペイオンＢが―――さらに続くフェルシアの《ファイアボルト》によってサーペイオンＣが泥沼に沈んでいく。




ＧＭ：くー……わりとあっさりやられたなあ。

シグ：い、いや……奴はじゅーぶん強かった。回避にペナルティなかったらマジでかなりやばかった。

ＧＭ：だね（笑）。

アム：さあ、ドロップ品いきましょ、ドロップひーん♪




　ドロップ品の回収後。

　アムの持っていたＨＰポーションでエイジを回復。

　ベネットは自分のＭＰポーションをもって、【ＭＰ】を回復させた。




シグ：んー……俺はまだ回復はいいや。

フェルシア：……わたしも。

シグ：くー……やはりポーションの補給をできなかったのは痛い。やっぱこのゲームは消しよう耗もうとの戦いだな。

アム：《エリクサー》とっておいてよかった……。

エイジ：じゃあ、準備はいいね？　……さあ、行こう！　ウェルチを助けるんだ！

ＧＭ：ＯＫ。キミたちはエイジの声に従い……遺跡の扉を開け放はなった!!




●ドロップ品の結果

サーペイオンＡ：サソリのハサミ（八〇Ｇ）

サーペイオンＢ：ヘビの牙（二五〇Ｇ）

サーペイオンＣ：ヘビのウロコ（一二〇Ｇ）







◆Middle 03◆小悪あく魔またちの住すみ処かで




　扉を開けはなった先にあったのは、無む惨ざんに荒らされた部屋だった。

　六人は、警けい戒かいしながら部屋の中へと歩を進めた―――。




ＧＭ：では、次のシーン。塔の第一層だ。

エイジ：塔、というからには、ここは上へのぼっていくんだな？

ＧＭ：そうだね。見れば、部屋の奥には上の階層へと続く階段が見える。

アム：この部屋の中は？

ＧＭ：うい、この円形の広大な部屋は、その直径はおよそ三十メートル。もともとは、この塔のホールの役目を果たす場所だったんだろうが……無惨に破壊された彫像が建ち並ぶ。まあ、部屋の中は荒らされ放題だね。

エイジ：生物の気配は？

ＧＭ：感じられないね。まあ、解説してしまうと、ここはトムを襲っていたインプの住処だ。あちこちにインプのフンが落ちている。

ベネット：インプのフンっ!?（笑）

シグ：すると……インプはこの塔の門番で、この部屋は侵入者を撃退するためのトラップゾーン……と、言ったところだな。

ＧＭ：うひひ、言ってしまえばそのとおりだ。さあ、このトラップ群をキミたちは突破できるかな？

アム：トラップ……。

ベネット：……ゾーン？

アム：するってえと、ここはあたしらの出番ね。

ベネット：で、やんすな。

ＧＭ：昨日、いろいろがんばって考えたトラップゾーンだ。四層からなるこの遺跡の最初の難なん関かん。―――いかにアムでも……。

エイジ：だ、大丈夫かアム？　なんかＧＭは自信満々のようだけど……。

アム：なめないでよね。シーフふたりを前に、ちょっとやそっとのトラップが役に立つと、思う？




　アムが自信ありげにそう言った。

　ベネットの目が光った。




「トラップ探知―――っ、危険感知―――っ!!」

「罠Ａ発見、罠Ｂ発見―――っ!!」

「ついでに罠Ｃ発見―――っ!!」

「解除解除解除―――っ!?」

「ぐああああああああああっ!?」




　一行は遺跡の第一階層を突破した。







◆Middle 04◆弓を携たずさえし悪夢




　静せい寂じやくと闇が満たす部屋の中。

　そこで、静かにたたずんでいたのは……。




　巨大な弓を携たずさえし―――魔族。




ＧＭ：……と、とゆーわけで次の階層です。そこも、前の階層と同じく円形の部屋だ。部屋の奥にはやはり上の部屋へと続く階段らしきものが見える。この部屋は少し薄うす暗ぐらいんだが……その部屋の出口からは、淡い光が差しこんで、かろうじて部屋の中を見通せるね。この図を見てくれ。
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ベネット：？　この丸いのはなんでやんす？

ＧＭ：ああ、それは柱だ。

シグ：で、この部屋でなにか気配は？

ＧＭ：……では先に言ってしまおう。たしかに、気配はある。奥の出口からの逆光に影となって見えにくいが……その階段の手前で、なにか人影らしいものが、たたずんでいる。

フェルシア：……どんな奴か、はっきりとはわからない？

ＧＭ：そうだね、この距離だとはっきりこれ、と断定することはできない。ただ、巨大な弓を持っているように見えるな。

シグ：ゆ、弓？

一同：………………。

ベネット：も、もしやレラ……。

シグ：言うなっ!!（笑）おそろしいことを考えるんじゃないっ!!（笑）

ＧＭ：えっと、キミたちはまだ部屋の外にいる。部屋に入った瞬しゆん間かんに、戦闘ラウンドで管理するから、そのつもりでー。作戦立てるなら今だよん。

シグ：……さて、どう攻める？　こう一直線に見晴らしのいい場所だと、弓に撃たれ放題に……。

エイジ：（ＭＡＰを見ながら）んー……だったら、この柱に隠れながら移動して近づこう。

アム：ああ、なるほど！　エイジ、頭いいっ!!

フェルシア：……却下。

エイジ：却下っ!?

フェルシア：……そう、却下。

エイジ：な、なんでですか、フェルシアさん。このまままっすぐ進むと、弓に撃たれ放題ってことに……。

フェルシア：……わざとらしすぎる。

ベネット：わざとらしい？

フェルシア：そう。敵が弓を持っていて、遠い場所に配置されている―――これはわかる。

エイジ：うん。やな感じだね。

フェルシア：……では、なんでわざわざその戦術を殺すように隠れる場所があるの？　なんか、その場所に誘ゆう導どうしようとしているように、見える。

ＧＭ：……ぐ。

フェルシア：……おおかた、柱の影にはトラップでも仕掛けられてるんじゃない？




　正解である。




ＧＭ：…………。

シグ：たしかに菊池さんならやりかねん……。

フェルシア：……わざと逃げ道を作ってそこに罠を仕掛けるのは基本。

エイジ：たしかに……。よし、ここは正面突破しよう。前衛はなるだけ早く敵に突っ込み、後衛は、射程ギリギリの場所まで移動して攻撃。これでいこう。

ＧＭ：……ＯＫ（笑）。では、行動値順に部屋の中に入れ！　戦闘を始めよう!!




　最初はフェルシアの番だった。

　彼女は、「敵の戦力を知るのが大事」……と言いながら、出口付近に立つ人影をエネミー識別する―――が、これは失敗。

　続く順番はベネットだったが、なにぶん装そう甲こうの薄い彼女である。

　先に進むのは危険と判断して、〝待たい機き〟を選せん択たくする。

　そしてやってくる、シグの順番。




シグ：よし、マイナーアクションもメジャーアクションも移動に使う！　これで二十メートル進めるからな!!（と言いながら、机の上に並べられていた自分のコマを進める）

ＧＭ：部屋の中央を猛もう然ぜんと突っ走るシグ！　敵の位置まであと、約十メートルというところまで迫った…………と、その時だっ!!　［危険感知］しろっ!!

シグ：ぬあっ!?（ダイスを振る）

ＧＭ：……失敗だ！　では、キミはそこにあった罠に気づかず……〝バヂィン!!〟とーとつに、シグの身体に衝撃が走った!!　続けて、部屋の中央で鳴り響く爆音！　そこにあった透明な障壁に触れた瞬間、大爆発が起こる！

シグ：ごはあっ!?　え、《エネルギーバリア》かっ!?

ＧＭ：うい（笑）。ただし、透明の……隠蔽された《エネルギーバリア》!!　兵ひよう庫ご県／橋本努つとむさんの投稿……名付けて《インヴィジブルバリア》だ！　まあ、《コンシール》の効果で《エネルギーバリア》を隠いん蔽ぺいしたものと思ってくれ。
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シグ：そんなのわかるか橋本―――っ!?（笑）

ＧＭ：いや、［危険感知］に成功していれば、そのエンゲージに突っ込む前に気づくんだがね（笑）。




　このトラップに対し、シグは自分に《プロテクション》を放ち、17点の魔法ダメージを４点まで軽けい減げんする。

　続くエイジもまた、メジャー＆マイナーで移動を選択。バリアの手前まで走った。




ＧＭ：では、次はこっちの番！　敵は……。

シグ：あ、待った。ここまで近づけば、敵がどんな風ふう体ていをしてるか視し認にんできんか？

ＧＭ：ふむ。なるほど、それも一理あるな。では、名前や能力は教えられないが、容よう姿しだけ。―――それは、巨大な弓をもった骸骨だ。

一同：………………。

シグ：そ、それって……。

ＧＭ：腰には大きな矢筒をぶらさげ……頭部は、革かなにかのバンドでグルグル巻きされており……。

一同：やっぱレライエかあああああああああっ!?




レライエ

　巨大な弓を持った、骸がい骨こつの姿をした10レベルの魔族。

　レンジャーのスキルをすべて５レベルで習得した、基本ルールブックに掲けい載さいされている中では最強のエネミーである。




シグ：し、信じないっ!!　俺は信じないぞっ!?　ボスのハゲンティより強い奴がこんなとこにいるはずなあああいっ!?

ＧＭ：では、ここでこっちの番！　この骸骨の魔物は、矢筒から取り出した矢を、三本同時につがえ―――。

一同：三本っ!?

ＧＭ：ターゲットは……ダイスで決めよう。（ダイスを振る）……アムに攻撃。

アム：なんでこっちくんのよっ!?




　なんでと言われましても。




シグ：あれ？　レライエのカーズボウって、三十メートルも届いたっけ？（←くわしい）

フェルシア：……たしか《ロングレンジショット》、持ってるし。射程のばしたのかと。

ＧＭ：うひひ。骸骨の化け物は、〝ギ、ギリ……〟と弦をひき―――三本の矢を放った！

シグ：だから三本ってなに―――っ!?　メジャーアクションでレンジャーの《ダブルショット》を使っていても、二本までだろっ!?

ＧＭ：うひひ、ひみつー。では、アムに命中判定三回いくぞっ!!（ダイスを振る）

アム：あ、あうあうあうあう―――っ!?





　薄暗い闇の中を、鋭い三つの風かざ切きり音が鳴る。

　だが、ＧＭのダイス目が悪く、命中したのは一発のみ!!

　しかもそのダメージロールの目も決して高くなく、さらにはシグの《プロテクション》により―――ダメージは４点にとどまった。

　こののち、アムとベネットの射撃班が反撃するもの……命中させたのはベネットのみ。

　さしたるダメージも与えられない。




　そして戦闘は次ラウンドへと持ち込まれた。
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　ベネットの攻撃は、ダイス目が悪くて大きく的をはずすが……続くフェルシアの《ファイアボルト》は―――。




ＧＭ：ぐ、命中っ!!　ダメージロールこい！

フェルシア：（ダイスを振って）……25。

ＧＭ：ぐ、けっこー痛い！　そこで、キミたちは〝ガシャンガラン〟……と、なにかが崩くずれるような音を聞いた。

フェルシア：倒した？　……わけないか。

ＧＭ：うん、いまだ敵が動いてるのは視認できるね。

シグ：ここで俺の番だが……移動しないほうがいいか、これ以上前進すると、ベネットが《プロテクション》の射程からはずれる。とりあえずここは……待機!!　行け、エイジ！

エイジ：おう！　マイナーアクションで移動……！　シグ、《プロテクション》頼む!!




　エイジは、眼前に立ちふさがる《インヴィジブルバリア》に、ダメージ覚悟で突っ込んでいく。

　しかし―――。




ＧＭ：《インヴィジブルバリア》のダメージは……12っ!!

シグ：エイジに《プロテクション》!!（ダイスを振って）……おお、14点軽減！　ノーダメージっ!!

エイジ：よし、突っ込みます!!

ＧＭ：……と、そこで再び［危険感知］!!

エイジ：なにいぃいいっ!?　まさか……っ！（ダイスを振る）……13!!

ＧＭ：ち、成功しやがった！　エイジは気づく、キミの目の前には、もう一枚の《インヴィジブルバリア》が張られているっ!!

エイジ：そりゃねえよっ!?（笑）ええい、かまわん！　そのまま突っ込むっ!!

ＧＭ：うわ、迂う回かいしないのかっ!!（笑）




　ＧＭは、これらトラップの存在を気づかせることで、エネミーへの接近を遅らせて悠ゆう々ゆうと射撃するつもりだったのだ。

　エイジは、そんなＧＭの思おも惑わくを越えてバリアに突入するが……再びシグの《プロテクション》が飛ぶ!!




シグ：（ダイスを振って）……うおっ、ダイス目６、５、５……合計16っ!!（笑）今日はさえてるっ!?

ＧＭ：ぐほっ……ダメージ０かっ!!

エイジ：うっしゃあ！　これでレライエとエンゲージしたっ!!

ＧＭ：……ううっ（笑）。エイジがエンゲージし、眼前にレライエをとらえた時だった。えー……難易度14で感知判定どうぞ！

エイジ：は？（ダイスを振る）……成功。

ＧＭ：〝どろん〟。

エイジ：どろん？

ＧＭ：うむ、煙と共にさっきまでそこ立ちはだかっていたレライエは―――弓を持った二体のスケルトンに化けた。というか、元の姿に戻った。

一同：…………。

シグ：《イリュージョン》かあああああっ!?（一同大爆笑）




《イリュージョン》

　トラップのひとつで、幻げん影えいを作り出す効果を持つ。

　その幻影に触れたり、感知判定に成功すると見破ることができる。




ＧＭ：……と、レライエに見えたエネミーは、実は《イリュージョン》で偽ぎ装そうされた三体のスケルトンアーチャーと呼ばれる奴でして……。
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フェルシア：……三体？　ああ、だからさっきの攻撃は三発飛んできたんだ（笑）。

ＧＭ：うん、実はさっきの《ファイアボルト》で、すでに一体破壊されております。さっき、なんか崩れるような音がしたでしょ。あれだ（一同爆笑）。

シグ：ほ、ほんとにレライエじゃないとは……（笑）。

ＧＭ：だがなめるな？　この埼さい玉たま県の木き屋やくんが送ってきてくれたスケルトンアーチャー、けして弱いエネミーではない！　今からその力をお見せ……。

エイジ：……メジャーアクションで、《ブランディッシュ》（一同爆笑）。




《ブランディッシュ》

　ひとつのエンゲージに存在する、任にん意いの敵を同時に攻撃するウォーリアのスキルである。




　エイジの攻撃により、ボロボロになったアーチャーだが……続く攻撃で二体とも《ダブルショット》！　四発の弓をＰＣたちに浴びせかけ、フェルシアに11点のダメージを与える!!

　……が、がんばったのはここまでだった。

　フェルシアに対する二発目の攻撃は、彼女にクリティカルで回避され―――。

　続くもう一体の攻撃はベネットに襲いかかるも、彼女はこれを難なく回避。

《バタフライダンス》をとった意味は大きかったようである。




　こののち。

　あわれ二体のスケルトンアーチャーは、五人の集中攻撃をくらい―――木こっ端ぱみじんとなった。




　五人は、第二階層を突破した。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　戦いは、ＰＣ側の勝利となったが……ここでシグのＭＰは尽きかけ、数少ないＭＰポーションを飲むことになる。シグは、ここでフェイトを使ってまで回復させた。

　アムは、《ファーマシー》の効果によって得ていたＨＰポーションを、シグとフェルシアに渡してこれを使わせる。

　また、エイジも自分が持っていたＭＰポーションを口にしたのであった（残り一本）。




●ドロップ品の結果

スケルトンアーチャーＡ：骨（六〇Ｇ）

スケルトンアーチャーＢ：骨（六〇Ｇ）

スケルトンアーチャーＣ：ロングボウ







◆Middle 05◆銀と金




　一行は、階段を駆け上がり、第三階層へとたどり着いた。

　窓から射し込む月明かりに照らされ……そこで待っていたのは―――。




ＧＭ：……と、ここで次のエリアだな、キミたちはその新たな部屋の扉を開いた。そこに立っていたのは、妙にきらびやかな貴族風の服を着た、ふたりの男。彼らは、それぞれ銀と金の……顔の半はん面めんを覆おおう仮面を身につけている。

フェルシア：う、それって……。

ＧＭ：彼らは、妙に優ゆう雅がな口調でかわるがわるこう言った。「ほう……ここまでのぼってくるとは」「あなたたちの実力は、本物のようですね」

エイジ：さあ、そこをどいてもらおう！

ＧＭ：「どく？　それは」「できない」「相談」「ですね」（一同爆笑）

シグ：そのうっとーしいしゃべり方をやめろ（笑）。

ＧＭ：「我ら兄弟、ハゲンティ様にお仕えする親しん衛えい隊たい」「あなた方をこの先に通すな、と命ぜられております」「ですから」「ここで死んでいただきましょう」そう言って……〝シャキーン〟！　ふたりはまったく同じ、流れるような動作で、自分の前で両手で持っている剣を交差させた。口もとには、薄い笑みがうかぶ―――。

フェルシア：……貴族風の服……両手で持った剣―――ワイト、ね。あいつらが前口上を吐いてるうちに、エネミー識別していい？（笑）




ワイト

　未み練れんを残して死んだ貴族が、亡霊となって蘇よみがえった者。

　すべての人間に、深い憎しみを抱いている。

　４レベルのアンデッドである。
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ＧＭ：二体のワイトは、キミたちに向かって交こう互ごに言った。「では、みなさん―――ここで消えて」「いただきましょう」「我ら兄弟の連れん携けいによる」「流りゆう水すいの動きを」「見切った者は今までに」「三人しかいません」

シグ：う、うっとーしいっ!?（笑）

フェルシア：……では、ワイトに言います。では、これから見切った人間の数は＋六人される（←トムも込みらしい）。

ＧＭ：「な」「にぃっ!?」（一同爆笑）

フェルシア：……さっき戦ったサーペイオンと同じく、《連続攻撃》を持っているのは、脅きよ威ういに値するでしょう。が、逆に言えば、サーペイオンとちがってそれしか持っていない。

アム：ついでに言わせてもらうと、【ＨＰ】も少ないね。

フェルシア：そう―――つまりあなたたちは、ただのかませ犬。

エイジ：じゃあ、守りよりも一気に攻めたてて……先に【ＨＰ】を削けずりきっちゃうほうがいいってことか。

フェルシア：……正解。




　フェルシアが、微ほほ笑えんでそう言った。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　戦いが、始まった。
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　結果はフェルシアの言うとおりとなった。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：「フッ……これで我ら兄弟、安らかに眠れるというものよ―――」金の仮面をつけたワイトが優しい笑みを浮かべて言った（一同大爆笑）。

シグ：い、いきなりいい奴になったっ!?（笑）

ＧＭ：……ってゆーか、もう戦闘終わりかいっ!?（笑）うむむ、さすがにＰＣも強くなってるなあ。

アム：もう３レベルだからね。ワイトふたりじゃ、あたしら五人を相手にはできないよ。

シグ：というか、どーみてもただのネタキャラだろ、今の敵。

ＧＭ：せめて三兄弟にしておくんだったかなあ。

ベネット：金、銀、銅（笑）。

シグ：では、金、銀、パールとか（一同爆笑）。

アム：ささ、ドロップ品ドロップひーん♪（ダイスを振る）……ロングソードが出た！

ＧＭ：「その剣は代々、受け継がれてきたもの。それを……持って行くがいい―――キミたちの健けん闘とうを祈る」……そう言って。ワイトは微び笑しようを浮かべて霧きりと消えた。




　ワイトには勝利したものの、彼らはここで安心している場合ではなかった。

　今の戦闘で、フェルシア、シグ、エイジはその【ＭＰ】の大半を使用してしまったのだ。

　シグは自分に《ヒール》を一回かけたあと、ＭＰポーションを二本飲み干し（さらにフェイトまで一点使ってその効果をあげた）、フェルシアも残る最後の二本を使用。

　エイジもまた、最後のＭＰポーションを使用してしまう。




　彼らは、上限近くまで【ＭＰ】を回復はしたものの……次の戦いが長なが引びけば、【ＭＰ】不足になることはまちがいない状況にあった―――。

　ベネットに残されていた、最後のＭＰポーション二本は、それぞれエイジとシグに手渡された。




●ドロップ品の結果

ワイト（銀）：ロングソード

ワイト（金）：ロングソード




　ちなみに、この二本のロングソードは……




シグ：重くて売値も安い！




　という意見のもと、その場に捨てられたのはワイト兄弟には内緒である。











CLIMAX PHASE









◆Climax 01◆月明かりの下に




　扉を開けて天を仰げば、空に浮かぶは禍々しく輝く紅い月。

　遺跡の屋上からは、森の全景が一望できた。

　湿り気を帯びた風が、肌にぬめるように通りすぎていく。

　じわりと、汗が噴き出す。

　だがそれは、背筋をぞくりとさせるような冷たい汗だった。

　エイジたちは感じていた。




　この場を満たす、張りつめた空気を。




ＧＭ：ワイト兄弟を倒したキミたちは、部屋の奥にある階段を駆けのぼり、その最後の扉を開け放った―――では、ここからクライマックスに……入る!!

エイジ：……ここまで来たぞ、ハゲンティ!!　ウェルチは、どこだっ!!

ＧＭ：そう叫んで扉を開いた最後の階層は、遺跡の屋上になっている。夜空には紅い月が淡く輝き、夜明け前の、戦いのステージであるこの場所を、妖しく浮かび上がらせる。

シグ：周囲を警けい戒かいしつつ、ハゲンティを探す。

ＧＭ：張りつめる緊張感きんちよう。チリチリした空気が、肌を灼やくような感覚。……探すまでもない。キミたちがいるのとは反対側、屋上の縁に立つ壁の上にひとつの人影がある。

シグ：いたな、ハゲンティ！　さあ、俺の妖精を返してもらおうか？

ＧＭ：その言葉に、人影は微び動どうだにしない。両手を下げてぐっ、と足をふんばり、仁王立ちしたままキミたちを見据えているだけで。そして―――そのシルエットは、ハゲンティではなく……華きや奢しやな少女のものだ。

フェルシア：……きゃ、キャシャーンな少女？（一同大爆笑）




　どんな少女だ、それは。




ベネット：せっかくのシリアスな雰囲気が台だい無なしでやーんすっ!!（と、いいつつゲラゲラ笑っている）

シグ：鉄の悪魔をたたいて砕きそうな少女なんだな、きっと。

エイジ：キャシャーンから離れろっ!?

ＧＭ：え、えと……ゴホン。（雰囲気をシリアスに戻して）……少女は紅い月明かりの下、キミたちに向かって鈴のような声で言葉を紡いだ。「エイジさん……」
















エイジ：……って。え？　……まさか、ウェルチ!?　なんで!?

ＧＭ：そのとおりだ！　ウェルチは続けて低い声でつぶやく。

ベネット：（マフィアのボスのような野の太ぶとい声を作って）「……ようやくここまで来たかぁ、エイジぃ……」（一同大爆笑）。

ＧＭ：妙なタイミングでセリフを割り込ますなよっ!?（一同爆笑）

ベネット：い、いやつい……っ!?

ＧＭ：いいか、いいか戻すぞ!?　シリアスな雰囲気に戻すからなっ!?

エイジ：では……。僕は誘ゆう蛾が灯に誘われる蛾のごとく彼女の方にふらふら近寄っていく。

ベネット：まて、エイジーなんか雰囲気がおかしいでやんすー（棒読み）

エイジ：今、そこからおろしてやるからな！　と、なんの疑いもせずに近寄るけど……。

ＧＭ：近づいて気づく。ウェルチは、決して拘束されているわけではない。自分の意志でそこに立ち、キミらと対たい峙じしている。

エイジ：……ウェルチ？

ＧＭ：そしてさらに、キミが知っているウェルチとは明らかに印象がちがう。動きやすそうな黒を基調とした服に、昏くらい瞳。彼女は、少し低い声でぽつり。「……エイジさん……なんで、帰ってきてくれなかった、の―――」

エイジ：いや、話せば長くなるんだけど……その……ちゃんとは言えないんだ。

ＧＭ：「……話せない理由が、あるんだ」スッ……目を細める。

シグ：む、ではこのへんで様子がおかしいことに気づく。

ＧＭ：「わけを、話して―――」

ベネット：あれが話に出てた、ウェルチって子？　なんか印象わるくなーい？（一同大爆笑）

アム：ベネット、あたしらお友達になれそうね（一同爆笑）。

ベネット：あ、いやっ、様子がおかしくない？　って聞きたくなっただけで!?

エイジ：すまなかった、ウェルチ。本当のことは話せな……。

ＧＭ：「じゃあ、わたしから聞いてあげる。……お父様を殺したのは、あなただって―――本当？」

エイジ：う！

ＧＭ：「ううん、エイジさんだけじゃない。そこにいる他の人も―――」

ベネット：ノーノーノーっ!?（←ひとりだけ関係ない）

エイジ：ほ、本当のことを言わなかったのは悪かった。でも、言えなかったんだよ！　ヴァンデルは、魔族だったんだ！　あれはキミの本当の父親じゃない！

ＧＭ：「……そんなのウソ。なんでいいわけするの？」

エイジ：いや、信じてくれ。それに言わなきゃいけないことがもうひとつある！　キミは、僕の妹なんだ！　キミも、英雄ガイアの……あの優しい父さんの娘だったんだよっ!!

ＧＭ：「……なにを言い出すの。あたしが邪じや魔まになって、そんなことを言い出すの？」

エイジ：いや、そうじゃなく！　ほんとなんだ!!

ＧＭ：「うそだよ、またあたしをだますの!?」

エイジ：いや、あの時、本当のことを言えなかったのは、キミを傷つけたくなかったからなんだっ！

ＧＭ：「―――でも、結果はその逆。お父様が亡くなって、とても不安になって！　エイジさんに会いたくて！　でも、帰ってきてくれなくて!!　本当のこと教えてよ!!　エイジさんのことは好きだけど……もし、お父様を殺したのが、あなたなら―――」

エイジ：うう……だめだ、聞く耳持ってくれない!!

ＧＭ：ウェルチは、ほしい答えを返してくれないエイジから、視線をトムに移す。「……トム、ちゃんと聞き出してくれたんでしょう？」

一同：へ？

ＧＭ：「エイジさんが、お父様を殺したの？」

エイジ：ちょっと待て。

ＧＭ：トムは、困ったような表情で、返事を返す。「は、はい！　エイジさんは自分がヴァンデル先生を殺したって言いましたあ！」

エイジ：おい、トム―――っ!!


ＧＭ：「ご、ごめんなさいエイジさんっ……実は僕、ウェルチさんに言われてあなたたちをここに連れてくるよう、言われたんですぅ!!」

一同：なにぃっ!?


シグ：じゃあもしや、ウェルチがさらわれたとかなんとかって、全部ウソかあっ!?

アム：え、でも。実際にハゲンティは出てきたわけだし……？

エイジ：ウェルチ、キミはヴァンデルを僕たちが倒したって……誰から聞いたんだ!?

ＧＭ：「―――お父様の部下のおじさまよ。あの人が、ぜんぶ教えてくれた。だから、確かめにきたの……ね、おじさま？」ウェルチがエイジから視線をはずし、キミたちの背後の中空を笑顔で見つめる。

一同：う？

ＧＭ：……そこには。コウモリの翼を広げ、牛の頭を持つ魔族―――すなわちハゲンティがいた。

シグ：うおっ！　うしろにいたのか!!（笑）

エイジ：ちょっと待て……ウェルチ、あれは魔族だろっ!?

ＧＭ：「失礼なこと、言わないで」

エイジ：ちょっと待て、あれを見てなんとも思わないのかっ!?

ＧＭ：「……？　あの方は、クラン＝ベルの神殿において、神官長を補佐する六神官のおひとりよ」……このこと自体は、真実だ。

エイジ：なにいっ！　どーなってんだクラン＝ベル！　神殿は魔族の巣そう窟くつか！（笑）

ＧＭ：魔族側もいろいろ人間世界に入り込んで暗あん躍やくしているんだろう。まあ、神官長がヴァンデルだったくらいだ。他に魔族が入り込んでいても、不思議じゃない。

エイジ：ウェルチ、キミはだまされているんだ。それがなぜわからない！

フェルシア：―――エイジ、さがって。ウェルチはたぶん、ハゲンティに洗脳されてる。

エイジ：くそ、卑ひ怯きようものめ！　そこから降りてきて、僕たちと戦え！

ＧＭ：その言葉に、ハゲンティが言葉を発する。「卑怯？　戦え？　これはおかしなことを言う。今回の私は、あくまで父親を殺されたかわいそうな少女の手助けをするだけの、善意の第三者だよ。戦うのは、ウェルチ君だ。さあ、兄妹どうしで殺し合いたまえ」

一同：な、なんだとうっ!?

ベネット：なんていやらしい奴でやんすか!?　というか、えげつなっ!!

ＧＭ：「（妙にいやらしい口調で）どうかね、気に入ってくれたかね、今回の趣しゆ向こうは？　言っただろう？　人の心の痛みこそ、最大の楽しみだと」

一同：く――――――っ！（笑）

エイジ：ウェルチ……目をさませ！　さましてくれっ!!

ＧＭ：ウェルチは、そっと瞳ひとみを閉じ……ふわり。まるで羽根を落とすかのような軽さで、壁の上から石畳へと、降りる。「エイジさん……父の仇、討たせてもらいます」

エイジ：ウェルチ―――っ!?

シグ：……エイジ、これ以上はおそらく時間の無駄だ！

フェルシア：……そうね。ウェルチを戦闘不能に追い込み、街の神殿に連れ帰って処置しましょう。それしか彼女を元に戻す方法は、ない。

エイジ：くそ、やるしか……ないのか！　と、剣をかまえる!!

ＧＭ：「うれしいです、エイジさん」　そしてひと呼吸の間をおき―――。




「あなたにも、大事な人を奪われる苦しみを……教えてあげます」




　ウェルチは、どこか虚うつろな表情に笑顔を浮かべ、そう言った。







◆Climax 02◆虚ろな瞳に映るのは




　薄い笑みを浮かべたまま、ウェルチはゆっくりとエイジたちに近づく。

　その瞳に、迷いの色はなかった。




ＧＭ：では、クライマックスシーンに入ろう!!　ええと、戦闘ラウンドに入る前にハゲンティが言った。「ふむ、１対５ではいささかウェルチくんが、かわいそうだね」〝パチン！〟指を鳴らすとウェルチの周囲に三体のインプが現われる。……配置はこんなかんじで！（と、テーブルの上にコマを並べる）
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シグ：へ、インプごときが相手になると思うか？

ＧＭ：さあ、戦闘開始だ！「―――では、いきますね。まずは……」まずはセットアッププロセスでウェルチは《ヘイスト》を使用！　ふいに、彼女の周囲に風が渦うずを巻き……！　行動値を３点アップ！　これで行動のトップはウェルチになる。

フェルシア：……気をつけて。いきなりしかけてくる。

シグ：おう！　と、武器をかまえてにらみつけるっ!!

ＧＭ：では、ウェルチのメインプロセス!!「まずは……」彼女は、エイジの肩越しにアムを見据えて笑顔を浮かべ―――。

アム：う!?

ＧＭ：ふいに、その姿がかき消えた。

一同：は!?

ＧＭ：〝―――……トン〟キミらが消えたウェルチを視線で探し始めたその瞬間には、彼女は、すでにシグたちの背後に瞳を閉じたまま立っていた。

シグ：《ブリンク》で移動したかっ……って、すると次は……!?

ＧＭ：ウェルチは瞳を閉じたまま、その無造作に立っているだけの体勢から―――《トリプルブロウ》っ!!　ターゲットはアムっ!!


アム：いいっ!?


一同：ウェルチもモンクなのか―――っ!?（大爆笑）

ＧＭ：だって、ヴァンデルに育てられてきたんだぞ？（笑）５レベルのアコライト／モンクだ！　……三つの風を切る音がアムに襲いかかるっ!!（ダイスを振る）

シグ：一発だけは、かわせ!!　あとはなんとかするっ!!

アム：う、うん！　フェイトを二点使用して回避に!!




　ウェルチの放ったこの三連れん撃げきに対し、その一発目は回避したものの、残る二発はアムに直撃した―――かに見えた。

　だが、シグはその二発目に対して《プロテクション》、三発目は《カバーリング》でアムをかばって、彼女へのダメージは０！

　かわって、シグがダメージを受けるも、失った【ＨＰ】は６点にとどまる。




シグ：ち、父親と同じ技を……。

ＧＭ：「―――はい。技のすべては、父から習いましたから……だからといって、あたしが父よりも弱いと、思わないでください」笑顔でそう言った。

ベネット：こ、こわっ!!　ええと、ここで自分の番でやんすが……このままじゃウェルチに攻撃を仕掛けられないのでメジャーアクションでエンゲージを離脱して行動終了！

フェルシア：同じく、エンゲージ離脱で終了！

ＧＭ：あ、くそ。エンゲージからばらけやがった！（笑）ここで、インプの攻撃だ！




　後方に位置していた三匹のインプが、次々とその手の中に炎の矢を作り……放つ！

　うち二発はエイジに、一発はフェルシアに襲いかかるが、命中したのはエイジへの一発だけだった。

　ダメージは17点に達するも、シグの《プロテクション》にはばまれ……エイジが受けたダメージはわずかに４点だった。




シグ：ウェルチ……悪いがここは、出し惜しみなしでいかしてもらう！　メイスを振りかざして……攻撃！（ダイスを振る）

ＧＭ：（ダイスを振る）……む、失敗！　―――シグの放った豪ごう快かいな一撃は、ウェルチのその華奢な身体をとらえる!!　よけられない、と直感したウェルチは、腕を十字に組んで防御姿勢をとり……さらにはトン、とバックステップで衝しよう撃げきを逃にがそうと動く！

シグ：な、なんか演出が細かい！（笑）

ＧＭ：演出だけだが!!（笑）

シグ：……では、ダメージにフェイトを二点使用してダメージロールに＋２Ｄ６っ!!（と、ダイスを振る）

ＧＭ：うわ、ほんとに容よう赦しやねえっ!!　インパクトの瞬しゆん間かん、ウェルチは受けるダメージの大きさを瞬時に理解して、つぶやくように唱える。「……《プロテクション》」自分を魔法のシールドで包み込むが……（ダイスを振る）……ぐえ。シールドは打撃を受け、光を放って一瞬で四散！　……31点のダメージか!!

エイジ：ここで僕の番だけど……マイナーでウェルチのいるエンゲージに移動！　メジャーでふつうに攻撃っ!!（ダイスを振る）……うわ、ダイス目ひくっ!!　合計９！

ＧＭ：（ダイスを振って）……そんな攻撃、彼女は瞳を閉じたままひらりと回避。

エイジ：む、無意識に僕の身体がウェルチを攻撃することを……こばんだのかっ!?

シグ：ダイス目が低かっただけだっ！（笑）

アム：えっと、ここであたし！　ウェルチを攻撃したいのはやまやまだけど……まずはあのうっとーしいインプを！（ダイスを振る）




　銃じゆう声せいが、明け方の近い夜の森に鳴り響く。

　だが、与えたダメージは11点―――インプを撃破するには、至らない。




シグ：……と、ここで最初のラウンドは終了だな！　次は……。

ＧＭ：いやまて。ウェルチは、ここでポソリと告げる。「……トム、あたしにヒールを」

一同：な、なにいいいいいいいいいっ、トム―――っ!?


シグ：やめろ、ウェルチは魔族に操られていることくらい、わかるだろうっ!?

ＧＭ：「あ、あうあう!?　で、でも……僕は彼女の言葉には逆らえません―――っ!?」（ダイスを振る）……ウェルチが一瞬、淡あわい光に包まれ、【ＨＰ】を５点回復。

一同：うおおおおっ!?

シグ：ト、トムの存在、インプよりうざいかもっ!?　まさかトムを攻撃はできないし……くそっ!!（笑）

ベネット：な、なんていやらしいんだＧＭ！

ＧＭ：うひひ！　さあ、ここで次のラウンドだ！
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　セットアッププロセスにおいてウェルチは再び自分に対して《ヘイスト》!!

　最初の行動権をもぎとった。




ＧＭ：では、ウェルチのメインプロセス！　彼女は……マイナーで《スタンアタック》！　メジャーで《ブランディッシュ》っ!!

シグ：うぐぉあ、やべえっ!!　マヒ攻撃をエンゲージ全体にかっ!?　なんていやらしい攻撃だっ!?

ベネット：それはまずいでやんすっ!?　《インタラプト》で《ブランディッシュ》を打ち消すっ!!

ＧＭ：ち！　これで全体攻撃はできなくなったので……ターゲットはエイジだけに変更！（と、ダイスを振る）……16！




　実は、この処理はまちがっている。本来は、《ブランディッシュ》を打ち消されると攻撃自体ができないことになるのだ。次のラウンドで気づいたのだが、ここで処理を巻き戻すとかえってややこしいことになると判断したＧＭは、このままプレイを実行したのである。




シグ：ぬう、《カバーリング》でエイジをかばう！　ダメージこいっ!!

ＧＭ：ならば、ここでウェルチはフェイトを一点使用っ!!　ダメージにのせるっ!!

シグ：なにぃいいっ!?　フェイトまで操るのかっ!?　ダメージ８点くらってマヒした！




　ここで続くベネットとフェルシアは、アムにならってインプの排はい除じよを優先する。

　インプの攻撃は魔法ダメージ４Ｄ。決して立て続けに受けられる攻撃ではないからだ。

　ベネットはインプＡに対して《ディスアピア》＋《サプライザル》で17のダメージを与え、続くフェルシアは……




フェルシア：《マジックサークル》でダメージを増やして……《ファイアボルト》!!　ターゲットは、まだ元気なインプＢ！　（ダイスを振って）……クリティカルっ!!

ＧＭ：ぐほ！　ダメージに＋２Ｄか！　へたすると一撃で落ちる!?（ダイスを振って）……クリティカルっ！　よけ!!（大爆笑）

フェルシア：……みゅ、みゅう～っ!?

シグ：あ、あいかわらずフェルシアに対しては出目が容よう赦しやないぞっ!?（笑）

ＧＭ：わはは、続いてはインプの攻撃！




　インプが再び次々と炎を撃ち放つ！

　ターゲットはアムに二発、シグに一発！

　だが、この攻撃は一発がアムに命中、六点の【ＨＰ】をもぎとるだけに終わる。

　続くシグは、マイナーアクションでマヒを解除、メジャーアクションで最後のＭＰポーションを飲み干ほし、【ＭＰ】を回復する。




エイジ：ええい、だめだ……弱い心を捨てないと……ウェルチを攻撃できない！　ここで《バーサーク》＋《バッシュ》!!　僕の理性は少し吹き飛び……命中にフェイトを一点使用！（ダイスを振る）

ＧＭ：ぐ、ではウェルチも回避にフェイトを使用！（ダイスを振る）……失敗！　凶戦士と化したエイジの一撃がウェルチを襲う！

エイジ：ダメージは……34っ!!

ＧＭ：……《プロテクション》っ!!（ダイスを振って）９点軽減！　防御力もあわせて……受けたダメージは18！

アム：じゃ、続いてあたし！《フェイント》で命中判定を二回やって……インプに！




　この攻撃は、インプＡの【ＨＰ】を11点もぎとるも……おしくも倒すことはできない。

　そして戦いは第三ラウンドに突入した！




ＧＭ：……ウェルチは再び《ヘイスト》で（ダイスを振る）……行動値を＋４！　先制を奪って―――《スタンアタック》＋《ブランディッシュ》！

シグ：またか―――っ!?　エイジを《カバーリング》っ!!




　この攻撃を、三人はだれも回避することができない！　ウェルチの放つ重い攻撃がエイジたちの身体を撃ち抜く！

　アムはこの攻撃で12点のダメージを受けてマヒ。

　シグは、自分に対して《プロテクション》をかけるが……。




シグ：（ダイスを振って）……おおうっ、17点軽減っ!?　これで……。

ＧＭ：いや、そこでウェルチがつぶやく！「トム―――予定どおりに」

シグ：へ？

ＧＭ：トムが泣きながら叫ぶ。「シグさん、ごめんなさ―――いっ!?」シグにトムが１レベルの《プロテクション》っ!!

シグ：なんだと―――っ!?

ＧＭ：（ダイスを振って）……３。シグの《プロテクション》はトムに上書きされて、ダメージは三点しか軽減されない！

シグ：なんていやらしい!?　相手がトムじゃなかったらさっさと攻撃するのにっ!?




　この攻撃で、再びシグはマヒ状態となる。




フェルシア：……まずい。このままずっとマヒ解除にマイナーアクションを消費することになったら、ウェルチを倒すのに時間がかかるし……じりじり【ＨＰ】をケズリとられる。

シグ：たしかに！　でも、ウェルチもマイナーで《スタンアタック》を使い続けるかぎり、こっちも致命傷にはならな……。

フェルシア：……。

シグ：もしや、敵側のメインの火力は……インプのほうかっ!?　ウェルチを壁にして、実はザコに見せかけたインプがじりじりこっちの【ＨＰ】をけずっていく作戦っ!?

ＧＭ：（げ、ばれた）。

ベネット：イ、インプを先に全力で殺やるでや―――んすっ!?




　続くベネットとフェルシアは、もてる最大火力をもってインプを攻撃する！

　特にフェルシアは、《マジックサークル》＋《ファイアボルト》、さらには１セッションで一回しか使えない《マジックフォージ》まで使うありさまである。

　当然、インプＢはこの一撃でこっぱみじんである。

　ベネットも、インプＡの撃破に成功する。

　残るインプＣはベネットに反撃するも、命中させることはできなかった。




シグ：ここで俺！　マイナーでマヒを解除！　メジャーは……ふつうに攻撃！（ダイスを振る）

ＧＭ：（ダイスを振って）スキルもフェイトもないシグの一撃など、風に舞う羽根のような動きを見せるウェルチに当たりはしない。

シグ：俺は盾役だからな……あたれば儲もうけもん、くらいの感覚だ！　本命は……エイジ！

エイジ：ここで《インヴィジブルアタック》……！（ダイスを振る）……命中は16！

ＧＭ：（ダイスを振る）……ぐ！　羽根のように軽やかに舞うウェルチを、エイジの放った神しん速そくの一撃がとらえたっ!!　やば……！

エイジ：……ダメージは22!!

シグ：５レベルのアコ／モンクなら、このあたりで落ちてもおかしくは……!!

ＧＭ：そのとおり！　だが、そこでウェルチは……ギルドスキル《蘇そ生せい》を使用!!【ＨＰ】をＭＡＸまで回復！

一同：なに―――っ!?　ギルドスキルまで使ってくるのかあああああああっ!?

ＧＭ：さらには、トムが《プロテクション》！　３点軽減して……ダメージはわずか12点だ！

アム：くーっ!!　あたしはマイナーでマヒを解除、この状況じゃシグからの《ヒール》も期待できないので……ＨＰポーション使用！　お、12点回復!!

シグ：よし、ここで次のラウン……。

ＧＭ：いや待て。再びウェルチがつぶやく。「【ＭＰ】が心もとない、かな」ギルドスキル《祝福》を使用！【ＭＰ】をＭＡＸまで回復！

一同：なに――――――っ!?

ＧＭ：「戦いは、まだまだこれから、ですよ」ウェルチが、微笑んだ。




　戦いは、四ラウンド目へと突入した。

《ヘイスト》を使って先制攻撃の権利を得るところまでは今までと同じだが、インプのうち二体までを失ったウェルチは、ここで戦術を変えてくる。




[image: ]




ＧＭ：ウェルチの行動！《ヴァイタルフォース》２レベル＋《ブランディッシュ》!!

シグ：ぐお、《ヴァイタルフォース》で攻撃力を底上げかっ!?

アム：や、やば―――いっ!!




　この攻撃に対し、アムはフェイトを三点使って回避！

　シグは再びエイジをかばい、自分に《プロテクション》をかける。

　だが、トムは再びこれを１レベル《プロテクション》で上書きした。

　だが、装甲の分ぶ厚あついシグへのダメージは四点にとどまる。




シグ：く―――っ!?（笑）

ＧＭ：「ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさああああいっ!?」トムが叫ぶ！

ベネット：では、あっしの攻撃―――っ!!




　続くベネットとフェルシアが、残る最後の一体のインプを集中攻撃！




フェルシア：……確実に、しとめる。命中にフェイトを二点使用。（ダイスを振る）クリティカルは……しないか。

ＧＭ：でもそんなのよけられん！

フェルシア：ダメージは―――13。これで、確実に死ぬはず……。

ＧＭ：そこでだ！　ウェルチは最後のインプが死にかかってることを察さつ知ちし、エイジたちから視線をはずさぬまま……片腕を背後に向けて……《プロテクション》っ!!

シグ：ぐは！（笑）かっこつけ演出までヴァンデルと同じかよっ!!（笑）

ＧＭ：（ダイスを振って）……８点軽減したけど……だめだ、インプは守りきれない！　インプはフェルシアの放った炎に爆はぜた！　消し炭がパラパラ……と、散っていく。




　……これで、ほぼ戦況は決した、と言ってよかった。

　シグは攻撃をはずし、アムはエンゲージから離脱しただけに終わったものの―――エイジの放つ《インビジブルアタック》＋《バッシュ》は、ウェルチの張る《プロテクション》の防御壁ごと彼女を切り裂き、その【ＨＰ】を着実に減らす。

　そして、戦いは第五ラウンド―――最後のラウンドへと、突入した。

　先制は、再びウェルチだった。

　だが―――。




ＧＭ：……ウェルチは、肩で大きく息をしながら五人を見回す。

シグ：もう、勝ち目がないことを自覚しろ―――じゅうぶん、キミはがんばった。

エイジ：そうだよ、ウェル……。

ＧＭ：「戦いは、どちらかが倒れるまで……わからない」ぽつり、そうつぶやくと―――奥歯を嚙かみしめ、拳を握り込み……大地を蹴る！　おそらくは彼女にとって最後になるであろう攻撃を……放つ!!《ヴァイタルフォース》＋《ブランディッシュ》!!

シグ：ちっ……！




　この最後の攻撃は、エイジとシグを確実にとらえた！

　それを確認した時―――。




シグ：だが、お前の攻撃力だけじゃ……！

ＧＭ：ここでウェルチは残るフェイトを全部使用っ!!　攻撃力にまわすっ!!

エイジ：うおっ!?

ＧＭ：ダメージは……39っ!!

シグ：やべ―――っ!!　とりあえずエイジに《プロテクション》っ!!　９点軽けい減げん!!

エイジ：っ!?　いや、だめだっ!!　それじゃシグさんが……っ……って、ここでギルドスキル《蘇生》を使用―――っ!!　そのダメージを受ける前に【ＨＰ】を全快にっ!!

ＧＭ：ウェルチは、ぜぇっ、ぜぇっ……大きく呼吸を乱し、だが強気な表情は崩さずにポツリ、「防がれちゃった……か」そうつぶやいた―――。




　もはや、ウェルチにこの状況を覆くつがえす手段は残されていなかった。

　しかし降伏など、しない。

　やむをえず繰くり出されたベネット、フェルシアの攻撃に《プロテクション》で必死に耐えるが―――。




エイジ：ウェルチ……もういいんだよ、戦わなくて!!

ＧＭ：「だめよ……ここであたしが降伏なんてしたらお父様に顔が立たない!!」

エイジ：……。僕は上空にいるハゲンティをにらみつけます。

ＧＭ：ハゲンティは、ウェルチに加勢するでもなく……その状況をにやにやと見守っているだけだ。

エイジ：僕は奥歯をかみしめて、剣を振り上げ……。

アム：……。




「ごめんよ、ウェルチ―――。

　ちょっとだけ、痛いけど……我が慢まんして。

　すぐに解放してあげるから」




　言って、エイジは剣を振り降ろした。

　刹せつ那な……




　ウェルチが、瞳を閉じて優しい笑みを浮かべた―――そんな気がした。











ENDING PHASE









◆Ending 01◆染みとおる、闇




　抱き上げた少女の身体は、思った以上に小さくて……

　思った以上に軽くて―――。




エイジ：ウェルチ！　……僕は、ここで倒れたウェルチに駆け寄って抱き上げます！

ＧＭ：……まだ息はあるようだ。彼女は、苦しそうに息をして……薄く目を開ける。「エ、イジ……さん？　あれ……なんで……？」

フェルシア：……洗脳がとけた？

エイジ：ウェルチ、僕がわかるのかっ!?　すぐに、どこか神殿に連れていってやるからな!!

ＧＭ：「あ、あれ……どうしちゃったのかな、身体がすごく痛い……動かないよ……」

エイジ：大丈夫……なにも心配しなくていいから！　と、優しい目で彼女を見ます。

ＧＭ：「……うん」ウェルチは、エイジの顔を見て安心したのか―――安らいだ笑顔を浮かべて……すーっ……と、眠りにつく。

アム：……そんなふたりを見て、ちょっとムッとする。

シグ：わはは！（笑）まあ、今だけは許してやれや！

アム：わかってるわよ、このバカオヤジっ!!

シグ：バカオヤジっ!?　なぜっ!?

エイジ：ほら、そこっ!!　とりあえずウェルチを連れてどこか街にいくぞっ!!

フェルシア：……そうね、急ぎましょう。

ＧＭ：―――と、その時だった。

エイジ：え？

ＧＭ：〝びくんっ!!〟エイジの腕の中で……ウェルチの小さな肢し体たいが、跳はねるようにのけぞった。

エイジ：な、なんだっ!?

ＧＭ：「あ、あああ、ああああ……っ!?」かっ、と目を見開き、ウェルチが叫び始める!!　同時に、エイジにはわかる!!　急速に……彼女の身体が冷たくなっていくことに！

エイジ：ちょ、ちょっと待て！　なんだ、それはっ!?

ＧＭ：彼女はキミの腕の中……はねるように身体を震わせる。その身体は、まるで氷のように冷たい。

エイジ：なんだ、なにが起こってるんだっ!?

ＧＭ：瞳は赤く充じゆう血けつし、涙を浮かべ―――口からは嗚お咽えつがもれる。その両手は、喉のどや胸をかきむしり、その白く柔らかい肌を自ら傷つけて……。

アム：え、演出がえげつない!?

ＧＭ：肌からにじむのは、血。だが、そこでウェルチを見ている者は気づく。―――青黒い。

一同：は？

ＧＭ：彼女の肌からしみ出る血は、青黒い闇色に濁り始めている。

一同：なんだそれは―――っ!?

フェルシア：……こ、これは……〝邪悪化〟しつつある!?

アム：邪悪化？

ＧＭ：そのとおりだ！　フェルシアの推測したとおり……まだ完全な状態ではないが、ウェルチは今、邪悪化しつつある。




邪悪化

　生物が、邪神や魔族の瘴気に冒されることを、〝邪悪化〟という。

　邪悪化した者は、邪神や魔族のいいなりとなって……眷けん属ぞくとなってしまう。

　ルールブック二三七ページ参照。




一同：なに―――ぃっ!?


ＧＭ：……まあ、邪悪化されると、容姿がどうなるとか、血の色がどうなるとか……そんな記述はルールブックにはないので好き勝手やってますが（笑）。

シグ：じゃあ、ウェルチは洗脳されたんじゃなくて、邪悪化しかかってたのか!!

ＧＭ：そのとーり！　そもそもハゲンティの持つスキル《魅み了りよう》は、エキストラしか洗脳できない。今回、ウェルチはゲストだからな。




ゲストとエキストラ

　シナリオに登場するＮＰＣのカテゴリである。

　ゲストとは、基本的にＰＣと同じように戦闘データを持ち、ＰＣの敵や味方となって戦うＮＰＣだ。

　エキストラは、そのへんの商店の親父からお姫様まで、シナリオ上での役目はあるものの、戦闘データを持たないＮＰＣのことである。




エイジ：……で、これはどうすれば治るんだっ!?

シグ：た、たしか邪悪化させた者を倒―――。

ＧＭ：シグが言葉を言い終わる前に。「……いやあ、すばらしい。実にすばらしい」〝パチパチパチ……〟そんな言葉と共に、キミたちの頭上から拍はく手しゆが起こった。

エイジ：だれだっ!!

フェルシア：……ハゲンティ。

ＧＭ：そのとおり。気がつけば、蝙こう蝠もりのような翼を大きく広げ、口もとに皮肉げな笑みを浮かべる魔族・ハゲンティがキミたちの頭上に浮かんでいる。「すばらしいよ、エイジくん。この私がひと月以上もかけて育てた戦士を、こうもたやすく倒すとはね。さすがは、〝水の鍵〟をうけついだ戦士、ということか」

エイジ：と、剣をつきつける!!

ＧＭ：「―――ほう？　そのボロボロの身体で、まだ私とやりあおうと言うのかね？　今日のところは、退がらせてもらおうかと、思ったのだがね」

シグ：……さ、退がってくれ（ぽそ）。

エイジ：お前を倒さないとウェルチは元に戻らない……そうだろうっ!?

ＧＭ：「……。まあ、ご想像におまかせするよ」

シグ：落ちつけエイジっ、挑発するな！　気持ちはわかるが、今の状態で戦ったら……。

アム：あ、あたしも止めます！　エイジ、やめて……っ！　と、背中からはがいじめ！

エイジ：アムっ!?　キミはウェルチをこのまま見捨てろってのかっ!?

アム：…………。

エイジ：…………。

アム：そ、そんなわけないじゃないっ!?

一同：なんだ今の間わっ!?（←総ツッコミ）（大爆笑）

アム：い、いや……ウェルチは好きじゃないし。そんな彼女に対するエイジの動どう揺ようっぷりに嫉しつ妬と心しんを感じた（笑）。

ＧＭ：うい（笑）。ハゲンティは言葉を続ける。「まあ、たしかに……今、ここでキミたちを皆みな殺ごろしにしてもかまわないのだが……」言って翼をはためかせ、ひゅう、と降りてくる。

シグ：うおっ!?（やけくそな声で）あ、相手になるぞおっ!?　なってやるともっ!?


ベネット：まだ一撃与えるくらいの力は残ってるでやーんす！

フェルシア：……（←【ＭＰ】がろくに残ってない）。

ＧＭ：「はは、無理をするな。それに完全な状態ではないお前たちを倒しても、自慢にはならないからな」言って、ハゲンティは再びその翼を広げて、闇の中に舞い上がっていく。

エイジ：待てっ!!　ウェルチを元に戻せっ!!

ＧＭ：「邪悪化の始まったその少女―――私にすら、それを止めることはできぬ」

エイジ：なにいっ!?　それなら、いずれお前を……倒すっ!!

ＧＭ：虚こ空くうの闇に消えゆくハゲンティ。彼は、最後にエイジに言葉を残す。「……楽しみにしていよう。だが、急いだほうがいい。少女が邪悪化を完了するまで―――時間はない」

シグ：時間制限付き、か……!!

ＧＭ：「それに再び相まみえたとして―――キミが私を殺せる保証は、どこにもない」

エイジ：……僕は、お前みたいな魔族になんかに負けない！　なぜなら父さんの想いを引き継いでいるからだ！

ＧＭ：「……父さん？　―――英雄、ガイアか」ハゲンティは、どこか皮肉げな笑みを浮かべ、ひと呼吸おいて言葉を続ける。「……いいだろう、いずれその力を見せてみるがいい。だが、その戦いの果てにあるものは、結局は絶望であると、知る時がくる」

エイジ：……絶望なんてしない!!　僕は……っ!!

ＧＭ：だが、キミの言葉を聞き終えることもなく……。




　―――ハゲンティの気配が、虚空の闇に……消えた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：……というところで、このシーンは……。

エイジ：いや、最後に言わせてくれ！　待ってろよハゲンティ!!　僕は必ずお前を倒して……ウェルチを元に戻すっ!!

アム：むっとした顔をします。

フェルシア：では、ここでおもむろに雰囲気を変えて、言います。……大丈夫。ハゲンティごとき下級魔族の瘴気、どうとでもなる―――。……はっ!?　私、今……なにを言ったの？（←超ざーとらしい）（一同爆笑）

ベネット：いきなり自分が強力な存在であるかのような伏線を勝手に張ってる―――っ!?（一同爆笑）

フェルシア：……ＧＭ、私の失われた記憶には、どんな秘密が隠されているのでしょう？

ＧＭ：知らんわっ!?


フェルシア：……とにかくエイジ、今は彼女を。

エイジ：でも、どうしろと……。

ベネット：とりあえず、舌をかまないように押さえつけ、口に布でもつっこむでやんすっ!!

シグ：おお、そうだ！　カナンに行けば、俺の知り合いの神官がいる！　あいつに頼めば、邪悪化の進行を少しは遅くできるかもしれん!!

ＧＭ：なにいっ、そうなのかっ!?


シグ：ああ、たった今思いついた設定だが！（一同爆笑）

ＧＭ：じゃ、じゃあそれでいこう！　次のシナリオでは、カナンの街が舞台となりますっ!!（一同爆笑）

エイジ：待ってろよ、ウェルチ。キミは、必ず僕が……。




　……山間から射さし込む陽の光が、五人に夜の終わりを告げる。

　周囲にただよう朝靄の中で……




「……僕が助けてやるからなっ!!」




　―――エイジは誓ちかい、そう叫んだ。







◆Ending 02◆さっきの感動どこへやら―――




　そして、ひとつの物語はここに終わろうとしていた。




　……はずだった。




ＧＭ：では、シナリオはここで終了し……。

シグ：……待ていっ!?　なにか大事なコトを忘れてないかっ!?

ＧＭ：……大事なこと？　ああ、成長点の計算とか？

アム：ちがーう!!


ベネット：ラストの戦闘のドロップ品っ!!


ＧＭ：ぶ!!　な、なんでキミタチそんなに浅ましいんだっ!?

エイジ：金がないからだっ!?


アム：とにかくダイス振りま―――すっ!!


シグ：《目利き》で１Ｄ６されるのを忘れるな、《目利き》！（笑）




　プレイヤーたちは順番にダイスを振っていく。

　インプ三匹の結果は、次のとおりだった。




インプＡ：ダイス目９　ショートソード

インプＢ：ダイス目15　ルビーリング

インプＣ：ダイス目10　魔族の腕輪（一二〇Ｇ相当）




エイジ：おお、リング二コめー！

シグ：これ、さっきも地味に役に立ったしな、ちょっと嬉うれしいぞ。

ベネット：売ってもそこそこの金額になるでやんすね！

ＧＭ：気はすんだか？　では、あらためて……シナリオはここで……。

シグ：待て！　まだあるだろうっ!?

ＧＭ：へ？　ラストはインプ三体しか……。

シグ：ウェ、ウェルチ！　ウェルチのドロップ品はっ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：お前はオニかアクマかあああああああっ!?　倒れたウェルチの身体をあさるのか、お前はっ!?（笑）

ベネット：なにを言うでやんすかっ!?　ドロップ品なくして、『アリアンロッド』は語れないでやんすっ!?　それが、ルールブックにも載ってない、オリジナルエネミーともなれば!?

アム：では、あたしがあさりま―――すっ!?

フェルシア：……あなたたち…………。

ＧＭ：そうだフェルシア、なんか言ってやれっ!?

フェルシア：……その発言はすべて正しい。

ＧＭ：おいっ!?（一同爆笑）ま、まあたしかに……出したエネミーのドロップ品は、出すのが基本だな……ちょっと待て。同じレベル帯のエネミーを参考に、今、作る（一同爆笑）。




　と、いそいそ表を作り始めるＧＭ。

　ややあって―――。




ＧＭ：うい、できたー。じゃあ、エイジ振って（笑）。

エイジ：高い目……でろっ！（ダイスを振って）……14っ!!

ＧＭ：む。……えーと、なにか腕うで輪わが出てきた。

シグ：腕輪？　効果は？

ＧＭ：うい、命中値に＋１だ。

エイジ：お、けっこーでかい。

ＧＭ：うん、このブラックウェルチは、このアイテムを装備してました。

ベネット：ぶ、ブラックウェルチ!?（笑）

シグ：ウェルチは、ガイアの娘だし……アイテム名は、〝ガイアの守り〟？

ベネット：むしろ〝ハゲンティの守り〟（一同大爆笑）。

シグ：売っちまえ。

ＧＭ：まあ、そのへんはまかせるよ（笑）。では、最後に成長点の計算と……ひとつＧＭシーンを演出して、今回のセッションを終えようかっ！

一同：ほーい！







◆Ending 03◆成長点計算




セッションに最後まで参加した　　　　　　　１

ミッションに成功した　　　　　　　　　　　８

セッションで活躍した　　　　　　　　　　　１

使用したフェイトの数　　　　　　　　　　　５

　　　　　　　　　　　　　　　　　（エイジのみ６）




・倒したモンスター

エネミー名　　　　　　　　　　　　エネミーレベル




インプ×６　　　　　　　　　　　　３×６＝18

サーペイオン×３　　　　　　　　　４×３＝12

スケルトンアーチャー×３　　　　　３×３＝９

ワイト×２　　　　　　　　　　　　４×２＝８

ウェルチ（＋トム）　　　　　　　　６　　　６




―――――――――――――――――――――――――――

　　　　　　　　　　　　　　　　　合計　　53

　　　　　　　　　　　　　ひとりあたり　　10







場所の手配、連絡などを行った　　　　　　　０

―――――――――――――――――――――――――――

　　　　　　　　　　　ひとりあたり、合計　25

　　　　　　　　　　　　　　　　　（エイジのみ26）







◆Ending 04◆見つめる男




「あれが、〝水の鍵〟を受けついだ少年、か」




　闇に満たされた部屋の中。

　男は水晶球に映るその光景を見て、つぶやいた。

「―――面白いものだな、運命とは」

　その声に、男の前でひざまづく魔族が言葉を返す。

「運命……で、ございますか？」

　男は、これには応えず、水晶に手をかざした。

　さきほどまで映し出されていたエイジたちの映像がぼやけ、光はかき消える。

　部屋が、真の闇と沈黙に満たされた。

　その中で、男はおもむろに宣言するように言った。

「次は、俺も出るぞ。様子を見に行くとしよう」

「……四魔ま将しようのひとりである貴方様が自ら、ですか？　それには及ばな……」

「俺に同じ事を、もう一度言わせるつもりか？」

　その言葉に、魔族は声をひそめた。

「お前はこなくていい。残る〝火の鍵〟を探す任務にもどれ」

「は―――」

　今度は素直に返礼し、魔族はその場の闇の中に溶けていく。

　部屋の中に、男だけが残った。

　男は誰に聞かせるわけでもなく、再びつぶやいた。

「お前の力、見せてもらうぞ―――エイジ」

　それだけ言うと、ふいに……




　部屋の中に残っていた最後の気配が、消えた。








『アリアンロッド』リプレイ

闇色の血の騎士







みっしょん03「闇に堕おちて―――」

FIN







































今回予告!!




　ハゲンティは高たか笑わらいと共に、虚こ空くうの闇やみに消えていった。

　そこに残されたのは、意識を失ったウェルチ。

　闇の瘴しよう気きは、静かに少女を蝕むしばんでいく。

　ゆっくりと。

　しかし、確実に。




　彼女が、闇に堕おちるまで四十八時間……




　―――四十八時間しかないのだ！




『アリアンロッド』リプレイ

第四話「血の契約」




今、新たな冒険の幕があがる……。











PRE PLAY









◆Pre Play 01◆




　時に二〇〇四年七月某日。

　六人は、再び会議室へと集まっていた。

　もちろん、「アリアンロッド」リプレイ第二巻……後編の収録のためだ。

　今回予告が読み上げられたあと……ＧＭたる私は、宣言した。




ＧＭ：さて、それでは「闇色の血の騎き士し」の後編のセッションを開始しよ―――っ!!

一同：わー（パチパチ）。

ＧＭ：……そして!!

一同：そしてっ!?

ＧＭ：今回はゲーム・フィールドから発売された『アリアンロッドＲＰＧ　上級ルールブック』に掲けい載さいされているルールから一部を使用しますっ!!

シグ：具体的には、どんなルールを？

ＧＭ：うい、〝シナリオハンドアウト〟のルールを使ってみようと思う。

一同：お―――。




シナリオハンドアウト

　シナリオにおける設定とか、情報とかを書いた紙片をあらかじめプレイヤーに配ることで意識をすりあわせ、より複雑なストーリーを無理なく遊ぶためのルールである。




ＧＭ：では、ハンドアウトを配りまーす！

一同：ほーい！




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＰＣ①／エイジの場合




コネ：ウェルチ　　　　　　　　　　関係：家族

　目の前で苦しみ、闇に堕ちていこうとするウェルチを前に、キミは今、無力だった。

　彼女を救うすべを、キミは持っていなかったからだ。

　唯一の方法は、彼女を邪悪化した魔族を倒すこと。

　キミは頼りになる仲間の顔を見て、どこかたのもしさを感じていた。




ベネット：ウェルチ、もうダメでやんすな。

エイジ：そ、そんなこと言わないでくれ～!!

シグ：でも、頼りになる仲間の顔を見て……ってあるぞ。

フェルシア：……つまり、なにもできないエイジが仲間に助けられながら、ウェルチを救うって話かな。

エイジ：おお、いい話だー。

アム：ほー。

エイジ：……え？

アム：……ウェルチがらみのシナリオかー。

エイジ：み、みたいだね。

アム：もしあたしがヒロインの座からスピンアウトしたら、エイジのせいね。

エイジ：なんでだよっ!?








ＰＣ②／アムの場合




コネ：ロクサール　　　　　　　　　関係：あこがれ

　キミは、複雑な心しん境きようにあった。

　必死になってウェルチを救おうとするエイジ。彼女が、エイジの妹であることはわかっている。

　だが、その姿にどこか嫉しつ妬としている自分に気づいた。

　そんな時、ふと思い出す。

　両親と仲のよかったプリースト・ロクサール。彼なら、この状況をどうにかしてくれるかもしれない……と。




アム：ううっ!?　このパターンは……かまってくれない彼氏への当てつけに、昔に憧あこがれていた人と遊びでつきあったら、ホントに言い寄られてって心が揺れるという……っ!?

ＧＭ：なにを言うのかこの十三歳さい。

アム：……で、このロクサールって人は、あたしの両親と仲がよかったって……。

ＧＭ：昔、いなかった？　親しん戚せきで、めったにあわないけど、たまにやってくると妙にうれしくなっちゃうおじさんとか、おにーさんとか。

アム：ああ（笑）。

ＧＭ：……ロクサールさんは、そんな好青年（笑）。

アム：よし、エイジがウェルチにかまいっぱなしになったら……。

エイジ：だからなんでそんなにドロドロしてんだ十三歳っ!?（一同爆笑）







ＰＣ③／シグの場合




コネ：シルヴァ　　　　　　　　　　　関係：友人

　カナンの神官シルヴァ……妙にざっくばらんな彼女とは、妙にウマがあった。

　ヴァンデルに仕えていた時代、彼女と出会っていたことが幸いした。

　邪悪化が進むウェルチを、優先的に神殿で処しよ置ちしてもらえることになったからだ。




シグ：……彼女？　女性？

ＧＭ：うん。前回のセッションのラストで、なんか知り合いがカナンにいる……みたいなコト言ってたので作ってみました。うひひ。

シグ：そうか……シルヴァ、懐かしいな―――ずいぶんと会ってないが……あー、どんな奴だったかな？（一同爆笑）

ＧＭ：そうだな、カナンの街の神殿に仕える神官で、立場的には神官長の補佐を務つとめている、きっぷのいいお姉さん。まあ、そこそこの実権は持ってるけど中間管理職の悲ひ哀あいさをちょっぴり感じてる、二十五～二十六歳。

シグ：み、妙に人物像がかたまってんな（笑）。なんか昔は一緒に、やけ酒でも飲んでそうな感じ？

ＧＭ：ああ、そうそう（笑）。恋愛より友情。そんな感じだな。

シグ：ＯＫＯＫ（笑）。







ＰＣ④／フェルシアの場合




コネ：ク・バルカン　　　　　　　　　関係：同行者

　ク・バルカン。

　この偉大な魔術師とキミは、かつて旅を共にしたことがある。キミは、彼が魔族について……邪じや悪あく化について研究していた事実を知っていた。

　その幸運に、キミは素す直なおに感謝した。




フェルシア：……邪悪化について研究？　しかも偉大な……って。

ＧＭ：うん、今は隠いん居きよしてるけど、昔はこのエリンディルでも三本の指に入る……と言われた魔法使いだ。

アム：関係が〝同行者〟ってことは、一緒のパーティだったのかな。

フェルシア：……そう。彼がまだ青年のころ、魔法のなんたるかを教えたのが私。

一同：おいっ!!（笑）

フェルシア：……なのかもしれない。記憶がないからよく覚えてない。

ＧＭ：……。

フェルシア：もしくは、ガイアとパーティを組んでいたころ、メンバーにいたとか？

ＧＭ：ああ、そんなんでもいいね（笑）。勇者パーティでいちばん高齢で、勇者を導みちびく役目の人（笑）。

フェルシア：で、最終決戦前に死んじゃうようなそんな人。

ＧＭ：殺すなよっ!?（笑）







ＰＣ⑤／ベネットの場合




コネ：モエラド　　　　　　　　　　関係：恩人

　キミは、ウェルチの苦しむさまを見て、かつて、のたれ死にそうになった自分を助けてくれた、あるひとりの人物を思い出した。

　彼の名前は、モエラド。

　彼は、そのきわめた魔法技術をもって、さまざまな魔法品を作る、天才だった。彼なら、なんとかしてくれるかもしれない。




ベネット：モエラド……記憶を失って死にそうだったあっしをひろってくれた、とてもいい人で、命の恩人でやんす。

ＧＭ：いつものたれ死にそうになってるな、ベネット（笑）。

ベネット：しかし！　知ってしまったのです。あっしを拾ってくれた本当の理由は、実はあっしで人体実験をするためでした（一同爆笑）。そして雪の降る寒い夜……あっしはモエラドの研究所を脱走……。

シグ：そして再びのたれ死にしそうになってるところを、フェルシアさんたちに拾われたでやんす。

ＧＭ：だから、なんですぐにのたれ死ぬんだ。

ベネット：まあ、モエラドは研究のためなら、あっしの命をもいとわない、おかしな男だったでやんす。

ＧＭ：ぐほ（笑）。へ、へんな人にされてしまった……。

アム：恩人なのに（笑）。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　……と、ハンドアウトを見ながら、あーでもないこーでもないと騒ぐ六人。その話がひと段落したところで―――

　ＧＭは、再び宣言した。




ＧＭ：んじゃ、次はギルドスキルとお買い物ー！

一同：ほーい!!（笑）







◆Pre Play 02◆ゲームの前の準備




　んなわけで。

　プレイヤーたちはルールとにらめっこしながら、わいわい雑ざつ談だんを繰り返していた。

　前回のセッションから約三週間。

　今回は、みんなその手元に、〝上級ルールブック〟を抱え込んでいた。

　……にも関わらず、今回のセッションではみんな成長点が微び妙みようにたらず、レベルアップやクラスチェンジはお預けとなった。




ＧＭ：……というわけで、ギルドレベルが上がったので、スキルをひとつ取ってねー。

エイジ：これでギルドレベル３になったんだね。なにを取ろうかなあ……（と、ルールブックとにらめっこする）。

ベネット：うーん、悩むなあ。ふつーに考えると【ＭＰ】を回復する《祝しゆく福ふく》がいいでやんすが……。

シグ：《陣じん形けい》とかどうだ？　きっとこのパーティだと役に立つぞ。




《陣形》

　使用と同時に、パーティメンバー全員が移動を行うギルドスキル。

　１セッションに三回使用できる。




シグ：エイジはいつもマイナーアクションがなくて困ってるし。それをカバーする意味でも。

エイジ：それにこのパーティ、シグが前に出て殴なぐられないと始まらないしなあ（笑）。

ベネット：あ、これだ！　《派はけ遣ん販はん売ばい》！（笑）

シグ：ダンジョン内に商人がやってくるアレか！（笑）自由にポーションが買える!!

エイジ：それいいな！（笑）

アム：ちょい待ちっ！　先立つものがなきゃ意味ないじゃない！

エイジ：たしかに僕ぼくたちはお金はない！

ベネット：金もなければ、鎧よろいもないでやんす（笑）。

エイジ：というわけで、《陣形》か、《派遣販売》がよいということで。

一同：《派遣販売》はないだろっ!?（笑）

エイジ：じゃ、《陣形》を取りまーす。

ＧＭ：ういうい。では今回持って行くギルドスキルを決めてねー。

フェルシア：《蘇そ生せい》、《目め利きき》、《陣形》でいいわよね？

シグ：うむ。今回予告の中に〝水〟という文字はなかったし、《火の紋もん章しよう》はいらんな（笑）。

ＧＭ：……み、水（笑）。

一同：おざなりに加えるなよ!?（笑）

フェルシア：あ、そうそう。買い物していい？

ＧＭ：うい。しておくれ。

フェルシア：じゃ、ＭＰポーション買います。二本。

ＧＭ：ＨＰポーションは？

フェルシア：焼け石に水なので買いません。今持っている分で十分です。

ベネット：ヘビークロスボウを買おうかなあ……。

一同：そっちかよ、お前は！（笑）

エイジ：頼むから防具を買ってくれー。

ベネット：まあ、次のレベルにならないと装備できないので、買いませんが（笑）

エイジ：ところで、馬車が買いたいのですが。

フェルシア：高いよ？　馬車。

エイジ：いくらです？

フェルシア：八〇〇〇。

エイジ：高っ！　……あきらめます。

フェルシア：なにせ、お金持ってませんからね。

シグ：しかたない。金が入る仕事を受けていないからな。

フェルシア：前回はウェルチ助けるだけ、金は入らない。

シグ：その前はヴァンデル倒すだけ、金入らない。

フェルシア：ドロップ品だけでやりくりしてるからね。

アム：なんでいつもそんなに報酬ないの？

シグ：いつも巻き込まれるから。あと、エイジが安やす請うけ合いするから。

アム：なるほど…………ってダメじゃん！（笑）

ベネット：こんなギルドだとわかってれば、入らなかったのにー！（笑）

エイジ：わかった。今回の目的は、報ほう酬しゆうを得ることだ。

一同：目的はウェルチ助ける話だろ！（笑）

エイジ：そうだ！　僕はやるべきことを見失っていたよ。あああっ、貧乏は怖いっ!!（笑）

アム：ちゃんと報酬出るんでしょーね、今回。

ＧＭ：まあ、そのへんは交渉次第で（笑）。じゃ、本編行ってみよ―――っ!!











OPENING PHASE









◆Opening 01◆ウェルチを救え！




　その日。

　カナンの神殿は騒そう然ぜんとした雰ふん囲い気きに包まれていた。




ＧＭ：シーンは深夜……カナンの神殿から始まる。「シグ、はやくこっちに！　……はやく！」シルヴァが叫んでいる。ウェルチを神殿の中央にある部屋に運び込み、そこのベッドに彼女を縛しばり付けて。さらに舌をかまないよう、口に布をつめ……そんなあわただしい雰囲気から物語は始まる。

エイジ：ホットスタートだ！

ＧＭ：体を押さえつけられ、拘こう束そくされて……ベッドの上で暴あばれるウェルチ。……そんな彼女は苦しそうにも、悲しそうにも見えた。

フェルシア：……邪悪化が進んで、暴れ出してる？

シグ：……なんかその手のホラー映画を思い出すぞ。悪あく霊りようよ去れ、悪霊よ去れ！（笑）

エイジ：おもしろがってんなあっ!?

シグ：あ……よく考えたら、俺アコライトじゃん！　なにぼーっと見てんだ！（笑）

一同：気がつけよ！（笑）

ＧＭ：「今から処置しますから、出て行ってください」と、神官のひとりに言われる。

エイジ：で、ウェルチは助かるんでしょうか!?

ＧＭ：シルヴァは言う。「悪いけど―――」彼女は開口一番、シグに目を合わせて言った。「……処しよ置ち無しね」

シグ：助からないのかっ!!

ＧＭ：「このままだと、まちがいなく四十八時間後には完全に邪じや悪あく化するわ。……そうね、明後日の月が昇るころには」

シグ：……じゃあ、その時がクライマックスフェイズということだな。

ＧＭ：「（シリアスな声で）……簡単に言えば、そういうことね」

一同：おいおい（笑）。

ＧＭ：「そうなれば、もう殺すしかないわ。……今すぐ家族の方を呼んで」

エイジ：家族です！　なんとかする方法はないんですか!?

ＧＭ：「今は進行を遅らせてはいるけど……。私たちの力じゃこれ以上はどうにも……」

エイジ：そんな、助ける方法は!?

ＧＭ：「希望を持って」

エイジ：な、慰なぐめられたっ!?（笑）

ＧＭ：あ、ウェルチの関係者がもうひとりいた！　そこには、ひとりの少年が、心配そうにウェルチの方を見ている。

フェルシア：あ、トム？

シグ：小こ僧ぞう、いたのか！

ＧＭ：そりゃ、ウェルチを助けるために来たんだから。……で、その少年が扉をするりとくぐり抜けて、「ウェルチさん、ウェルチさん！」

シグ：近づくな、小僧！　かみつかれるぞ！（笑）

ベネット：（少年になって）ぎゃ―――っ！（笑）

エイジ：ああ、あの可か憐れんな妹はどこへ―――っ!?


ＧＭ：だから面白くすんなよっ!?


シグ：なんだか、すごい勢いでヒロインからスピンアウトしてるぞ。

ＧＭ：みんなが勝手に演出してるからだろ！（笑）

ＧＭ：トムは、あせった顔で言った。「お兄さん、おちついてください。ひとつだけ方法が……あるかも知れません」

エイジ：お、お兄さん！？

ＧＭ：「え？」

エイジ：そ、それはどういうつもりかねキミ!?（笑）ま、ま、まず文通からはじめたまえ！（一同爆笑）

一同：なんだそれはっ!?（笑）

エイジ：で、なにを知ってるって？

ＧＭ：「僕、あのヴァンデルさんのところにいた時に聞いたんですが……」

エイジ：なにか知っているのか、トム!?

ＧＭ：「このカナンの街には、魔族の研究をしている三人の賢けん者じやがいるって。僕、その人たちと知り合いなんです」

エイジ：ははは、やったぞトム！　はやくその人たちをつれてきてくれ～。

ＧＭ：「場所はわからないんですよ。音信不通で」

エイジ：この役立たずっ!?

ＧＭ：「邪悪化を解く研究してるから、身を潜ひそめているらしいです。魔族から姿を隠しているらしいんですけど」

エイジ：その人たちの名前は？

ＧＭ：「―――ロクサール、ク・バルカン、モエラドの三人です」
















フェルシア：どんな人たちなの？

ＧＭ：「ク・バルカンはウィザードで……」

フェルシア：わたしの知り合い（←ハンドアウトを見ながら）。

ＧＭ：「ロクサールはプリースト……」

アム：知っている、その名前は知っている……（←ハンドアウトを見ながら）。

エイジ：おお、アム！　じゃあ……。

アム：でも、あたしの心情からして……本当に助けていいのかな、と（一同爆笑）。

エイジ：アム―――っ!?


ＧＭ：なにか、心の葛かつ藤とうがあるらしい（笑）。

ベネット：じゃあ、あれですよ。心の中で白い羽根の生えたアムが……。

シグ：天使と悪あく魔まか（笑）。

ベネット：「……今やっちまえばＯＫだぜ？」と言っている（一同爆笑）。

シグ：それは黒い方だろっ!?（笑）

ベネット：黒い方は、「いやいや、それじゃあまりにもバレバレすぎる」、と（一同爆笑）。

一同：手を組んでるじゃんっ!?（笑）

ＧＭ：……（笑）。で、最後のモエラドはいわゆるマッドサイエンティスト。この三人が邪悪化解除の手がかりを握にぎっているといわれる賢者たちだ。……居場所はわからないけどね。

フェルシア：じゃ、杖を倒して。……あっちにいる（一同爆笑）。

エイジ：だからふざけてる場合じゃ……！

ＧＭ：倒れた杖は、シルヴァを指し示した。

一同：へ？

ＧＭ：シルヴァはふいっと、首を横にした。

シグ：なんで顔をそむけるんだ！（一同爆笑）

ＧＭ：「……い、いやその。たしかにその三人ならなんとかしてくれるかもしれないけど……彼らの居場所は、最さい重じゆう要よう機き密みつなのよね」

シグ：機密？

ＧＭ：「……ええ。彼らはそれぞれが特殊な研究しててね。魔族にねらわれているのよ」

シグ：ああ、邪悪化を解除するとか、そんな研究してるとか言ってたな。ハンドアウトで。

ＧＭ：「私も居場所は知らないんだけど。神殿の方ではちゃんとチェックしているみたい」

アム：神殿は知ってんのね。

ＧＭ：「私は知らないけど、ね。別の部ぶ署しよには資料があるはずよ」

一同：…………。

シグ：つまり、神殿に忍しのび……げほごほんっ！　まあ、なんだシルヴァ……。

ＧＭ：「協力しないわよ？」

シグ：えー。

ＧＭ：「今、ちょっとばかり三賢者についてはピリピリしててさ。最近。カナンの街近くで魔族が徘はい徊かいしてるとかいう話も聞いてて」

エイジ：魔族？

アム：それって、ハゲン……。

シグ：……言った方がいいのかなあ……。

ＧＭ：口ごもったキミたちの態度を見て、シルヴァが言った。「……なあに？　あなたのことなんて何でもお見通しなのよ？　だから……吐はきなさい？　痛くしないから」（一同爆笑）

エイジ：吐かなかったら痛くするつもりかよっ!?

シグ：だ、だんだんお前という人物がわかってきたぞ（笑）……それはそれと、ちょっとパーティだけで相談を。

フェルシア：……なに？

シグ：いや、この街の近辺でハゲンティが活動してるって、言った方がいいのかなあ？

シグ：まあ、とりあえず話してみるか。

フェルシア：というか、そもそもウェルチの事情を話してないし。

シグ：……ああ、そうだ！　話してない！（笑）

エイジ：では、ここで〝＊〟が三つあって……。




　　　　＊　　　＊　　　＊




シグ：……ということなんだ、シルヴァ。

ＧＭ：「なるほど、ね。……このギルドのギルドマスターさんは？」

エイジ：は、はーい？

ＧＭ：「ちょっと仕事の契約を結ばない？」

エイジ：仕事？

ＧＭ：「さっきも言ったけど、三人の賢者を狙って魔族が動いているらしいのよ。それを退治してくれるパーティを募ぼ集しゆう中なのよね」

一同：…………。

エイジ：ま、魔族ってどんな奴ですか？　ピンからキリまでいますが。

ベネット：そうそう。巨大な弓を持ってる骨の奴とか、でかい剣を持ってる奴だとちょっと困る。

フェルシア：それはレベル高すぎ（笑）。

ＧＭ：「こっちで集めた情報だと牛の頭とコウモリの羽根を持った奴らしいわ」

フェルシア：ハゲンティか。

シグ：ハゲンティだな。

アム：ハゲンティね。

ＧＭ：「つまりぃ、私たちとあなた方の目的は一緒ってこと……よね？」彼女はキミらをハメるような口調で言う―――って、ハメる？（笑）

一同：悪人じゃん！（笑）

エイジ：シグさん、こんな人とウマが合ってるんですね（さわやかな笑顔）。

シグ：ああ、いや……たしかに俺の友人のはずなんだが……いつもこうやってだまされているような気がする（笑）

ＧＭ：「見たところ、あなた方はとても貧乏そうだし。報酬ははずむわよ」

エイジ：貧乏はよけいだっ!?

フェルシア：誰のせいで貧乏だと……で？　いくらくれるの？（一同爆ばく笑しよう）前払はらい？　後払い？

ＧＭ：「先にまとまったお金もわたすわよ。情報を収集するにもお金は必要になるでしょうし。渡した中でいくら使ってもあなた方の勝手。あまった分は、あなたがたにそのままあげるわ」

ベネット：ハゲンティはいずれ倒さなきゃならないし、もらっとけばいいでやんす？

アム：そうそう。ハゲンティを倒している間に四十八時間たってしまえばいいのよ。

エイジ：それじゃまにあわないじゃんっ!!　つか、どーしたんだアム!!　今回は邪悪だぞ!?

ＧＭ：「はいはい、痴ち話わゲンカはあとにしてねー」そんなこと言いながら、金貨の袋をがしゃがしゃと出してくる。全部で二〇〇〇Ｇ。

フェルシア：……結構いい条件かも。

ＧＭ：彼女はそれだけ魔族を退治してもらいたいということだね。

エイジ：まあ、いずれにせよ……（変に明るい声で）お金なんか関係ないよ！　どっちにせよウェルチを助けなきゃいけないんだ。依頼は受けるよ！

ＧＭ：「―――じゃ、契約成立ね。サインしてサイン」シルヴァが笑顔で言った。

シグ：笑顔ってなんだよ、笑顔って!?（笑）

エイジ：契約内容にあやしいところがないか、調べます。

ＧＭ：「こら少年。どーゆー意味よ」

エイジ：い、いや……。

ＧＭ：彼女は、瞳を閉じて祈りを捧げるように……神官らしい、落ち着いた微笑を浮かべて言った。「昔から言うでしょう？　汝の敵を愛せ。汝、人を疑うたがってかかれ」（一同大爆笑）（←素で言いまちがえた）

シグ：疑ってかかってどーするっ!?


ＧＭ：「あ、あう……？」あ、人を疑うことなかれ、だ（笑）。

アム：あ、あやしいっ!!　この女、ぜったいにあやしいっ!?

エイジ：……いざとなったら、契約書自体を食っちゃおう（笑）。じゃ、サインを書きます。

ＧＭ：では、シルヴァはサッと契約書を取り上げて言った。「んふふー、これで契約成立ね。じゃ、ちゃんとお話しとこうかしら？」

エイジ：って、サイン入れる前に全部話せよっ!?


シグ：いや、その三賢者の居場所を調べてくれるって話だろ？

ＧＭ：「お話ってのは、それ。実はね―――私もその情報にアクセスできないのよ」

一同：…………。

シグ：じゃあ、どうすればいいんだ。

ＧＭ：「ああ、もちろんコネはあるから、用意するもんさえ用意してくれれば、情報は入手できるわよ？」

シグ：……。なにが必要なんだ。

ＧＭ：「遠回しに言うと…………金？」（一同大爆笑）

シグ：……いや、ちょっと待て。それは……詐さ欺ぎってやつじゃないのか？　金を払って依頼しておいて、金を回収という……。

ＧＭ：「いやいや、そういうわけじゃないけど」

ＧＭ：「神殿の資料室に忍び込んで、隠いん蔽ぺい工作をするのに五〇〇Ｇは必要なの」

シグ：盗みにはいるのかよ！

ＧＭ：「警備兵を抱き込ん……ああ、いやいや。…………誠意ある説得？」（笑）

シグ：やっぱり、俺はこいつにだまされているような気がする（笑）

ＧＭ：「あとは、カナンの街で裏情報を集めるという方法もあるわね。シーフギルドあたりに捜査をたのめば……たぶん。ただそれでも二五〇Ｇくらいはかかると思うし、時間もよぶんに必要になるわね」

エイジ：う、でも四十八時間しかないし……。

ＧＭ：つまり今回は、そーゆーシナリオだ。有限のお金と時間を、いかにうまく使うか。ヘタうつと、いろいろ足りなくなるぞ（笑）。

シグ：シルヴァ、お前……冷たくないか？　そこはもちっとサービスを……。

ＧＭ：「いや、ぶっちゃけて言うけどさ。このウェルチって子、神殿としては殺してしまう方が私たちにとって、てっとり早いし。そうでしょう、シグ？」

シグ：な、なんでこっちに振るんだ。んー……シルヴァに言い返そう。お前さ、そのやたら割り切った考えとか、金とか……そーゆーことしか頭にないのか？

ＧＭ：「ないわよ。あたしに戦闘で《プロテクション》とか撃てってゆーなら、一回五〇Ｇは払ってもらいたいくらいね」（一同爆笑）

シグ：あのなっ!?（笑）仲間を助けるために無償で努力するのは当たり前のことだろ!?

ＧＭ：〝ぴろりろりんっ！〟いま、シナリオのフラグが１コ立ちました（一同爆笑）。

シグ：なんだそれはっ!?

ＧＭ：いや、実は今回、シナリオのあちこちにフラグがありまして。キミらがとった行動や、ＮＰＣへの反応の仕方でイベントが発生したりしなかったりします（笑）。で、シルヴァは言う。「で、でも合理的に考えてお金はかかるし、割り切ってなにが悪いのよ」

フェルシア：……とりあえず。四十八時間しかないし、ここは五〇〇Ｇで行きましょう。

シグ：しかたがない……（金貨を差し出すジェスチャー）。

ＧＭ：（すぱっと受け取って）「……おっけー。まあ、まかしておきなさい」

シグ：（ハンドアウトを見ながら）……〝妙にウマがあった〟……か（一同大爆笑）。

ＧＭ：「じゃ、二時間以内になんとかしましょ。……協力してもらうわよ？」彼女はにやりと笑った。

一同：にやりっ!?

シグ：じゃあ、その態度に俺は……




　シグは苦笑いをしながら、眉まゆをひそめた。











MIDDLE PHASE









◆Middle 01◆侵入


―――残り四十八時間






　古びた本の独どく特とくな臭いが充じゆう満まんする、灯あかりの消えた書庫で。

「ああっ……神様っ、お許しください!?」




　シルヴァが、そうつぶやいた。




ＧＭ：では、ここからミドルフェイズに入りまーす。最初のシーン……登場はシルヴァとシグ。場所は神殿の倉庫だ。他に登場希望者がいれば、どうぞ。

フェルシア：……登場しまーす。

ＧＭ：―――では、あらためて。場所は深夜の書庫。くだんのファイルを保管している場所だ。部屋の灯りを消したまま、シグの目の前でランタンの光をたよりに、書棚をあさっている。

シグ：…………。

ＧＭ：シルヴァは一枚のファイルを見つけ出し、言った。「（ささやくような口調で）……あったわ、これよ」

シグ：……………………。なにをやっている。

ＧＭ：「情報収集を依頼したのは、あなただったと記憶しているけど？」

シグ：いろいろ納得いかんが……とにかくそれ、なんだな。

ＧＭ：「ええ、まちがいないわ」彼女は、ほくそ笑んだ。

シグ：ほくそ笑むっ!?

フェルシア：悪人になってる（笑）。

アム：菊池さん……（笑）。

ＧＭ：じ、じゃあ……にやりと笑った（一同大爆笑）。

一同：かわんねええええぇえええっ!?（笑）

ＧＭ：では彼女は、「あー、神様こんな私を許してくださーい」と、規律を破ったことに懺ざん悔げしているよーだ。

アム：なんでそんなにおざなりなんですか!?（笑）

ＧＭ：とにかく、彼女はそのファイルを破って……。

シグ：おい、破っていいのか。

ＧＭ：む。では………………〝ガー（コピーを取るしぐさ）〟。

一同：待てぃっ!!（笑）

ＧＭ：……とまあ、冗談はおいといて。彼女は、内容を転記した紙をシグへと手渡す。

シグ：じゃあ、頭の中にしまおう。妖精に保管させる（笑）。

ＧＭ：「むしゃむしゃ」

一同：食うなよっ!?


シグ：それにしてもよ、シルヴァ。この情報の不正入手のどこに五〇〇Ｇがかかってるんだ。

ＧＭ：「あんた馬鹿ね」

ＧＭ：じゃ、ちょっとここで【幸運】判定して。難易度は10。

シグ：【幸運】!?　うー、ドゥアンは【幸運】が低いんだよなあ。

フェルシア：（ダイスを振る）……成功。

シグ：（ダイスを振る）お！　ぴったり……成功！

ＧＭ：じゃあ、〝コツーン、コツーン〟と言う足音がぴたりと止まり、ライトの光がキミたちの近くを……。

シグ：その光に照らされて、妖精の眼が〝くわっ〟と光る。

ＧＭ：「……なんだ、妖精か」（一同爆笑）警けい備び員いんは妖精を気にせず、去っていった。

……ち、ここで失敗したら、また金を使ってもらおうと思ってたのにー。

一同：な、なんで？

ＧＭ：口止め料（笑）。

エイジ：こ、この街、腐ふ敗はいしきってないか？（笑）

シグ：この事件解決したら、こんなとこすぐおさらばするでやんす（笑）。

フェルシア：とにかくとっとと事件解決して、他に移りましょう。

ＧＭ：ああ、先に言っておくけど、今回はなにかにつけてキミたちの金と時間を奪うばいにかかるのでよろしく。

一同：げー！

アム：お金と時間をいかにうまく使うか、というのが今回のポイントなわけね。

シグ：なるほどな。いざとなったらフェイトを使って、金を守るか（笑）。

ＧＭ：うい（笑）。では、このへんでシーンを切ろうか。最後にシルヴァが満足気な笑みを浮かべてこう言った。




「さ、もどりましょ？」







◆Middle 02◆作戦会議


―――残り四十六時間






　五人は一枚の地図を机の上にひろげ、顔をつきあわせて相談していた。

　ウェルチの邪悪化まで、あと四十六時間。




ＧＭ：では次のシーンを始めよう。舞台は神殿の中にある、シルヴァの執務室だ。全員登場になるよ。現在、時刻は深夜の二時。ウェルチが神殿に運びこまれてから、すでに二時間ほどが過ぎている。

エイジ：……残りは四十六時間。

フェルシア：……情報を手に入れてきた。

ＧＭ：そこには、三人の説明と今の居場所が書いてあるわけだが。とりあえず三人の説明からしておこう。資料にはこのように書かれている。




ク・バルカン

　三人の中ではもっとも年配のウィザード。齢百よわい歳を越えるらしい。

　冒険者としての彼はすでに引退済みで、今は研究者としての隠いん遁とん生活を営なむ。

　魔族や、邪悪化の解除を研究しており、その研究はほぼ完成している。

　ただし、作ったアイテムはとても高価で、量産できるレベルじゃないらしい。




ロクサール

　時間の流れについて研究しているプリースト。

　才能、人柄、経歴……そのすべてにおいて諸国の評価は高い。

　まだ三十歳手前だというのに、冒険よりも研究に身を費ついやしている。

　彼の理論を元に作り出された魔法品は数多く存在する。




モエラド

　数々の魔法品を研究・製作し、世に送り出しているセージ。

　天才的な製造技術を持つが、たいへん偏へん屈くつな人物で、守しゆ銭せん奴ど。

　莫大な資金をかけて、技術的にはすごいが、なんの役にも立たないものも数多く作り、人々から変人扱いされることもしばしば。




ＧＭ：……と、こんな感じ。彼らはいずれも魔族に対抗するためのさまざまな研究をしていたり、数多くの魔族を倒したりで……上位魔族に目をつけられ、ねらわれているらしい。

エイジ：……なるほど。

ＧＭ：「で、彼らの住んでいる場所が……これよ」（ＭＡＰを見せる）
















アム：……うわ、みんなバラバラじゃない。

エイジ：この三人のところを、ぜんぶ時間内にまわってこなきゃいけないのか。

ＧＭ：言っておくが行った先にイベントが発生して、時間がさらにかかる場合もあるぞ。

エイジ：―――なるほど。

ＧＭ：さらに、残り時間はもう四十六時間だが、この間に十時間分の睡眠時間を取ること。もし取らなかった場合、クライマックスの戦闘においてダイスが１個減少する（笑）。

シグ：ダイスにマイナス１個っ!?　しゃれになんないって（笑）。

フェルシア：すると、なんらかの方法で時間を短縮しないとだめ、か。あ……テレポートするアイテムがあったはず……（と、ルールブックを見返す）。

ベネット：ちょっと待って……あった、転送石七五〇Ｇ。

エイジ：七五〇Ｇ、かあ。使うと、その石を販売している神殿に戻れるんだよな、あれ。つまりこのカナンの神殿に戻れる？

ＧＭ：ああ、今回、転送石は売り切れです。

一同：使えない神殿だっ!!（笑）

フェルシア：（ＭＡＰを見ながら）ぐるってまわるとだいたい……四十四時間。

シグ：で、今二時間たってるから残り四十六時間―――二時間差で間にあう。途中でなにか起きたらアウトか。

ベネット：パーティを分散すればまにあわない？

フェルシア：……分散して、途中で襲撃されたら？

シグ：分散するにしても、戦力バランスを考えないとな。……お、そうだシルヴァ！　お前は出陣できるか？

ＧＭ：「できるわけないじゃない」

エイジ：ああ。ほら、彼女にはウェルチを抑えてもらわないとね。

ＧＭ：「そうそう、私がいなくなれば、邪悪化の進行を抑える人間がいなくなっちゃうじゃない。一生懸命儀ぎ式しきしているのよ。はんにゃーはんにゃー」と、彼女は紅茶をひとすすり（一同爆笑）。

シグ：お、お前……。

ＧＭ：じゃあ、そこでおずおずとトムが話しかける。「あ、あの……僕もウェルチさんの力になりたいです。連れて行ってください!!」

シグ：おお、小僧！　そういえば、お前は《プロテクション》と《ヒール》を１レベルもってたな!!　このさい回復役は多い方がいい。ぜひ、こい！

ＧＭ：「ありがとーございます！」と、トムが元気よく返事をしたところで……今回のシナリオのルールを説明しよう。

アム：ルール？

ＧＭ：うん、目的はさっきみんなが話してたとおり。この三人のところを回り、邪悪化を防ぐ方法を入手、時間内に戻ることだ。それを行う上で、以下のルールを決めておく。




　　　　＊　　　＊　　　＊




①ウェルチを神殿から連れ出すことはできない。

エイジ：……ああ、シルヴァさんが神殿で彼女にはりついてないといけないからか。

ＧＭ：そうそう。同時に、静せい謐ひつの間と呼ばれる場所から出すわけにいかないらしい。

シグ：……なるほど。神殿をかついでいくわけにもいかんからな（笑）。




②パーティメンバーにはそれぞれ通つう信しん石せきというアイテムが渡され、常に会話ができる。

シグ：おお、助かった！　これで状況を確認しながら行動できるな。

ベネット：タダで貸してくれると？　すばらしい。なにか裏はないでやんすか？

ＧＭ：「（死ぬほど大げさに）……私にっ!?　裏がっ!?」（爆笑）

シグ：…………。




③神殿から渡されたお金は全員が共有しており、どこにいても使用することができる。

アム：……つまり？

ＧＭ：神殿から渡された残り一五〇〇Ｇの現金は、持ち歩かずともいいってこと。小切手やカードで支払いするようなもんだ。




④邪悪化が完了するまでの四十六時間のうち、睡眠や休息に十時間とらねばならない。

　これができない場合、クライマックス時の戦闘で、あらゆる判定にダイス―１コ。

シグ：げ！　それは終わってるっ!!




⑤シーンごとに、ＰＣたちが相談する時間は、リアルタイムで残り時間から引かれる。

一同：なに――――――っ!?（爆笑）

エイジ：あ、あ……だからストップウォッチなんておいてあるのかっ!?（笑）

ＧＭ：うい（笑）。では、たった今からカウントしまーす（笑）。

一同：あああああああっ!!（笑）




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：……と、とりあえずこんなところ。

フェルシア：（ＭＡＰを見ながら計算して）……だめ、ふつうにやったら絶対に休息時間はとれない。

ＧＭ：先にまあ言っておこう。今回のシナリオでは、時間を調ちよう整せいするための仕掛けが、あちこちに入っている。うまくやれば時間内に睡眠を取った上で帰ってこれるはず。

シグ：とにかく時間がない!!　はやいとこ相談してとっとと出かけよう!!

ＧＭ：……うひひ（←ストップウォッチを握りしめている）。




　ここで、プレイヤーたちがわいわいと相談し始めた。




「だめだっ、全員で同時に三カ所まわったら、どう考えてもまにあわんっ!!」

「……ええ。分散しない限り、どこかでボーナスもらわないと、休息しながら全部まわるのは無理」

「パーティを三つに分ければいちばん早そうだけどー……前衛をはれるのがエイジとシグだけ。どれかのパーティが後衛だけになっちゃうね」

「あっしがナイフを買って、前衛もできるようにしておくでやんすか……（爆笑）」

「その前にお前は防具を買え、防具っ!!」

「んー……で、連絡を取り合って移動するのが一番いい気がする。とりあえずク・バルカンに行く組を作って、こっちに行っている間に（残りは）休んでもらって……あ。まとめて十時間休みを取る必要はないんですよね？」

「合計十時間でいいよ」

「うん、それならいけるはず。そうすれば、ここで半分は八時間休めるはず。で、ク・バルカンに行った組が戻ってくる瞬間に、残りはロクサールかモエラドの方に行けば……」




　……ややあって、行動方針は決まった。




シグ：じゃあ、おさらいするぞ。まず最初に、ク・バルカンのところに向かう組が出発する。メンバーは前衛ができるエイジ、コネを持っているフェルシア……それと、そのままロクサールのとこを回ることを想定して、アムも同行だ。

アム：おっけー。

シグ：で、その間に俺とベネット、トムはカナンの街で待たい機きして休きゆう息そくを八時間とる。エイジたちから連絡が入ったらモエラド方面に出発だ。

ＧＭ：だいたい決まったかな？　今の打ち合わせで……（ストップウォッチを見ながら）……十五分が経過。スタート時間が〇時だったとして……現在二時間十五分がたっている。残り―――四十五時間四十五分。

アム：うわ、なんかシビア。

シグ：おし……とっとと出発しようっ!!







◆Middle 03◆水の鍵


―――残り四十五時間四十五分






　少女は瞳を閉じて、眠りについていた。

　エイジは、そんな彼女の寝顔を見て……決意した。




ＧＭ：では、エイジたちが出発して……の前に。

エイジ：ん？

ＧＭ：出かける間際、シルヴァがエイジに声をかけた。「エイジくん……最後にウェルチさんに伝えることは？」（一同爆笑）

エイジ：最後じゃな―――いっ!?（一同爆笑）殺したいんですか、あなたわっ!?（笑）

フェルシア：……もう、エイジがいなくなったら、ウェルチをサクッと（笑）。

アム：……あやしい（笑）。

ＧＭ：「あ、いや。でかけるんなら彼女に挨あい拶さつくらいしたらどうかな、と」

エイジ：言われんでも！（笑）アム……ちょっと待っててくれ、と、ウェルチの元へ行きます。

ＧＭ：キミは、神殿の一角にある静謐の間へとやってくる。そこに置かれたベッドの上で、ウェルチは今、眠りについていた。神殿に運び込まれた時の大騒ぎはどこへやら。今は容態が安定しているようだが、ウェルチの寝顔はとても穏やかなものとはいえない。

エイジ：……ウェルチ、少しだけ待っててくれ、と声をかけます。で、彼女の心が穏やかになることを念じて手を握ります。

ＧＭ：―――と、その時だ。ふいに、エイジの懐……首から下げられた〝水の鍵〟が淡く、青い光をたたえ始める。

エイジ：お？

ＧＭ：光がウェルチを照らすと―――苦しそうだった彼女の表情が、しだいに穏やかになっていく。

エイジ：なんだ？　これに心を安定させる効果でもあるのか？

ＧＭ：「―――エイジさん」ふいに、ウェルチがつぶやく。

エイジ：では、優しげに微笑んで……ウェルチは、僕は―――。

ＧＭ：（セリフを遮さえぎって）「……ちょっとあんたっ!?」

エイジ：うわっ、なんですかっ!?（笑）

ＧＭ：シルヴァは目をみはって、言う。「あ、あんた……なにを持ってるのよ。怒らないから見せてごらんっ!?」（一同爆笑）

エイジ：えっと、いや、落ち着いてください！　懐から水の鍵を取り出そう。

ＧＭ：「あんたこれ……」

エイジ：ちょ、ちょっと待ってろ！（爆笑）今、ウェルチに語りかけてるトコなんだからさっ!!　まだ彼女に別れの挨拶…………じゃないっ、「行ってきます」を言い終わってないんだから！

ＧＭ：「……わ、わかった。もう少し待つ」じー。

エイジ：な、なんか落ち着かないな……（笑）え、えっと……キミはかならず助けるかな―――兄として。……でも、なんかすげえ不安だよ（笑）。

シグ：不安の元は主にこいつシルヴアだがな（笑）。すまんなあ、あんなヤツと友人で（一同爆笑）。

ＧＭ：シルヴァは待ちわびたように、エイジに早口で話しかける。「で、それなんだけど……まさか〝大精霊の鍵〟……？」

エイジ：じゃあ、みんなのところに戻りながら、僕はザルのような男なので（笑）、みんな話します。父親がガイアであるところから。

ＧＭ：「なるほど。あなたが噂の……―――ね、その鍵、貸してくれない？」（一同爆笑）

エイジ：なにを企たくらんでいるっ!?（笑）

ＧＭ：「いえ、その鍵の魔力を使えば、邪悪化を制御して、多少進行を遅らせることができるかも知れないわ。彼女と一緒に置いておけば……フフフ」（一同爆笑）

エイジ：なんでそこで笑うんだっ!?　悪人か、あんたわっ!!

ＧＭ：え？　いや、希望を見いだしたことに対する喜びを表した笑みのつもりで……。

一同：どこがだっ!?

エイジ：で、これを貸せば、なにが……。

ＧＭ：「それを貸してもらえれば、具体的には１Ｄ６時間、私が時間を稼いでみせる」

ベネット：具体的だ！（笑）

シグ：具体的な分、悪人に聞こえない（笑）。

ベネット：まともに見えてきたでやんす!?（笑）

フェルシア：……でも１Ｄ６の部分に悪意を感じられる（笑）。

ＧＭ：ではここで。もうひとつ今回のシナリオの追加ルールを発表しよう。




⑤エイジの持つ〝水精の鍵〟は、ウェルチに身につけさせることで邪悪化を１Ｄ６時間、遅らせることができる。




エイジ：神殿においていけば……か（笑）。１Ｄ６はすぐ振ればいいの？

ＧＭ：ああ、この１Ｄ６は、ウェルチが邪悪化するまで、どのタイミングで振ってもいい。

シグ：ダイスを振るってことは……フェイトを使えるのが大きいな。まあ、これにフェイトをつぎ込んで、戦闘で使えなくなるのは困るが（笑）。

フェルシア：……鍵を神殿に残すのには不安を感じる。

シグ：たしかに。シルヴァがもしボスキャラだったら……。

エイジ：騙だまされると思っているのか！（笑）

ＧＭ：「今、気がついたけど……あんたら、アタシを疑ってる!?」（一同爆笑）

シグ：……今までの言動を思い出してみろ？　あやしいだろ？（笑）

ＧＭ：「んー……ケレン味たっぷりの、気っぷのいいお姉さんって感じ？」

アム：……け、ケレン味？

エイジ：五分だけ時間をください。査さ問もん会を開きましょう（笑）。

ベネット：シルヴァさん。なぜここに呼ばれたのか、分かっていますか？（爆笑）




　と、ここでシルヴァが善人か悪人かを裁定する査問会が始まる。

　ついでに彼女が善人である場合、そうでない場合の行動指針決定会議にもつれこみ……。

　ややあって。




エイジ：……よし、とりあえず彼女は無罪。

ＧＭ：「無罪ってなにっ!?」

フェルシア：……執しつ行こう猶ゆう予よは三年。

一同：それじゃ有罪じゃん!?（爆笑）

シグ：まあ、そうだな。カナンの街に味方の居残り組がいるのは、ある意味うれしい。カナンの街で何か起きてもカバーできる……可能性はある。

エイジ：た、たぶん信頼できる……できるはず。

シグ：少年、お前の言いたいことはよくわかる。とてもよくわかる！　俺でもあいつは……（自分のハンドアウトを見て）ウマがあった友人の俺でもあれは……！（笑）

ＧＭ：なんかシルヴァが変なキャラクターになってきた（笑）。気っぷのいいお姉さんのつもりだったんだけどな、始めは（一同爆笑）。

エイジ：……まあいいや。ここは決断の時だ。邪悪化阻止の可能性を提示されたら鍵を渡さないわけにはいかん……と、思う。

ＧＭ：「そうそう」

エイジ：だからあんたがなんかしゃべるたびに信頼できなくなるんだよっ!?（笑）

シグ：（素の口調で）……菊池さんはすごいなあ。善意で出したＮＰＣがこんなに疑われるなんて（笑）。

フェルシア：日頃の行いですから。人徳人徳（笑）。

ＧＭ：……。

エイジ：まあ、というわけで、そろそろ出発しまーす！

シグ：心おきなく行ってこい。

ＧＭ：おっけ。ではここでシーンを閉じよう。今の査問会他で、（ストップウォッチを見ながら）……十分ほどかかったので残り四十五時間三十五分……（爆笑）。

ベネット：おおうっ!?　くそう、罠だ、罠だ―――っ！（笑）

ＧＭ：だからあの手この手で時間を使わせると宣言しただろーが（笑）。でも、このシーンがなかったら……というか、エイジがウェルチのとこに行かなかったら〝水精の鍵〟による時間延長の方法は手に入らなかったよ。

エイジ：な、なるほど。







◆Middle 04◆偉大なる魔術師


―――残り三十七時間三十五分






　かつて、偉大なる魔術師がいた。

　その炎は魔を焼き払い、その風は空を絶たち斬り―――。

　その老魔術師の名は……。




ＧＭ：では、新しいシーンを始めよう。シーンの舞台は、森の中にある、ク・バルカンの住む小屋の前からだ。

アム：……では、八時間かけて、ク・バルカンの元へ移動した、と。道中は特になにもなし？

ＧＭ：うん、なし。……キミたちは森の中の道を抜け、木を伐ばつ採さいして作った広場……そこに建てられた小屋までたどり着いていた。

フェルシア：……森の中とはいえ、なぜこの場所がばれないんだろう？　と不思議に思う。

ＧＭ：森に入る時に見たんだけど、「迷いの森」って看板がありまして（笑）。迷路の中を、盗み出した情報に書いてあった手順で移動したんだ。

アム：おお！　なかったら大変だったんだ（笑）。

エイジ：よし、とりあえずシグさんたちに連絡しよう。ク・バルカン家に着いた、って。

シグ：（ひそひそ声で）……ＯＫ。とりあえず、あの女シルヴアはまだなにもしていない（爆笑）（←疑っている）。

フェルシア：じゃあ、いこうか。というわけで、ドアを開けま……。

ＧＭ：〝ギィイイイ……〟ノックする前に、木のきしむ音と共に、ドアは自動的に開く。奥から、いかにも魔法使い……といういでたちの老人が現われ、言った。「だあれじゃあ……」

フェルシア：お久しぶりね、バルカン。

ＧＭ：「（死ぬほどスローリィな口調で）……だあ～れじゃったか～の～お……？」（笑）

フェルシア：……杖で殴っていいですか？（一同爆笑）

ＧＭ：「ま、待て、話し合う余地は、あ～る……」（爆笑）

シグ：怯えてんじゃねえか、いきなしっ!?（笑）

フェルシア：馬鹿言ってんじゃないの―――わたしが、わからない？

ＧＭ：「おお～……！　お前は……ほら、アレだ、なんだ……えー……」（爆笑）

フェルシア：殴る。

ＧＭ：「昔のお前はそんなせっかちじゃあ、なかったあ」

フェルシア：……ちょっと今回、時間がないので（笑）。

ＧＭ：「ほお」

フェルシア：というわけで、話を進めますが。まあ、かくかくしかじか、時間を省略するために〝＊〟を三つで……（笑）。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：「ああ、なんじゃ～つまりぃ、お前さんの知り合いの娘が邪悪化してぇ、それを助けるためにってえ……話じゃなあ」

フェルシア：そういうことよ。

ＧＭ：「で、私にどうしろっちゅうんじゃあ……？」

エイジ：……なんとかしてほしい。

フェルシア：……魔族を研究をしていたという話を聞いていたから。その研究の成果を、貸してほしいの。

ＧＭ：「ああ。たしかにアレなら邪悪化も解除できようのう……が、高価な品でなあ……」

フェルシア：……ツケで。

ＧＭ：…………。「……お前は昔からそういうヤツじゃったあ……まあ、待っておれ」

シグ：フェルシア、すげえ！　強引に納得させた!!

ＧＭ：「まあ、いいじゃろぉ……。素材やなんかは今ここにそろっておる……。じゃが今から調整をするんで、お前にも手伝ってもらうぞぉ？」

フェルシア：それはかまわないけど……どのくらい時間がかかるの？

ＧＭ：「たいしたことはない」

フェルシア：……いや、たいしたことじゃなくて。具体的にどのくらい時間がかかるのか、教えてほしい。

ＧＭ：「……まあ、あせりなさんな」と言って、奥に引っ込んで。――ややあって、台座に乗せられた水晶体すいしようを大事そうに持ってくる。（手を震ふるわせて）「こ、こ、こ、これじゃあ……」（爆笑）

シグ：手ぇ震えてる、震えてるっ!!（笑）

フェルシア：……で？　これを使えるようにするまでには、どのくらいの時間が？

ＧＭ：「そうじゃのう、お前さんの力を持ってすれば……」

フェルシア：うん。

ＧＭ：「……」

フェルシア：……。

ＧＭ：「…………」

フェルシア：……？

ＧＭ：「……ぐ――」（一同大爆笑）

エイジ：寝てんなよっ、じいさああああああああんっ!?（一同大爆笑）

アム：時間ないのよ時間がああああああああああっ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：「んご。…………お？　お、おお……寝てませんじょ？」

一同：………………。

フェルシア：……で？　時間は？（←なんかものすごい笑顔）

ＧＭ：「……ああ、そうさのう―――んー……」




　老魔術師ク・バルカンは虚空を見つめながら、言った。




「―――……四十時間くらい？」




　　　　＊　　　＊　　　＊




一同：待てこらじいさああああああああああああああああああんっ!?（大爆笑）

アム：す、すごい時間じゃないっ!?（笑）その時点でオーバーしてる！（笑）

フェルシア：……他のふたりの賢者のところに、時間を稼ぐ手段がある、ということ？

シグ：そこでエイジに連絡入れよう。……緊急会議招しよう集しゆう―――っ!?（笑）

ＧＭ：うひひ、ではストップウォッチスタート♪




　再び会議は始まった。

　予想外の時間がかかることを知った一行は、ここであーでもないこーでもないと、わいわい相談し始める。

　だが。時間を稼ぐ方法が不明である今現在、相談すること自体、無駄だと気づいた一行は……それでも最善の手をうっておこうという結論になった。




エイジ：……と、そんなとこかな。打ち合わせ終了！　ストップウォッチ止めっ！（笑）

ＧＭ：うひひ（笑）。

シグ：……おさらいしよう。まず、この段階でフェルシアはそのアイテムにエネルギーチャージの儀式を始めてもらう。で、俺とベネットは、モエラドの方にすぐ向かう、と。

エイジ：あれ？　トムはどーすんだっけ？（笑）

シグ：びみょー。ぶっちゃけた話、どっちでもいい……（爆笑）。

ベネット：どっちでもいいよりは、どうでもいいでやんすな（笑）。

シグ：まあ、行きたいって言ってたし、連れて行くか。

ＧＭ：ひ、ひどい……（笑）。……あ、ちなみにトムにもフラグがあって、彼の位置によってイベントが発生したりしなかったりするのでご注意（笑）。

シグ：イベントがあるのか……。実は、カナンに仲間がいなくなるのはイヤだなあ、とちょっと思ってて……トムをやっぱ残そうとか思ってたとこだ。

フェルシア：……ほら、シルヴァいるし。

シグ：……あいつはなあ（爆笑）。

フェルシア：……どうせカナンにトムが残っていても、役に立たない。

シグ：……だな。まあ、これでカナンの街でなにかあっても、それはしょうがない！　誰かひとりを残せなかった時点で終わってる！　じゃ、打ち合わせどおり移動を開……。

フェルシア：……あ、ちょっと待って。ク・バルカン組の中から、ロクサールのところにひとりかふたり向かわせる、という方法もある。

シグ：……ああ、なるほど。そりゃそうだ。

アム：んー……すると、ロクサールさんに面識のあるあたしがいくのがいい？

エイジ：いや、僕もいく。アムひとりで行かせて、敵が出てきたら……。

アム：ををっ！　あたしのこと、心配してくれると！

エイジ：え？　ああ、もちろん心配もするけど……そこで時間をロスしたら、ウェルチを助けられないし……。

アム：………………。

シグ：じゃあ、悪いがふたりにはロクサールの元にいったあとに、休きゆう憩けいを入れてもらおう。まあ、俺らがモエラドと接触するのも同時だから、そこの状況しだいだが。

ＧＭ：……って、打ち合わせ終了してねーぞ（笑）（と、ストップウォッチに手をかける）。

エイジ：はいはいはい！　終了！　ここでホントに終了っ!!（笑）

ＧＭ：……はい、それでも十分経過……っと♪
















◆Middle 05◆砂の嵐に隠されて


―――残り二十七時間二十五分






　見渡すかぎりの、砂。

　不自然と言えるほど、唐突に現われた砂漠に……一行は立ちつくしていた。

　視界の真正面には、巨大な砂嵐が行く手をふさいでいた。




ＧＭ：では、次のシーンを始めよう。基本的に、誰かが賢者の家についた順番でシーンを作るんだけど……。

エイジ：僕らがロクサールさんとこに着くのと、シグさんたちがモエラドさんの家に着くのは、同じタイミングだね。十時間ずつだし。

ＧＭ：うん。まあ、さっきのシーンでエイジたちは登場しているので、ここはシグたちの方に場面を移すね。

一同：ほーい。

ＧＭ：では……シーンに登場するのは、シグ、ベネット。そして、トム。今、キミたちの目の前には広大な砂漠が広がっていた。正面にはいくつもの砂嵐が渦を巻き……。

シグ：お、おかしい！　たかだか十時間歩いただけで、なんでこんなコトになってんだ？

ＧＭ：「きっと魔法の力ですよ」トムが笑顔であっけらかんと言った。

シグ：…………。とりあえずこの小僧を黙らせておこう。妖精を口に詰めて。

ＧＭ：ところで妖精三姉妹は強烈な日差しにあてられて、ひからびている。「み、水……」（一同大爆笑）

シグ：お前も水の妖精のはしくれなら水くらい自力でひねり出さんかいっ!?（笑）

ベネット：まあ、あとで水につければきっと元に戻るでやんす。

シグ：ふえるワカメか俺の妖精わっ!?（一同爆笑）

ベネット：……で、そのモエラドさんの家はどこでやんすか？

ＧＭ：地図によれば、このへんであることにまちがいない。そこで、トムがポツリと言った。「―――シグさん、あそこに立ってる砂すな嵐あらし……ですね」

シグ：なにが。

ＧＭ：「モエラドさんのおうち」

シグ：…………トォム。どこの世界に砂嵐の中に住む人間がいるというのだ？（笑顔）

ＧＭ：「……感じませんか？　魔力の高まりを―――」と言うが早いか。〝ドバゥザザザザア……!?〟全高三十メートルはあろうかという砂嵐が真ん中からふたつに割れていく。吹き散らされた砂が、キミたちの頭にもパラパラパラっ、と降り注ぐ。

シグ：…………。

ＧＭ：吹き散らされた嵐のあとに……強固な石造りの建造物が姿を現わした。

シグ：………………。

ベネット：ああ、あれでやんすね。

シグ：なあ、ベネット。

ベネット：うい？

シグ：俺……帰っていいか？（一同爆笑）

一同：帰ってどーするっ!?


シグ：んじゃ……ひょい……きゅっ、と。

ＧＭ：……はい？

シグ：前回のアレがあるので、今度は、このひからびた妖精をヒモで縛しばって……投げる（一同爆笑）。―――どりゃああっ!!（←投げたらしい）

ＧＭ：……〝さくっ〟。―――妖精が、砂に刺さった。終わり。

一同：……。

シグ：（ニヒルな口調で）危険は、ないようだな。

ベネット：ないでしょうな。

シグ：では、ぐいっとヒモをひっぱり妖精を戻そう。ぐいっ！

ＧＭ：〝すぽ―――ん！〟砂から引っこ抜かれた妖精（ひからびている）が、大空に舞い上がった……その時。〝……チュボ―――んっ!?〟豪快な爆発音と共にモエラドの家の壁の一角がくずれ、もうもうと煙が吹き出した。

一同：…………。

ＧＭ：……ぽと。シグの足元に落ちた妖精は、貴重な情報を報告する。「な、中で……ひ、人の、ひ、悲鳴が聞こえたです……ぱた」

一同：や、やべ――――――っ!?（爆笑）




　叫び、シグを先頭に三人は熱砂の上を駆け出していった。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：キミたちは、その建造物に飛び込んでいく。そこは、遠くから見た時の印象以上に広い。長い廊ろう下かを駆け抜け―――キミたちは、開いてるドアがあるのに気づく。煙は、そこからもうもうとはき出されていた。

ベネット：そこに飛び込むでやんす！

ＧＭ：うい、するとそこはなんか研究室……いや、マジックアイテムを作るための工房のような場所だ。もうもうと渦うず巻まく煙の中、誰かがそこに倒れている。ベネットは、その人物に見覚えがあるぞ。

ベネット：モエラドさんっ!?　ひ―――っ、死んでる―――っ!?


ＧＭ：死んでねえっ!?（笑）「うう、やられ……た……わたしの大事なアイテムたちが……燃えてしまう～……」

ベネット：いったい誰が……？

ＧＭ：灯りが消えた、その薄うすい闇の中―――ベネットの背後で、紅い光がギーンと光った（一同大爆笑）。

ベネット：あっしははそれに気づかずですねえ……「おっちゃん、しっかり」（爆笑）

シグ：気づけぇええええええ！（笑）俺がこの辺でなにがあった～、と走ってこよう!!

ＧＭ：一方、ベネット。……モエラドをのぞき込むように、背後……キミの肩かた越ごしにひとつの顔が。

ベネット：じゃあ、振り向きもせずにその人に向かって……大変なんです！　このモエラドという人が怪我をしているんです！　傷を治す薬とかありませんか!?（笑）

ＧＭ：その男は言った。「もう、助かりませんなあ」

ベネット：そ、そんなあっ!?　なんとかならないんですか？

ＧＭ：「ついでにお前も助からん」

ベネット：……え!?　〝ば―――んっ!?〟（←効果音らしい）　……う、うわ―――っ!?（一同爆笑）

シグ：なに勝手にピンチにおちいってるんだああああああっ!?（笑）その出来がアレなアドベンチャーゲームのバッドエンドみたいなのはどうなのよ、お前っ!?（笑）

ベネット：で、どんな男でしょう。モエラドさんの助手という可能性もあ……。

ＧＭ：その男は、牛のカタチをした頭にコウモリの翼。手にハンドグレネードを持っ……。

シグ：ハゲンティかああああああっ!?

ベネット：なんでこんなとこでシナリオのボスが出るでや―――んすっ!?

ＧＭ：「……おやおや、妙なところで会ったものだな？　言ったはずだよ？　次に会ったら確実に殺すって？」

シグ＆ベネット：言ってねえええええっ!?（笑）

ベネット：じゃあ、そのセリフと共にあっしは謎の力に吹っ飛ばされて壁にめり込みます。……ぐがあっ!!（笑）

ＧＭ：「ほう……この一撃で死なないとは……」

シグ：こ、ここで戦闘かっ!?　戦闘なのかっ!?

ベネット：では、戦と……あっしだけエンゲージしてる―――っ!?（笑）

一同：またかよっ!!（笑）




　お手元にドラゴンマガジン誌二〇〇四年一〇月号をお持ちの方は、そこに掲載されているリプレイを読んでいただきたい。




ＧＭ：……あ、しまった（笑）。ベネットはたった今、こいつに吹き飛ばされてるよ。エンゲージはしてない（笑）。

ベネット：ふ……ふふふっ、計算済みでやんすっ!?

シグ：ウソつけっ！（笑）

ＧＭ：では、戦闘を始めようっ!!







◆Middle 06◆ＶＳハゲンティ




　戦いは、とーとつに始まった!!

　３レベルの冒険者シグ、ベネットに対するは、６レベルの魔族ハゲンティ!!

　一見、そうバランスは悪くないように見えるが……シグは防御能力は高いものの攻撃力はお寒さむいかぎり。ベネットは、攻撃力こそあるものの……防具はなしで一発当たれば消し飛びかねない紙の装そう甲こう。

　しょっぱなから、戦いは大ピンチの予感だった。




[image: ]




シグ：ということでギルドスキルの使用許可をくださいギルドマスタ―――っ!!（笑）《陣形》！《陣形》を!!

ＧＭ：いきなし!?

フェルシア：……あれは１セッションで三回使えるから。

エイジ：とりあえず、ギルドスキルの使用は承認！

ＧＭ：ハゲンティは、倒れているモエラドの身体をゴンとひと蹴り。「……私の目的のひとつは、果たしつつある。お前たちもついでにひねり潰してやろう。まずは犬……お前からだ」

ベネット：（不敵な笑みを浮かべて）ふっふっふ……あっしをそこらのイヌッコロと一緒にしないでもらいやしょうか。こうみえてもあっしは、あっしは……っ…………記憶がないんでよくわかりません（一同大爆笑）。

シグ：ぐ、ぐでぐでだなぁ……。

ＧＭ：「記憶がなくてもいいように、お前を冥めい土どに送ってやろうじゃないか」

ベネット：メイドになる趣味はないでやんす！

エイジ：会話しろよオマエらっ!?（笑）

ＧＭ：「まあ、ここで死ぬならそれもよし。好きにしろ」

ベネット：ここで血を流すのは貴き様さまでやんす―――っ!!

シグ：……と、ここでセットアッププロセス！　ギルドスキル《陣形》を使用!!　ベネット、とっととうしろに退がれや！

ベネット：Oh! Yeah―――っ！（笑）ハゲンティ覚悟―――っ!!　と言って、スキルの効果でうしろに向かって前進っ！（一同爆笑）というわけで、あっしとシグの位置が入れ代わります。……便利だ、このスキル（笑）。

ＧＭ：では、イニシアチブプロセス!!　ハゲンティの行動値は14っ!!

一同：はやっ!!

ＧＭ：ハゲンティは、ハンドグレネードをかまえ―――「聞く耳もたないなら、それでもいい。手は抜かんぞ。はじめから全力でいかせてもらう」。《ハンドグレネード》で攻撃！　ベネットへ！

ベネット：いきなりこっちきたっ!!　防御０のあっしにっ!?　殺意まんまん―――っ!!　とゆーか、ハゲンティ！　なんでトムを攻撃するって選択肢を考えないでやんすかっ!?

ＧＭ：ハゲンティは一瞬、トムを一瞥べつし……「ふん、この小僧を倒す理由は、私にはない」

ベネット：トム！　馬鹿にされたでやんす！　怒れ！　怒れ！

シグ：挑発すんなよっ！（笑）

ＧＭ：とにかくベネットを攻撃！　薄暗い部屋の中……ハゲンティの手元で何かが光った。どん、シュドン……っ、と煙を曳ひいて一発のグレネード弾が……ひゅうるるるるる……10＋３Ｄだから……（ダイスを振って）……21。

ベネット：（明るい声で）たーまやぁ！　……どかんっ!?　ぎゃあ!?（←命中した）

アム：避けなさいよ、まずっ!?

ベネット：正直避けられねえでやんす。（ダイスを振る）ほら、失敗。ずゅどーん！（笑）

ＧＭ：じゃ、ダメージは７Ｄ！（ダイスを振って）……30点ちょっきり!!

ベネット：30点、通ります（一同大爆笑）。

シグ：お前はなぁ……っ、それだからなぁ……っ！（笑）

ベネット：ぎゃ、ぎゃーっ！　おかしいっ、回避能力はあがってるのに!?（笑）

シグ：《プロテクション》！　８点止め。

ベネット：22。残り【ＨＰ】17点。次来たら死ぬ！　マジ死ぬ!!　マジピンチ！　マジピンチ！（一同大爆笑）

シグ：やかましいっ、攻撃しろっ！（笑）

ベネット：は。では、あっしの周囲を取り巻く煙の中から矢がいっぱい飛んでくる演出！　マイナーアクション《ディスアピア》、メジャーアクションで《サプライザル》!!【ＭＰ】を７点消費して……命中のダイスは４コじゃあ！（ダイスを振って）……目はいい!!　ダイス目は16だから……22！

ＧＭ：こっちの〈回避〉は７＋２Ｄだ。……どりゃっ！（ダイスを振る）うずまく煙を吹き散らして射出されたライトクロスボウの矢が、ハゲンティを捉えるっ！

ベネット：当たったらしい！　ダメージは……（ダイスを振る）…………（硬直）。

アム：ど、どうしたの？

ベネット：目が……よくない……じゅ、14。

ＧＭ：では、ハゲンティの頭にゴインと当たって、黒い血を流すんだが……ダメージ自体は大したことはない。にまあ、とハゲンティは笑みを浮かべる。

シグ：ちっ……じゃあ、マイナーで移動！　前に詰めて……殴るっ!!（ダイスを振る）

ＧＭ：４以上で回避……（ダイスを振る）……すかっ！（←回避した音らしい）

シグ：く、当たらんな……やはり！

ベネット：では次のラウンドっすね……って、あ、いやまて！　トム、《ヒール》をくれ《ヒール》!!　有効利用有効利用っ!!（一同爆笑）

ＧＭ：トムは……ガタガタガタガタガタガタガタガタガタガタガタガタガタガタガタガタガタガタガタガタガタガタガタガタガタガタガタガタ……と、震えている。

シグ：いいから《ヒール》を飛ばせええええええええええぇ！（笑）

ＧＭ：では……（ダイスを振って）８点、回復！

シグ：お、けっこー……使える？

ベネット：これでさっきぐらいのダメージなら、もう１ラウンドいける！（笑）

ＧＭ：では、戦闘はここで第二ラウンドに入る!!

ベネット：シグっ、《プロヴォック》《プロヴォック》!!（笑）こっちに攻撃きたら守ったり癒いやしたりで大変なのはあんたでやんす！（笑）

シグ：あのなっ!!（笑）まあ……ＭＰポーションあるし撃つだけ撃っとくか！　ハゲンティに判定で勝てるかわからんが！（ダイスを振る）。……えい、やー。

一同：やる気ね―――っ！（笑）

ＧＭ：（ダイスを振って）……こっちの勝ち！（笑）シグを見下しながら、ばっさばっさと翼をはためかせて、ふわりと浮き……「……オロカモノめ、挑発するならもう少しそれらしい言葉を吐はくのだな」。……〝カッ〟、と光ってベネットに《ハンドグレネード》！　ひゅるるるるる……（ダイスをにぎり……）。

ベネット：〝どんっ！〟ぎゃ――――――っ!?（一同大爆笑）

一同：だから、まだダイス振ってねえってのっ!?（大爆笑）




　戦いは、終始この展開が繰り返された。

　ハゲンティがベネットを攻撃し、シグはそれを《プロテクション》でダメージを軽減。

　シグは攻撃をはずすが、ベネットの攻撃は多少のダメージを与える。

　そして、ラウンドの最後にはトムがベネットをヒール―――。

　数字だけ見れば非常に地味な戦いだったが、回復手段を持たないハゲンティはじりじりとその【ＨＰ】を失っていき……。

　―――とうとう五ラウンド目。




ＧＭ：「ば、ばかな……こ奴らのようなザコに……この、私が!!」ハゲンティは身体中からどす黒い血を垂れ流し、肩で大きく息をしている。……く、ふたりなら倒せると思ったんだけどな……。

シグ：いや、正直なところ、トムがいなかったらベネットが死んでた。やるな、トム！

ＧＭ：「い、いやあ……」トムは照れるような……なんか複雑な表情で答える（笑）。

ベネット：ふーっ（大きなため息）。どうだ！　お前はすでにジリ貧よぉ！（笑）お前にそろそろトドメをさしてやるでやーんす！　……えーい、《ブルズアイ》！（ダイスを振る）……おおっ、目がいい！　29―――っ!!

ＧＭ：ぐはっ、20ダメージか!?




　ベネットの攻撃が、ハゲンティの心しん臓ぞうを的確に撃うち抜く。

　苦悶のうめきをあげ、この６レベルの魔族の生命力は―――。




ＧＭ：……残り【ＨＰ】は―――１っ！（一同大爆笑）

シグ：どうしてお前はそうなんだあああっ、きっちり倒せ―――っ!?（笑）ええい、あたらんと思うが、いちおー攻撃……っ!!




　文句を言いながらも放ったシグの一撃げきはクリティカルで直撃し……




シグ：……お？

ＧＭ：「く、お……ちくしょう……」




　ハゲンティは、絶命した―――。




●ドロップ品の結果

ハゲンティ：ニセ賢者の石（四〇〇Ｇ）







◆Middle 07◆必要なのはどれ？




　ハゲンティとの死闘が終わり……ベネットは、モエラドに駆け寄った。

　それは、ひさしぶりにみた、恩人の顔だった。




ベネット：お、おっちゃーん！　抱き起こすでやんす！

シグ：ＧＭ、モエラドに《ヒール》をかける!!

ＧＭ：ＯＫ。《ヒール》すると、モエラドはかろうじて息を吹き返す。さきほどまで土つち気け色だった肌に赤みがさして―――彼は、上半身をむくりと起こす。「……あぶないところだった……ハゲンティとの戦闘に君たちが負けていたら、ワシも死ぬところだわ」

ベネット：トドメをさされますからな（笑）。……おっちゃん、ひさしぶり。

ＧＭ：「おお、お前はあのときのイヌか！　懐かしいのう」

ベネット：へへ。

ＧＭ：「早くあんときの金を返してくれ」

一同：…………。

ベネット：あ、あれは善意で貸してくれたはず……ほら、渡る世間に鬼はなし、っていうか……カナンの街はこんなやつしかいないんでやんすかっ！（笑）

ＧＭ：「まあ、ええわい。……しかしわざわざこんな辺境にやってくるとは……このワシになにか用かね？　わしの世紀の大発明を超高値で買いたいとか？」（一同爆笑）

シグ：ああ、それがだな……いろいろあって……と、状況説明のためにここで「＊」を三つおきまして……（笑）。




　　　　＊　　　＊　　　＊




シグ：……と、いうわけなんだ。

ＧＭ：「ふうむ、なるほどねえ……」（一同爆笑）

シグ：ああ、わかってくれたか？

ＧＭ：「つまり、ワシのマジックアイテム自じ慢まんにつきあいにきたんだな？」（大爆笑）

ベネット：話聞いてな―――いっ！（笑）

ＧＭ：「わしのアイテムは、旅のお供に役に立つことまちがいないぞ」

ベネット：旅のお供に役立ってもしかたないんじゃ―――っ!?（笑）

ＧＭ：まあ、まて。どのように役立つかを聞いてからでも遅くはないぞ？

シグ：まあ、そのとおりだな。ひととおり見せてもら……いや、待てっ！（笑）（ドスの効いた声で）……そのアイテム出してくるのに、どれぐらい時間がかかる？（一同爆笑）。

ＧＭ：「？　た、棚たなから出すだけじゃが？」モエラドは、棚からごぞごぞと箱を取り出して……〝ふっ！（埃ほこりを吹くジェスチャー）〟

シグ＆ベネット：どんだけ古ぼけてんだそれわっ！（笑）

ＧＭ：そこには、数々の……見たこともないアイテムが詰まっていた。その内容は―――。




商品Ａ[image: ]睡すい眠みん欲よく除じよ去きよ剤ざい　　　……三〇〇Ｇ

ＧＭ：まずは〝睡眠欲除去剤〟。不思議な色合いに淡く光る液体の入ったビンだ。

シグ：……ああ、寝なくてすむのか。

ＧＭ：ただし、四十八時間しか効果がなく、それを過ぎると百二十時間眠りっぱなしになる。

ベネット：それは毒でやんすっ!!（笑）




商品Ｂ[image: ]安あん眠みんマクラ　　　　　……八〇〇Ｇ

ＧＭ：お次はなんと〝安眠マクラ〟！　一時間寝るとなんと十時間寝たのと同じ効果があるというスグレもの!!　ライターとかマンガ家には夢のマクラじゃぞ!!（一同爆笑）

ベネット：や、やべぇ！　ほしいっ！（笑）

シグ：俺、昔『ドラ●もん』でそういう話を見たことが……（笑）。




商品Ｃ[image: ]テレポ石　　　　　　……八〇〇Ｇ

シグ：テレポ石……？　転送石か？

ＧＭ：「うむ。それに近いものじゃ」

シグ：……ちがうものらしい。効果は？

ＧＭ：「よい質問じゃ。１エンゲージにいる者全員を瞬間的に他の場所に移動させるというアイテムなのじゃが……転送石とはひと味ちがう」

ベネット：というと？

ＧＭ：ロクサールかク・バルカンの所にしか行けない（一同大爆笑）。

シグ：使えね……っ……いや、待てよ。これがあると、おもいっきりショートカットできるじゃないか。……ところでこれ、石じゃなくてドアの形してたりしないか？（笑）




商品Ｄ[image: ]運命の結けつ晶しよう　　　……一〇〇〇Ｇ

ＧＭ：「……そしてとっておき！　これを見たまえ！」小さな箱を開けると、そこには七色に光り輝く結晶体がふたつ、大事そうに綿に包まれてしまわれている。「……これぞ〝運命の結晶〟！　他では見られない、お買い得な超レアアイテム!!　これが今ならたったの一〇〇〇Ｇ!!」

ベネット：どこの深夜番組でやんすっ!?　で、効果は？

ＧＭ：「なんとフェイトを１Ｄ６点回復させる!!　こりゃすごい！」

シグ：１Ｄ６か……って、そりゃほんとにすごいじゃねえかっ!?（笑）

ＧＭ：「ただし、使用上の注意がある。このアイテムによって回復したフェイトは、使用しても成長点にはならんのじゃ」（一同大爆笑）。




ＧＭ：……と、めぼしいものは以上だ。

シグ：なるほど、一見くだらなそうだが、けっこー使えそうなものがたくさんだな。

ベネット：でも、どれもこれも高いでやんす。

シグ：むう……全部買えればそれですむが……神殿から預かってる金はあと一五〇〇Ｇ。手持ちの金も五〇〇くらいあるから……。

ベネット：ふうむ、なにを買うでやんすか。

シグ：……ここでシーンを変えます（一同大爆笑）。エイジ・アム組の状況を見てからどう動くか決めよう！（笑）

ＧＭ：（裏返った声で）す、素晴らしい！（笑）た、正しい！　実に正しい！　……それではシーンを切ろう（笑）。

シグ：では、一方そのころ―――（笑）。
















◆Middle 08◆ロクサール


―――残り二十七時間二十五分






　湖こ面めんに照り返った夕日の光が、視界に広がる景け色しきをオレンジ色に染め上げる。

　湖こ畔はんに茂る木々も、

　広大な空を流れる雲も。

　ふいに吹くさわやかな風は、土と水、木々の香りを運んでくれる。




　風がエイジの前を歩く少女の短い髪を、揺らした。




ＧＭ：それでは、エイジとアムのシーンを始めよう。舞台は、とある小さな村。ロクサールの住む神殿だ。……神殿と言ってもまあ、ちいさな教会風の建物と思ってくれればいいや。

エイジ：……あ、待った！　ここで時間は少しさかのぼるっ！（一同爆笑）

ＧＭ：な、なんだよっ!?

エイジ：今のうちにやっとかないといけないコトを思いついた！　ロクサールさんの家に着くまでの道中、僕は大変なことになっています。

一同：大変なことっ!?


エイジ：僕はその道中、ずっとウェルチのことばかり考えて、焦あせるような……ずっと暗い顔をしてるんです。ウェルチ……ウェルチ……とブツブツ。

ＧＭ：ああ！　……で、アムが話しかけても上の空で反応してくれない（笑）。

アム：……そーゆー話かっ！

ＧＭ：ふいに、アムの心の中に湧き上がる闇の衝動―――（一同爆笑）。

ベネット：「なによ、ウェルチ、ウェルチって。いっそうしろから撃ってしまったら気が楽になるんじゃ……」そんな衝動がアムの心にわき起こるでやんす。

フェルシア：……そうそう。そんなコトを白い翼のやつが言い……。

エイジ：また白かいっ!?


アム：……ううっ、頭の中の人たちが大変なことをいっている!?（笑）

エイジ：と、そんなことを考えて悶もん々もんとして……ふいに、アムの雰囲気がおかしいことに気づく。アム……なんか突然、機嫌が悪くないか？

アム：とーつーぜーんー？　カナンの神殿でウェルチに語りかけてる時も、いろいろ葛藤してたんだけどねええ（←笑顔）。

シグ：葛藤というのはふたつのこころがせめぎ合いをしていることであって、決して心の天使と悪魔が相談していることではないと思うぞ。

アム：……ま、このままウェルチが魔族になってしまうのも、それはそれでイヤだしね。そこらへんで葛藤してやり場のない怒りを……エイジにぶつけてんのよ。

エイジ：はた迷惑なっ!?

アム：のんきに歩いてるエイジの顔面に石を投げつけます。

エイジ：ぬごぅっ!?　な、なんだよアムっ!?　そこまでやれとは言ってな……っ。

アム：……あ、歩き方がムカツクのよ。

ベネット：す、すげぇただの言いがかりっ!?

アム：もうむしゃくしゃして、世界中のすべてが敵に見える！

フェルシア：……たとえば、森の鳥たちがさえずっていると……。

ベネット：木を蹴っ飛ばすっ！（笑）なに幸せそうに鳴いてんだこの野郎！（笑）

ＧＭ：目の前を猫が通りすぎると。

シグ：猫はアムを見て、ふ―――っ!?　と毛を逆立て、ぱっと走って逃げていく。

エイジ：ア、アムさん……？

アム：なによっ!?

エイジ：もしかして……アムも邪悪化しかかってないですか？（一同爆笑）

アム：いっそそうなれば、ひと思いにウェルチを……。

一同：おいおいおいおいおいおいおい！（笑）

ＧＭ：バビディに魂を売ったベジータみたいなことを……。

エイジ：……とまあ、こう口ゲンカをしているうちに、そろそろロクサールさんの家につきましょう。

ＧＭ：……口げんかにすらなってないがな。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：……ロクサール。彼はアムが幼かったころ、家によく遊びにきてくれた青年だった。その家の前に今、キミたちは立っていた。

アム：あたしは、ドキドキしながら、息を吸い込んで扉をノック!!

ＧＭ：―――ややあって。〝ぎい……〟と、軋きしんだ音と共に扉が開き―――キミは自分が知っているよりも少しだけ歳をとった彼と再会する。「……お待たせいたしました」見たところ種族はエルダナーン、その年齢は二十代後半か三十代前半の男性か。

アム：（緊張したような口調で）……お、おひさしぶりですっ!!

ＧＭ：そんなアムの声に、ロクサールは一瞬けげんな顔をする。「？　ええとキミはどちら様で……」そう言いかけて。（〝ぱちん〟と指を鳴らし）「アム……アムか！　……大きくなったな、キミも！」

アム：覚えていますか？　と、顔を赤らめて言います。

エイジ：……なんで赤いんだ。

ＧＭ：「おぼえているとも！　昔からかわいいとは思っていたが……ずいぶんとチャーミングなレディになったものだね」（一同大爆笑）

エイジ：なに言ってんだお前はっ!?（笑）

アム：はー。エイジもこれくらいのコトを言ってくれればねえ……。

ＧＭ：「しかし、どうしたんだい、突然？　それに僕がここにいるって……どうしてわかったんだろう？　さあ、入りなさい……ふふふ」（一同爆笑）。

一同：ふふふ、じゃね―――っ!?（笑）

シグ：……な、なんかこの男もあやしげじゃ？

ＧＭ：どこがっ！　一生懸けん命めい、善人を演出してるじゃんっ!!　コホン。「（ざーとらしいニヒルな口調で）……さあ、かわいらしいお客さんに、お茶を入れてさしあげよう」

エイジ：と、取りつくろえば取りつくろうほどあやしげに見える（笑）。

ＧＭ：「さあ、中へ。……つもる話はいっぱいあるんだ」

エイジ：いや、ロクサールさん。つもる話はおいといてですね。

ＧＭ：「……ん？　なんだい、キミは？」

エイジ：あ、アムと同じギルドに所属するエイジっていいます。一応、ギルドマスターでして……。

ＧＭ：「……エイジ？　ああ、あのガイアのご子息か。何度か見かけたことはあるな。では、キミも入りなさい。つもる話はいっぱいあるんだ……」（一同爆笑）

一同：だから時間がないんだってばあああああああああっ!?（笑）

ＧＭ：ロクサールは、話し好きなのだ。

エイジ：というわけで、状況を説明します！　ウェルチが邪悪化しかかっていること、ク・バルカンさんに借りたアイテムは使えるようになるまで時間がかかること、、ハゲンティと戦ったこと……などなど。時間がないんだ。新たな魔族が誕生してしまう、それは絶対にゆるされてはならない!!　……そう思いませんか？　思いませんか？　対魔族の研究をしてきたあなたなら！

ＧＭ：「……たしかにその通りです。しかし、私にできることは時を操作することだけ……」

エイジ：それが大事なんだよ！　話を聞いとらんのか、あんたは！（笑）

ＧＭ：「なるほど。……では、こちらにきてください。お見せしましょう―――」

エイジ：ずかずか行きます。遠慮などせんぞ（笑）

アム：ついていきまーす。

ＧＭ：……ではそこは、ロクサールの部屋だ。部屋に入って最初に気づいたには、部屋の隅にある台座の上に……ひと抱えほどあるピラミッドの骨組みのようなものが。

一同：………………。

アム：ぴ、ぴらみっどぱわーで……？

ＧＭ：彼はそれをシリアスな顔で持ってきます。「まだ、研究段階のものなんですが……」　そう言って、彼は一輪のバラをピラミッドの中に入れ―――彼が手をかざして、魔力を注ぐと……一瞬でバラがぼろぼろに!!

一同：うおっ！（笑）

エイジ：このピラミッドの模型の中だけ、時が加速している？

ＧＭ：「そう、特定空間の中の時間を早める―――実に画期的なアイテムだ。モエラドくんが作った最高傑作といえよう。これを使えば……」

アム：ああ、この中に例の水晶体を入れればいいのかな？

ＧＭ：そうそう。

アム：あ、あの……言いだしにくいんですけど……これを貸し―――。

ＧＭ：「ふふ、貸すつもりがなければ、見せたりはしませんよ」彼は優しげな口調でそう言った。

フェルシア：……その会話のやりとりを聞いていた私は、おもむろに連絡を入れます。そのピラミッドを使えば、どれくらい時間短縮できるの？　聞いて聞いて。

エイジ：どうなんですか？

ＧＭ：「……最近使ってないからなあ。扱う人によって変わるんですが……」

シグ：う、判定が必要ってことか。

エイジ：さっきのバラのしおれ方から言うと、月単位とかじゃないの？

ＧＭ：あ、いや……さっきは演出過多だった（笑）。

一同：演出かよ！（笑）

アム：で、結局どれくらい時間が短たん縮しゆくできるものなんでしょう？

ＧＭ：うむ、すべては魔ま術じゆつ判定の結果次第。［魔術判定の達成値÷２］時間分、短縮できる。

エイジ：すべてはフェルシアさんにかかっている、ということか……。えーと……（計算して）……今、残り時間は二十七時間と二十五分。必要な時間はフェルシアさんの儀式に三十時間、それを持ってク・バルカンさんの家からカナンに帰るまでの八時間……。

シグ：合計三十八時間か。残りが二十七時間二十五分だ……十時間と三十五分足らないな。

フェルシア：……すると、十一時間ほど時間を圧縮する必要がある。そのためには、魔術判定で22を出さなければ……だめ？

シグ：これで計算、あってるよな？

ＧＭ：あってるね。

フェルシア：私の魔術判定は、８＋３Ｄだから……３Ｄ振って14を出さないと達成値22には届かない。

エイジ：うあ……きびしいっ!!

ＧＭ：……ところでみなさん、行動指針の相談に入ってますか？　うひひ（と、ストップウォッチを握りしめる）。

シグ：……あ、いや待った！（笑）これでかかる時間と、時間の圧縮法がわかった！　こっちにシーンを戻してくれー！　モエラドさんとこでなにを買えばいいか、検討する！

ＧＭ：おっけー（笑）。では一旦、シーンを切ろう！
















◆Middle 09◆知恵熱大爆発


―――残り二十七時間二十五分






　ずらり並べられた数々のマジックアイテムを前に。

　シグは、計算をしながらブツブツとつぶやいていた。




ＧＭ：では、場面が変わって再びモエラドの家だ。

シグ：では、緊急会議招集―――っ!!（笑）相談ターイムっ!!（現状を書き込んだメモをひろげて、五人が顔をつきあわせる）




　シーン８終了時のＭＡＰを見ながら読んでいただきたい。

　相談の内容は、ダイジェスト版でお送りいたします（笑）。




ＧＭ：では、ストップウォッチスタート！（笑）

フェルシア：（アイテムリストを見ながら）……テレポ石をふたつ買うと、全員一瞬で合流できるよね。これで時間かせげたりしない？

シグ：んー……とりあえず、最小限の出費でなんとかしたい！（笑）えーと、足りない時間は十一時間だから……。

ベネット：モエラドアイテムで必要なのは、テレポ石と……？

エイジ：睡眠除去剤とかは使うことになりそうだな。まだ、僕もフェルシアもアムも、まだ休息とってないのに、もはや十一時間も足らないし。

シグ：あ、そうか。……ということは……？　って、この時点で睡眠除去剤は必須なのか。それだと……。

アム：あれ？　ピラミッドは、すぐ持って帰っても、あとで持って帰っても変わらない？




（しばらく計算をする）




シグ：……あれ!?　これ、もしかして……テレポ石いらないんじゃ？

一同：え？

シグ：フェルシアがすでにク・バルカンのところで作業を始めているので、もう他の人間がテレポートしても時間短縮にはならないぞ。作業中のフェルシアのとこに早くつくか、遅めにつくか……それだけだ。

フェルシア：カナンに戻るのには使えるでしょ。

シグ：ああ、それは使えるか。八時間、浮くな。

エイジ：一応、なにか他のイベントが起きたときの保険として買うのは？

シグ：そういう意味はあるな。だが、逆に言うとそれしかない。

フェルシア：……でも、全員なるべくはやく合流した方がよくない？

シグ：……それはそうだが……テレポ石をふたつ買うと足がでる。一六〇〇かかるんで。だから、テレポ石１個買って八時間。で、睡眠除去剤を使って睡眠時間を切り、残る三時間を短縮すれば……。

ベネット：……あ、待つでやんす！　テレポ石はカナンに帰れないんじゃなかった!?

ＧＭ：うん、あれは賢者の家のいずれかにしか行けない。

シグ：あ！　そうだ！　ダメじゃん！（笑）




（計算をしなおす）




シグ：……うわ、やっぱりテレポ石は意味がない！　これはフェルシアがフェイト使って儀式に必要な時間を短縮、運命の結晶で回復するのが正解っぽい！

ＧＭ：テレポ石を買わず、〝運命の結晶〟を買う？

ベネット：それしかないのか……？

シグ：帰りまで考えると、あと十九時間しか使えない。儀式には三十時間必要だから、十一時間短縮しなきゃいけないのは変わらない。で、結局現段階から時間を縮めるにはピラミッドを使って、達成値を出してもらう以外にない。だから、フェルシアのフェイトを使って、そのあと〝運命の結晶〟（一〇〇〇Ｇ）かけてそれを回復するしかない。

一同：うーん。

シグ：だから、フェイト石一個、睡眠除去剤一個で終わりじゃないかと。

ＧＭ：フェイト石二個はいらないね？　ベネットの分は？

シグ：いや、所持金がたらん!!（笑）神殿からのお金の残りと、俺らの手持ちで一五〇〇+八〇〇＝二三〇〇！　ＭＰポーションも買っとかなきゃいけないし。

ＧＭ：ＭＰポーションは、ロクサールのところで売ってるよ。

ベネット：買っといてくださいー。あっしとシグ、四本ずつ八本とかで。

アム：了解ー。

ＧＭ：いま、三十分ほど相談したね。残り時間は二十六時間五十五分（笑）。

シグ：ＯＫ…………あ、待ったっ！　アムとエイジの休憩時間が足りない！

エイジ：え？

シグ：たぶん一時間ほど足らなくなる。正確に言うと、一時間と五分足りない（笑）。睡眠除去剤あとふたつ買わなきゃ。

アム：え？　でも一時間くらいだったら……水の鍵で短縮できるんじゃない？

シグ：あ、そっか。

アム：でも、まだイベント発生したら……そこでおしまいになるんじゃ……。

一同：うーん。




（再び相談が始まる）




シグ：……よし、睡眠除去剤を三つとフェイト石がひとつで決定だ。一〇〇〇＋三〇〇×３で、一九〇〇Ｇ。神殿からもらった金の残り一五〇〇をぜんぶ出しても、あと四〇〇Ｇ足りない。なので、俺が三〇〇、犬が一〇〇を出して解決。

ベネット：む。了解。

シグ：これで俺の所持金が０になる。

ＧＭ：妖精が頭の上で騒ぎ出す。「おなかすいたー、おなかすいたー」（一同爆笑）

シグ：すまん、金がないんだ……ちょっと待ってくれ……（笑）。

ＧＭ：「フ、雇い主のくせに、金がないとは情けない男よ」

シグ：ないものはないんだっ、しょうがないだろうっ!?　あと一日くらいだ。それまで水でも飲んで光合成でもしてろっ!!（一同爆笑）

一同：いやちょっとまて！　水の妖精は、光合成しないだろっ!!（笑）

フェルシア：だいたい、水の妖精なんだから水だけ飲んでいればいいんじゃないの？

ＧＭ：「……人は水のみで生きるにあらず」

シグ：人じゃないだろ、お前らっ!?（一同大爆笑）




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：……と、相談が終わったところで。

シグ：じゃ、あらためて、買い物をしよう。モエラドさん、睡眠除去剤を三つとフェイト石ひとつをくれ。

ＧＭ：「しめて一九〇〇Ｇ……まいどあり～……うひひ」

シグ：……な、なんかむかつくなあ（笑）。

ＧＭ：「まあ、役に立ててくれ！　この発明品の数々を！」

ベネット：こうやって金をせびるから、嫌われるんだよおっちゃん！

ＧＭ：「なにを言う！　これを作るのに、どれくらいかかっているか。大赤字じゃ」

ベネット：趣味で作ってるくせにー。

ＧＭ：「趣味じゃない、世界を救うためだ！」

ベネット：世界を救う？　おっちゃんのアイテムが？　どうやって？

ＧＭ：「（妙にさわやかに）―――それは、今からキミたちが実現してくれるさ」

シグ：だったら金取るなよっ!?（一同爆笑）

ＧＭ：「……次に世界を救う時、金がないとアイテム作れなくて困る」

ベネット：………………。

シグ：ま、まあいい。アイテム買ったし……よし。ふたりとも、行くぞ！

ＧＭ：えっと、ク・バルカンの家に最短コースで向かう……でいいんだね？

シグ：うむ、それでいいぞ………（ＭＡＰを見ながら）………って……あ？

ＧＭ：……？　どした？

シグ：（ちょっと考えて）……いや、やっぱ俺たちはこのままカナン経由で彼の家に行こう。

ＧＭ：…えっ……!?（←素でうめいた）

シグ：いやさ、よく考えてみたらク・バルカンの家に行くのには直接行っても、カナンを経由しても、二時間しかかわらん。

シグ：いや、さっきも言ったが、どっちのコースを通っても、俺たちがク・バルカンの家についた時、フェルシアはまだ儀式中だ。二時間、俺たちの到着が遅れてもなんの問題もない。……俺たちもあと二時間休めばいいんだし。

ＧＭ：トムが言った。「あ、あの……でもなにが起こるかわからないし……二時間でもはやく合流したほうがよくないですか？」

シグ：かわらんだろ。……それとも、なんかまずい？

ＧＭ：いや、かまわんけど……。

シグ：（しみじみとした口調で）それになあ、俺は魔族と言うより……（ハンドアウトを見る）（一同爆笑）。俺とウマがあっているはずのアイツが心配だよ（一同爆笑）。

ベネット：ちがう意味でね（笑）。

シグ：おお、ちがう意味でだ（笑）（←疑っている）。

ＧＭ：では、三人はカナンの街へと向かう……でいいね？

シグ＆ベネット：ういーっす。

ＧＭ：では、シーンを切ろう。最後にモエラドは、キミたちを見送り……ポツリ言った。

シグ：あ？

ＧＭ：「（渋い口調で）―――若者が行く……」

一同：なんだその締めゼリフは――――っ!?（笑）
















◆Middle 10◆白と黒


―――残り二十六時間五十五分






　時計の針は、午後九時をすこしまわったところを指し示していた。

　ロクサールの勧すすめを辞退し、ふたりは休息すらとらず、ク・バルカンの家へと戻ることを決意していた。




ＧＭ：―――では、ここで再び場面は変わって……ロクサールの神殿でのシーンに移ろう。今、エイジはロクサールからあずかったピラミッドをもって、ここを出ようとしている……そんなシーンだ。

エイジ：ではピラミッドを風ふ呂ろ敷しきに包み、背しよ負い子こで背せ負おうよ。

ＧＭ：ロクサールは、優しげに微笑みながらキミたちを見送ってくれる。「ク・バルカンにもよろしくお伝えください。それと……アム、また遊びにくるんだよ」

アム：はい！　……あ、そだ。ＭＰポーション買っておいてって、頼まれたんだ。ここで買えるんだよね？

ＧＭ：「ああ、そうか。ちょっと待ってるんだよ」ロクサールは部屋に引き返し……少ししてから青いポーションを抱えて帰ってくる。「じゃあ、僕が売ってあげるよ、アム。……半額でいいよ」

一同：なんとっ!?


アム：え？　ほんとに!?

ＧＭ：「―――ああ。がんばるんだよ」

シグ：こ、この人の人間的ななにかを、モエラドとシルヴァに飲ませたいっ!?

ベネット：この街にも……人はいたっ!!（笑）

シグ：（さわやかな笑顔で）……ああ！　初めて〝人間〟に出会った気がするなあ！

ＧＭ：……お前ら…………。

アム：ありがと、ロクさん！　またくるねっ！（エイジ見ながら皮に肉にく気げな口調で）……はー、やーっぱ大人の男の人は、余裕ってもんがちがうよねー？

エイジ：な、なんだよっ!!

アム：じゃ、行ってきま―――す！　と、意気揚よう々ようと歩き始めよう（笑）。

エイジ：い、行ってきます……。

ＧＭ：（笑）。ああ、じゃあ最後に……「エイジくん、エイジくん」と、ひそひそ声でロクサールがエイジを呼び止める。

エイジ：（少しムクれた口調で）な、なんですか。
















ＧＭ：彼は、優しい口調で言った。「……アムは、あんなはねっかえりだし、自己中心的で、傍ぼう若じやく無ぶ人じんで、暴力ふるうけど……」




「でもね、実はとても繊せん細さいな子なんだ―――。

　彼女を……よろしく頼むよ、エイジくん」




　　　　＊　　　＊　　　＊




シグ：……い、いかんっ!!　ロクサール、まともな人間だっ!?

ベネット：……し、しかもアムを素でほめてるっ!?

アム：どーゆー意味よっ!?

エイジ：負けた……男として、人間として……負けている……。

アム：まあ、ロクさんにくらべればエイジなんてまだまだ子供だねー。

エイジ：…………。じゃあ、空気の読めない子供の僕は、そこで言うよ。……これでウェルチが助けられるね！（笑）

アム：そ、そうね………………。この男は……っ!?

ベネット：（白アムになって）「おい、一発くらい殴なぐろうぜ」（黒アムに変わって）「いや、一発じゃたりねぇっ」（笑）

アム：だから心の天使と悪魔が手を組んでどーすんのよっ!?

ＧＭ：……道すがら、エイジは気づく。アムの表情に、どこか翳かげりがあることに。気分がすぐれないのか、眉をよせて……。

エイジ：疲れてるのかな（あっさり）。

アム：………………。

エイジ：ど、どうしたんだよ、アム。いきなり黙り込んで。

アム：（少し暗い雰囲気で）ねえ……。

ＧＭ：（すかさずシリアスなナレーション風に）……夜の闇の中、左手に広がる湖面に月が映し出されていた。照り返した光は、アムの少しだけ赤く染まった顔を淡い月の光の色に染めかえて―――。彼女は、どこか切なそうにエイジに……言った。

シグ：む、無理やりラブコメシーンに持っていったっ!?（大爆笑）

ベネット：す、すげえっ!?（笑）

エイジ：アム……。

アム：…………な、なに？　エイジ……。

エイジ：それにしても、このピラミッド重いんだけど……（一同大爆笑）。

一同：だいなしだ、あんたっ!?（大爆笑）

アム：蹴けり飛ば―――すっ!!
















　夜の湖面に、一本の水柱があがった。







◆Middle 11◆青き水晶


―――残り十六時間五十五分






　早朝の森の風景を、朝あさ靄ぎりが白く覆い隠していた。

　東の空……窓から射し込む陽の光が、朝の到来をフェルシアに告げる。

　彼女は、青く輝く水晶体に手をかざしたまま……ぽつり、つぶやいた。




「……ねむい」




ＧＭ：さて、ここで新しいシーンを始めよう。では、フェルシアをのぞく四人は、それぞれがアイテムを抱えたまま一いち路ろ、ク・バルカン家をめざしてるが……シグたちはカナン経由だからエイジたちより二時間遅れになるな。ここは……。

エイジ：僕たちがク・バルカン家に到着したシーンだね。

ＧＭ：うん、そこから行こうか。

アム：では、家のドアをばんっ、と開いて……フェルシアさんっ、帰ってきたよ！　これで時間に関しては問題ないはずだっ！

フェルシア：…………。

エイジ：……フェルシアさん？

フェルシア：（抑揚のない声で）……ねむい（一同爆笑）。

ＧＭ：現在、時刻は朝の六時くらい。ク・バルカンの家に到着したエイジは見た。朝日が差し込む部屋の中、目の下にクマを作ったフェルシアが、ぶつぶつつぶやきながら、ひとり儀式を続けている光景を（一同爆笑）。

フェルシア：…………遅い。

アム：ごめーん、ピラミッドパワー。

シグ：会話になってねえっ!!（笑）

アム：こっちも眠いのよ～。

フェルシア：……ところで、ク・バルカンは？

ＧＭ：「ぐー」

一同：……てつだえぇえええええええいっ!?（笑）

ＧＭ：ぷーう、ぷーう……鼻ちょうちんも出てるな。

一同：……鼻ちょうちん出すなああああぁあああっ！（笑）

フェルシア：……。では、エイジから受け取ったピラミッドの中に宝石を入れて、準備を。……これで失敗したら責任重大。

ＧＭ：ピラミッドが……ぼんやりと光を放ち始める。その準備が終わるころ―――ク・バルカンが微ほほ笑えみながら、渋い声で言った。「……フェルシアぁ……お前ならできるぅ……」、と（一同爆笑）。

フェルシア：……寝てたんじゃなかったの？

アム：寝言っ!?　ひょっとして!?（笑）

ベネット：鼻ちょうちんだしながら、「おまえならできるー」（笑）。

シグ：鼻ちょうちんで会話するな！（笑）

フェルシア：……杖つえではたく。

ＧＭ：「お、おー……起きてますじょ？」（一同爆笑）

シグ：〝じょ？〟じゃねえよ、〝じょ？〟じゃ!?　とりあえずだな、確認のためにもう一度、計算しておこう。

フェルシア：……ええと？　この段階で儀式はあと十九時間三十分残ってる。さらにカナンに帰るのに八時間で合計二十七時間三十分。でも残り時間は十六時間五十五分？

エイジ：休憩の十時間はクスリでどうにかできるから……。

フェルシア：……十一時間、このピラミッドで時間を縮めないとだめ、か。魔術判定の達成値は22いる……？　私の魔術判定が８＋３Ｄだから……。

シグ：きびしい……３Ｄ振って、14？　フェイトは使わないとダメだな。

ＧＭ：「お前ならできる―――そう言ったはずじゃあ……ワシを信じるんじゃ」と、ク・バルカンが言った。

エイジ：ま、まあ信用はしますが……。

ＧＭ：「ところで、今日の飯はまだかいのう？」（笑）

エイジ：信じられるかあああああああっ!?（笑）

フェルシア：……だまって。では、ピラミッド……使います。

ＧＭ：……では、みんなが見守る中―――フェルシアがピラミッドに手をかざした。沈黙だけが、場を満たした。……さあ、フェルシア……［魔術判定］、どうぞっ!!

フェルシア：……フェイト四点使用！　……えい！（ダイスを振る）……35っ！

シグ：うおっ!?

ＧＭ：減らしすぎだっ!?

シグ：十一時間稼げばいいところを……一気に十七時間も！

フェルシア：……つまり、あと二時間三十分で儀式が完成する。

シグ：……ＧＭ、ちょっと考えたんだが！　俺とベネットはク・バルカンのとこに行かないで、カナンでみんなが戻るのを待ってていいか？

ＧＭ：…えっ……!?（←素でうめいた）　いやそれは……。

シグ：ん？　カナンにいるか、ク・バルカンの家にいるかのちがいだけだよな？

ＧＭ：（ちょっと考えて）……う、うい。よいのではないかと。

アム：よいのではないかとピラミッドパワー。

エイジ：語尾にピラミッドパワーとつけるのはやめてくれ……アム（笑）。

アム：……眠いのよ～。

ＧＭ：（笑）。……では、みなが見守る中で、光は解放された。水晶体の色が若い青から深みのある青へ変わっていき―――……。




　それから二時間三十分後。そのアイテムは完成に至った。




エイジ：―――よし、これでまにあった！　カナンの街にもどろう!!
















◆Middle 12◆前ぜん兆ちよう


―――残り十四時間二十五分






　すべては、整った。

　あとはエイジたちが帰ってくるのを迎える―――それだけのこと。

　だが、シグはどこか言いしれぬ不安に襲われていた。




ＧＭ：では、場面は一転して……カナンにいるふたりに視点をうつそう。―――夕暮れ近く、キミたちはカナンの神殿で休息を終え……。

シグ：まあ、こっちにシーンがうつっても、あとはエイジたちが帰ってくるのを待つしかないけどな（笑）。……あ、ベネットはいくら持ってる？

ベネット：三〇〇Ｇくらい？

シグ：いちおー、ＭＰポーションを買っとこう。アムに頼んではあるが、もらう前にもしなんかあった時には必要だろう。

ベネット：そーでやんすね。では、二本ずつくらい。

ＧＭ：シルヴァが、「……ん？　何本必要なの？　言ってごらん」

シグ：お？　お前いたのか（←いきなり警けい戒かい）。いいのか？　ウェルチあつちに着いていなくても。

ＧＭ：…………。

シグ：…………。

ＧＭ：（片手を適当に向けて）はんにゃーはんにゃー（笑）。

エイジ：なんだそのおざなりなのは！（笑）

シグ：お前もあのじじいと同じか!?（笑）

ベネット：この地域の土ど壌じようがいけないんじゃないでやんすか？　みんな基本が同じになる。

アム：きっと悪い毒が出てんのよ、ここ。

ＧＭ：なんか……変な街になってきたな……。

シグ：まあ、話をポーションに戻して。……じゃ、じゃあ四本くらい用意できるか？

ＧＭ：「ええ、まかせといて」

シグ：……割り増し価格とか言わないよな？

ＧＭ：「（ざーとらしく）……そんなこと！　私とあなたの仲じゃない！」

シグ：割り引いてくれるのか？

ＧＭ：「通常価格でいいわよ？」

シグ：…………。まあ、期待はしていなかったがな。

ベネット：はやくロクサールさんにこの町を統一してもらいたい！（笑）

シグ：とりあえず買った瞬間に飲んでおこう（と、ダイスを振る）。

ベネット：ＭＰ回復ー。

シグ：しかし……今回のシナリオは金かかるなあ。

ベネット：まあ、まだ後払い金もあるし。

ＧＭ：「そうですよ、なんとかなりますよ」と、トムが。

シグ：お前いたのか。

ＧＭ：「シルヴァさんも、鬼みたいな人だけど、はんにゃじゃないから」（笑）

エイジ：わけわからんぞっ！（笑）

シグ：……とりあえず、お前も疲れてるだろうから寝とけ、な？

ベネット：ゆっくり休みたまい。

ＧＭ：トムは、そんなふたりの言葉をスルーして……静謐の間の扉を見つめ、心配そうに言う。「ウェルチさん、大丈夫ですかねぇ……」

シグ：まあ、邪悪化解除の水晶も完成したし、大丈夫だろう。

ベネット：あとは来るのを待つばかり。

ＧＭ：「ああ、うまくいったんですか！　よかった！　ウェルチさんに報告してきます！　ウェルチさーん！」と、彼は走っていく（笑）。

シグ：や、休めと言ってるのに……。

ベネット：まあ、彼にはその権利があるでやんすよ……と、あっしは自分の傷つき、トムに癒されたこの身体を見ながら言うでやんす（笑）。

ＧＭ：―――と、そんなとこでシーンを切ろうか。

シグ：……なんだったんだ、このシーンは（笑）。

ＧＭ：うひひ。
















◆Middle 13◆立ちのぼる光


―――残り六時間二十五分






　エイジたちは、その丘を越え―――カナンの街を一望できる場所に立った。

　沈みかけた夕日。

　それは、夜と昼の狭間の時。




ＧＭ：では再び、バルカンのところからカナンに向けて歩いてるエイジたちに、視点をうつそう。―――時刻はだいたい午後六時。カナンの街まで、あとひと息……というところまで、キミたちはたどり着いている。

アム：……眠い。

フェルシア：……眠い眠い。

アム：……眠い眠い眠い。……エイジ、おぶって！（笑）（←一睡もしていない）

エイジ：え―――っ!?（←やはり一睡もしていない）

シグ：じゃあ、さっきピラミッドを乗せていた背負子とかに（笑）。

エイジ：しょ、しょうがないなあ、アムは……と背負子を背負って。

アム：よいしょ……っと。かー（←寝た）。

一同：はやっ!?

エイジ：僕は、ひとりつぶやきます。……人生とは、重い荷物を背負って坂道を登るがごとし―――生きるって、つらい（一同爆笑）。

ＧＭ：いや、ちがうだろっ!?　そこは……（口調をシリアスにして）……キミは文句を言いながらも、気づいていた。背負い、眠った彼女の重みが、なぜか今は心地よかった―――……と、そういうシーンだろ！

ベネット：うわっ！　こんな展開をむりやりイイ話にっ!?（大爆笑）

エイジ：ＧＭの豪ごう腕わんがうなるぜっ!!（大爆笑）

ＧＭ：まあ、ともあれ。陽が落ちかけているカナンの街がもうすぐ見えてくる。

エイジ：……アム、街がもうすぐだよ。

アム：かー、かー。

シグ：鼻ちょうちんだしながら、「あー、そー」と（笑）。

エイジ：あのじーさんが感う染つってるよ！（笑）

ＧＭ：夕暮れ時、キミたちは長い影を引いたまま歩いていく。そしてカナンの街が見えかけているころ……通信石が、けたたましい音を立てて緊きん急きゆう事じ態たいを告げる。

アム：な、なになになにっ!?（←飛び起きた）

エイジ：エイジでーす。

ＧＭ：通信石から漏れるシルヴァの声が叫んだ。「……今どこっ!?」

エイジ：えー、カナンの街のすぐそばですが……。

ＧＭ：「はやく戻ってきてっ！　大変なのよ、はやくっ！」

エイジ：え？　な、なにがあったんですか？

ＧＭ：と、キミが聞き返すや否や。カナンの街から、赤黒い魔力光が〝カッ……〟と立ち上った！　同時に邪悪なオーラが街のほうから周囲に拡散していくのを感じる！

エイジ：うわ！　なんだそれ!!

ＧＭ：「……邪悪化が思ったよりはやく進行したのよ！」

エイジ：なんだと―――っ！

ＧＭ：「これ以上私たちでは止められないの！　はやく来て！」

エイジ：いまさら話がちがうよっ！　僕らがどんだけがんばっても、戻ってくる最中で邪悪化のイベントが発生する……なんてシナリオか!?

ＧＭ：いや、ちがう。あるフラグを満たしちゃったんで、このイベントが発生したのだ。

アム：フラグ？

ＧＭ：なにがフラグになっていたかは……カナンに戻ればわかるよ（笑）。どんだけ邪悪化が予定よりもはやく進行しているかはＧＭが、２Ｄ６を振って決める。その出目だけ邪悪化が進行するぞ。

アム：い、今、六時間分くらい余裕があるんだよね、時間っ！

フェルシア：……そう。あとは水の鍵の分が１Ｄ６時間分。

エイジ：水の鍵の使いどころか……!?

ＧＭ：……と、エイジがつぶやいたとことで、シーンはカナンの神殿にうつり……同時にクライマックスフェイズへと突入するっ!!

エイジ：じゃあ、最後に叫んで僕たちはカナンの街に駆け出していきます！




「ウェルチ……っ、少しだけ待ってろ！　行こう、アムっ！　フェルシアさんっ!!」




















CLIMAX PHASE









◆Climax 01◆黒幕




　闇が広がっていく。

　カナンの街にある神殿を中心として、魔の気配は確実にふくらみ始めていた。




　それは―――。




ＧＭ：キミらが神殿で帰ってくるのを待っている頃……前のシーンとほぼ同時刻。シーンはウェルチを寝かしている〝静謐の間〟の前で始まる。登場するのは、シグとベネットだ。

シグ：うい。な、なんだこの嫌な予感は―――と、つぶやく。

ＧＭ：キミはエイジたちが帰ってくるのをベネットとふたり、待っていた。静謐の間の扉は固く閉じられているんだが―――ふいに、あわせた扉の隙間から赤い光が漏れ出し―――。

シグ：は？

ＧＭ：……と、キミが声をもらしたその瞬間。〝ゴッ……ゴオンっ!?〟扉はふくらみ、はじけ飛んだっ!!　振動が神殿全体を揺るがす!!

ベネット：な、なんでやんすか―――っ!?

シグ：と、扉のほうを見ると……？

ＧＭ：鉄の扉が溶けて飴あめ細ざい工くのようにねじ曲がり、妖しい光に満たされた部屋があらわになる。その中から、薄い笑みを浮かべて……コツ、コツと歩いてくる小さな人影をふたりの目はとらえた。

エイジ：げ。

シグ：……ウェルチかっ!?　邪悪化が完了したっ!?

ベネット：げ―――っ、今回のボスもウェルチっ!?　しかも、前のシナリオですらあんだけ強かったのにっ!?

ＧＭ：突如巻き起こった爆発に、神殿はあわただしさに包まれる。だが、その中を……コツコツコツ……。人影は、余裕すら感じさせる雰囲気でキミたちに向かって歩いてくる。

シグ：武器を……構えるぞ。

ベネット：同じく、ボウガンをそっちに向けて……ううっ、この圧倒的な威圧感は……！　と、敵の強さを演出（一同爆笑）。

ＧＭ：人影は、逆光になってはっきりとその顔を見ることができない。だが、その左手になにか、青く輝くなにかを握っているのはわかった。

シグ：げ、水精の鍵……。

ＧＭ：同時に、右肩には華きや奢しやな少女をかついでいるのも、わかる。

一同：…………は？

ＧＭ：人影はキミらふたりの存在に気づき、言った。「あれ？　まだこんなとこにいるの？　エイジくんたちを迎えに出ないのかい？」

シグ：……。

ベネット：……は？

ＧＭ：この轟ごう音おんに神殿の兵士も集まってくるんだが……トムは余裕に満ちた口調で彼らを見回し、笑みを浮かべるだけだ。

ベネット：ト、トム？

ＧＭ：同時に、トムから放たれはじめる瘴気。〝みち……みち……〟彼の身体から異音と共に、悪しき魔力が急速にふくれあがっていくのをシグは感じとる。

シグ：つ、つまり……。

一同：お前が黒幕かあああああああああああああああああっ!?


ベネット：どーゆーことでや―――んすっ!?


シグ：ホントにシルヴァじゃなかったっ!?（笑）

ＧＭ：「……ふう、シグとベネット。なんで街に居残ったのさ？　ク・バルカンの家に行ったと思ったのに……計画、狂っちゃったじゃないシナリオが変わつちやつたじやない」（一同爆笑）

シグ：ここに来た時点で儀式は残り三時間で終わるのに、どうして俺たちがク・バルカンの家に行って帰る必要があるんだ。

ＧＭ：「―――そうだね。でも、まさかキミたちがモエラドの家からすぐにカナンに引き返しちゃうとは、思いもしなかったよ―――」（一同爆笑）

シグ：それが、なにかまずかったのか？

ＧＭ：「いや……予定では、僕の本来の目的は、三賢者の抹まつ殺さつだったのさ。隠れて出てこない三賢者どもをキミたちに探させ、道案内をしてもらおうと思っていてね」

ベネット：モエラドが襲われたのはそーゆーコトでやんすか！

シグ：いや、待て。ふたつ聞きたい。なんで前回、ウェルチをさらってエイジにぶつけた。あそこでウェルチが勝ってたら、三賢者を俺らに探させることはできなかっただろ？

ＧＭ：「安心してよ。彼女が負けることも織り込み済みだったのさ」

エイジ：……ぶ!!　じゃ、最初から僕たちに邪悪化しかけた彼女を押しつけるために……？

シグ：……なるほどな。では、もうひとつ。じゃあなんでハゲンティ戦でお前は、俺らの味方をしたんだ。正直、お前がいなければ勝てなかった（一同爆笑）。

ＧＭ：「あの段階じゃ他の賢者の位置を把握してなかったから、まだ正体を明かすわけにいかなかったのさ。それにハゲンティごとき、ただの捨て駒にすぎないし……どーでもいいよ」。

一同：ひ、ひでえっ！（笑）

ＧＭ：「まあ、キミがカナンに戻るなんて言い出したものだから賢者の抹殺には失敗しちゃったから……これでは、面目が立たない。せめて、急遽〝水精の鍵〟とこの娘をもらっていくことにしたのさ―――これでおわかりかな？」

シグ：そんなことはさせん……させんが、まあ待て。（時計を見て）具体的には十五分くらい待て（爆笑）。……と、それはともかく。お前、ウェルチの神殿の知り合いというのは噓か？

ＧＭ：「ああ、それはホントだよ？　だって僕、ヴァンデルによって創つくられたんだもの」

一同：……げ。

シグ：そーいや、前のシナリオで……ヴァンデルは〝鍵〟を使って魔人を創っているとかなんとか……言ってたな。ベネットにつぶやくぞ。睡眠除去剤三つと、フェイト薬を一個渡すので……先に行け、ここは俺がなんとかする。

ベネット：だけどシグひとりで魔族を相手にできるわけがないでやんす！

シグ：時間を稼ぐのならば任せておけ（笑）。このあと戦いに突入するとして……クスリを飲むって行動だけで、二回もメジャーアクションが消費されてしまうのはまずい（爆笑）。これがどれだけ致命的か分かるだろう？

ＧＭ：じゃあ、最初の１ラウンドだけシグのみで戦闘して、その次のラウンドにはみんな登場するということにしよう。

ベネット：では、あっしはくるり振り返って駆け出して……シーン退場!!　アイテムをエイジたちに渡しにいくでやんす!!

ＧＭ：ＯＫ。トムはそんなこと気にもせずに―――抱えていたウェルチの額に手をかざし……瘴気の注入を始める！　さあ、ここで邪悪化が何時間早く進行するか、２Ｄ６で決めるぞ。……（ダイスを振る）……うわ、11っ!!


一同：おわっ!?　ダイス目、高っ!!


ＧＭ：ウェルチが身体をビクンッ、と震わした!!　気を失っていた彼女は突然、もがき苦しみだし……その周囲には、瘴気が渦を巻き始める。

一同：まず―――いっ!?

シグ：六時間ほど余裕があったから、これでマイナス五時間かっ!!

エイジ：す、水精の鍵を使用っ!!（と、ダイスを握りこむ）

ＧＭ：ここでエイジは１Ｄ６して……５を出さないと、ウェルチの邪悪化は完了し―――クライマックスの戦闘はウェルチも敵にまわっての戦闘になる！

シグ：１Ｄ６で５っ!?　フェイトを使ってダイスを増やすしかねえっ！　ダイス１コ……いや、安全を見て２コ増やすべきかっ!?

エイジ：さ、させるかあああ！　……いくよー……フェイトを二点、使用！

アム：む……（エイジのダイスに手をかざす）。

エイジ：なにをするんだ、アム!?　その手をかざして念を送るような仕草は!?

アム：なにって……念を送ってんのよ。

シグ：アムの頭の上で、天使のアムと悪魔のアムが手を組んで!!


ベネット：……この機を逃してなるものかー、失敗しろー失敗しろーとっ!?


アム：失敗する念を送ってどーすんの!?　あんたらあたしをなんだと思ってんのよっ!?

ベネット：は、冗談でやんす。

エイジ：じゃあダイス振るぞ！　兄の沽こ券けんを見せてやる！　３Ｄ６で５以上、３Ｄ６で５以上……とわあっ!!（ダイスを振る）……おおっ、10―――っ!!

シグ：うっしゃっ!!

ＧＭ：……刹那。トムがその手に握る、水精の鍵が―――青く、鋭い光を発した！　目がくらまんばかりの光は、ウェルチが放出しはじめた瘴気を〝パアッ……〟と打ち消していく！　直前まで暴れていた彼女は、落ち着きを取り戻し……再び気を失った！　瘴気の放出もやんだようだ！

ＧＭ：「……ち。まあ、いいよ。この子はあとでゆっくり、ボクたちの仲間に引き入れるとしよう。三賢者を暗殺するのは失敗したけれど、この子と水の鍵をもらっていけば、今回はそれでいいさ―――」言ってシグを見据える。

シグ：お前に、あとでなんかない。

ＧＭ：「ふむ。素直に通してはくれないようだね」にやり、ほくそ笑んで……ウェルチを肩からおろす。

シグ：ＧＭ！　俺が時間を稼いでいる間に、ベネットが持って行った運命の結晶と睡眠除去薬、エイジたちは飲んだということでいいですかっ！

ＧＭ：うい（笑）。

エイジ：……フェイトの残りは４。そっちは？

フェルシア：……１しか残っていない。

エイジ：じゃあ、運命の結晶はフェルシアさんに使ってもらおう。

フェルシア：……わかった。（ダイスを振る）……３。

シグ：では……俺の今回の見せ場はここ！　エイジたちが来るまでの１ラウンド、死ななければ俺の勝ちだ！　魔族一匹を相手に１ラウンドくらい……。

ＧＭ：「……やだなあ、ボクひとりで戦うなんてひと言も言ってないと思うけど？」

シグ：へ。

ＧＭ：パチン、トムが指を鳴らした。それを合図に、トムの周囲に現われるのは数十にもおよぶ邪悪な気配！

シグ：数十っ!?

ＧＭ：と、言ってもモブ込みだけどね（笑）。トムの周囲に現われたのは、バクベア２グループ、そしてハゲンティだ。

一同：ハゲンティっ!?　まだ生きてたっ!?

ＧＭ：いや、キミらが倒したのとは、別のハゲンティだ！　見れば、身体のあちこちに機械のパーツを埋め込んだ……いわばメタルハゲンティ！「―――兄の仇かたきは取らせてもらおう」（爆笑）

シグ：弟!?　メタル!?

ＧＭ：（テーブルの上にコマを配置しながら）……まず、トムで１エンゲージ、ハゲンティで１エンゲージ、バグベアたちで１エンゲージ。シグを取り囲むように現われた魔物たちは、下品な笑みを浮かべながらじりじりと近づき―――。

シグ：では、俺のうしろにはエキストラな神官たちがいると言うことで（笑）。……ぞろぞろ出てきた魔物を見回して、俺はつぶやく―――。




「エイジが戻ってくるまで……それまでもてば、いい」




　シグは、不敵に笑んだ。







◆Climax 02◆地の魔将




　カナンの神殿の中―――戦いは始まった。

　シグはたったひとり、




　群がる魔族と対峙していた。
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シグ：まずはセットアッププロセス！　今回、《プロヴォック》はなし！

ＧＭ：……では続いてイニシアチブプロセス！【行動値】はハゲンティが14、バグベアが９。それからボスであるトムの【行動値】は……12！

シグ：12か。全員、俺より速いな。……待機する必要がなくて楽でいい!!　よしこい!!

ＧＭ：〝パチン！〟トムが指を鳴らすと、メタルハゲンティが……「これが兄を超えたグレネードの力だあああああ！」と、グレネード弾を発射っ!!　〝ヒュルルルル……〟と、放物線を描いてと飛んできたグレネードを、「……ん？」と神官たちは見あげて―――。
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シグ：「ん？」じゃねーよ！（爆笑）

ＧＭ：命中判定は10＋３Ｄ６。（ダイスを振る）……低い、18!!

シグ：（ダイスを振る）……だめ　よけられん！

ＧＭ：〝ゴ……ゴゥン!!〟爆発が、起こった！（ダイスを振る）……ダメージは23!!

シグ：では《プロテクション》!!（ダイスを振る）……18点減るから、５点ダメージ!!

ＧＭ：ぐ、意外にダメージとおらん!!　さすが《プロテクション》使いか！

シグ：いや、しかし兄はこの俺に傷ひとつ、つけられなかったんだ！　奴よりは、強い！（一同爆笑）

ＧＭ：巻き起こった爆風はすぐに霧む散さんし、シグが再び敵を視界にとらえた時―――トムは、キミに指を突き出し、魔力を収束していた！「どの技で殺してやろうかなあ」そう言いながら―――指先に石のつぶてを生みだし―――射出っ!!　マイナーアクションで《エキスパート：地》、メジャーアクションで《アースブレット》！　命中判定は12＋３Ｄ６で……（ダイスを振る）……合計21っ!!

シグ：６ゾロじゃなきゃダメっ……（ダイスを振る）……失敗！

ＧＭ：石のつぶては、シグの肩を撃ち抜き―――ダメージは７Ｄ６＋12っ!!（ダイスを振る）……37点の魔法ダメージだ!!

一同：魔法で37か……っ！

シグ：《プロテクション》!!（ダイスを振る）……10点減らして22ダメージ、残り【ＨＰ】は19点……!!　い、痛てぇえ!?

ＧＭ：で、さらに《アースブレット》の効果でシグはそのまま［転倒］！　床に転がったところで、二十匹ほどのバグベアが地を蹴って一斉に襲いかかる……！

ベネット：れ、連携のとれた攻撃でやんすっ!!（笑）

シグ：大丈夫だ！　《プロテクション》はこの姿勢でもかけられる！（笑）




　その言葉どおり。

　躍おどりかかった２グループのバグベアの攻撃を、一発は身体をひねって回避！　続く一発はシグの身体を捕らえたものの《プロテクション》でダメージは０!!




シグ：よおし、敵の攻撃を全部耐えた！　ここで俺の行動！　マイナーアクションで立ち上がって《ヒール》を自分に！（ダイスを振る）……合計23点回復！

ＧＭ：ごふ!?「おや、僕の攻撃を受けて立っているとはたいしたものだね」

シグ：（不ふ敵てきな笑みを浮かべて）時間稼かせぎをすると……言っただろう？

ＧＭ：「フフ、言ってくれるね。じゃあ……次のラウンドで殺しちゃお」




　トムが、薄い笑みを浮かべてそう言った時。

　その部屋の扉が勢いよく、押し開かれた。

　そこに現われたのは四つの人影。

　人影のひとつが、前に歩み出て―――。




「待たせたっ、シグさんっ!!」




　エイジが、力強い笑みと共にそう言った。




　　　　＊　　　＊　　　＊
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ＧＭ：ここで次のラウンドに突入！　……扉を開け放って、エイジたちも戦闘に参加だ！

ベネット：……連れてきたでやんす―――っ!!

シグ：よし、細かいことは言わん。あの小僧が……敵だ！（笑）

エイジ：ト、トム……。

フェルシア：（悟ったような声で）……やはり、ね（一同爆笑）。

一同：だったら最初に言え―――っ!?（笑）

エイジ：トム……この僕が帰ってきたからには、ウェルチを返してもらう！

ＧＭ：トムは、人を小馬ば鹿かにするような表情でエイジを見下して。「……トム？　だれだい、それは？」

一同：……へ？

ＧＭ：「そんなの、仮の名前に決まってるじゃないか、いやだなあ―――僕の本当の名前はギガンドル。ヴァンデルに作られた四魔将のひとりさ」

シグ：ギガンドルか……あまりその、かわいらしい少年の姿には似合わん名前だな。

ＧＭ：「……ふむ、たしかに。では、本当の姿を見せてあげるよ」言うと、彼の身体から瘴気が吹き上がり……ヴァンデルの時と同じように脚のあたりから姿が変異し始める！　肌はみるみるうちに岩のようになり、頭からは角が生え、腕も何倍も太くふくれあがって……！　先ほどまで彼が放っていた異様な威圧感は……さらにふくれあがる！　まるで突風でも吹いたかのように気圧される！

シグ：……ぐ、ぐっ！

ＧＭ：肉が隆りゆう起きして、一見するとゴーレムに見えるような、だがゴーレムよりも遙はるかに生物っぽい、精せい悍かんなものになる！
















シグ：正体を現わしたな。

ＧＭ：「ふはあああぁあ……」ギガンドルは大きく息を吐き―――余裕たっぷりの口調で言う。「……待たせたかな？　諸君？」

一同：口調かわった―――っ!?（大爆笑）

エイジ：地の魔将……とか言ったな。すると、他にも……。

ＧＭ：いるとも。彼らは魔界の四魔将と呼ばれ、そのうちのひとりがこの地のギガンドルだ。

エイジ：そーいえば、ヴァンデルは〝鍵〟を使って魔人を作るって言ってたな……それか！　だから僕の水精の鍵も……。

ＧＭ：「そのとおり！　……〝鍵〟は人類が持つべき物ではない。我々魔族にこそふさわしい……そうは思わんかね？　六つの鍵をすべてを手に入れるのは我々だ」

フェルシア：―――なるほど。あなたは、四魔将と言ったけど……属性の数にはふたつ足りない。水の鍵をもって新たな魔将を作り出す―――いいえ、いずれは〝鍵〟を使って魔将を六人そろえるつもりなのね。あなた方は、〝鍵〟を六つ集めて……どうしようというの？

ＧＭ：「ん～ん……グッドだ！　実にいいところをついてるね！　我々は六人の魔将をそろえることを目指している。だが、その真の目的をお前たちに教えるつもりは、なあい！」

エイジ：〝鍵〟は大精霊から、僕は父さんの想いと共にこれを受け継いだんだ！　……どっちにせよ、貴様たちに渡すつもりはない！

ＧＭ：「父さん？　ガイアかね！　くーくっく……エイジくん、キミは若い。実に若い！　〝鍵〟に関わればその先にある悲ひ劇げきを、キミは見ることになる……というのにね？」

エイジ：……？　なにを言っている!?　この先になにが待っていようと……僕は恐れはしない！　父さんの想いと共に僕は―――戦う！

ＧＭ：「……いいだろう、では互いの鍵をかけて戦おうじゃないか！　お前はその水の鍵を賭けて。私の鍵は……（自分の親指で右胸をさして）……ここにある！　これを賭けよう！」

エイジ：よおしっ、いくぞ―――っ!!




　戦いは再開した！

　状況だけを見れば、それはあきらかにエイジたちに分が悪い。

　なぜなら、シグはすでに敵とエンゲージされ、あとから登場したエイジたち四人はひとつのエンゲージに固まっていたからだ。

　だが―――。




エイジ：では最初のセットアッププロセスでギルドスキル《陣形》っ!!　全員、移動する！　僕はシグさんのエンゲージに！

シグ：よし、みんなばらけろ！　ひとつのエンゲージに固まると、ハゲンティのグレネードにまとめてやられるぞ！　それにたぶん、ギガンドルも範囲攻撃持ってる!!

ＧＭ：（コマの配置を見て）……げ、全員ばらけやがった。んー……（←考えている）。

ベネット：うわ、マジになって考えてる―――っ！（笑）

ＧＭ：まずはメタルハゲンティの行動！「我々のデータによれば、このギルドは射しや撃げき陣じんが危険だと聞いている！」……〝シュドン！〟言いながら放ったグレネード弾は〝ピュルルル……〟と風切り音と共にアムめがけてとんでくる。

アム：いっ!?　なんでこっちなのよっ!?

ＧＭ：きっと前巻（「銀の輪の封ふう印いん」）での戦闘データをもとに戦術を考えているんだろう（笑）。では……（ダイスを振る）う、低い！　……14っ!!

アム：フェイトを一点使って回避のダイスを増やす！（ダイスを振る）……うえっ、一点たりな―――いっ!?

ＧＭ：アムの足元で起こる爆発と轟ごう音おん！　彼女の華奢な身体が、爆煙の中に消えていく。（ダイスを振る）げ、また低い……18点！

シグ：アムの防御は７だから……11点ダメージか！　ならば……《プロテクション》！（ダイスを振るダメージを）８点減らして、３点!!

アム：た、助かった……ありがと。

ＧＭ：く……では次！　ギガンドルはエイジに向かって杖を突き出し……さっきと同じ《アースブレット》を撃ち放つ!!（ダイスを振る）……お、クリティカルっ!!

エイジ：またか―――っ!?（ダイスを振る）回避は……失敗！

シグ：ええいっ……エイジを《カバーリング》!!

ＧＭ：では、エイジを貫つらぬくと思った石の弾丸は、シグの胸を打ち抜いた。……クリティカルの分もふくめ、10Ｄ＋12で……どりゃっ！（ダイスを振る）―――35点っ!!

シグ：……《プロテクション》っ!!（ダイスを振る）




　エイジをかばい、再びギガンドルの攻撃をその身に受けたシグ！

《プロテクション》をかけるものの、20点ものダメージをくらい……残る【ＨＰ】は18、さらに再び［転倒］するシグ！




シグ：うおううっ、俺の【ＨＰ】は上がったり下がったり上がったり下がったりっ!!（笑）

ＧＭ：でも……やっぱ《プロテクション》使いがいるとやっかいだなあ！　シグをどうにかせんと致ち命めい傷しようがあたえられん！

ベネット：ではあっしの行動でやーんす！　メタルハゲンティに射撃……死ねぇええええええええええっ！




　気配を消して繰り出された攻撃はハゲンティをとらえ、その【ＨＰ】を10点奪うばい取る！

　転倒しているシグに群がる二十匹（２グループ）のバグベアの攻撃は両方とも命中。

　その片方に対して《プロテクション》を張る！

　結果としてダメージは四点にとどまるが……。




シグ：ダメージはそうこないが……【ＭＰ】がしんどい……！

ＧＭ：このパーティの防御は、シグの【ＭＰ】にかかってるからな。

フェルシア：……なら、《プロテクション》が使えなくなるまでに敵の数を減らせばいい。……ハゲンティに攻撃。《マジックサークル》＆《ファイアボルト》!!（ダイスを振る）……命中は17。

ＧＭ：（ダイスを振る）……その炎の矢はハゲンティの身体を捕らえた！　破裂音と共にハゲンティは炎に包まれ……！

フェルシア：……さらに《マジックフォージ》！（ダイスを振る）……47点!!

ＧＭ：ごは！　１シナリオに一回しか使えないスキルを……！

フェルシア：言ったでしょう。早めに、敵の数を減らすって。

ＧＭ：……38点ダメージ！　うご、さすがに痛い！《ファイアボルト》を撃ち込まれたハゲンティが、炎の中でもがく……が、まだ生きている！

フェルシア：……ち。

エイジ：ここで僕の順番！　マイナーアクションで《バーサーク》！　メジャーアクションで《トルネードブラスト》!!　散れ……!!

ＧＭ：く、モブ一掃か！　エイジの刀が一閃せん！　シグに群がっていたバグベアは〝ホエぁああああああっ!?　奇怪な叫びをあげながら……〝パアッ〟と、一瞬で血ち煙けむりと化した！

シグ：助かったぜ、エイジ。では、ここで俺の行動！




　続くシグは、マイナーアクションで〝転倒〟を解除。メジャーアクションで《ヒール》を自分にかけて19点回復する！

　そこで回ってきたアムの行動で、彼女はギガンドルに向けて銃弾を放つ！

　が―――。




ＧＭ：（ダイスを振る）……ギガンドルは余裕の笑みを浮かべて頭を振る。銃弾は頰ほほをかすめただけだ。「キミの攻撃は怖いと聞いていたが……その程度のものかな？」

アム：うわっ、なんかむかつく！

ＧＭ：よし、ここで全員の行動は終了。次のラウンドだ！




　第三ラウンドのセットアッププロセス。

　エイジたちはここで最後の《陣形》を宣言した。

【ＭＰ】の切れかかっていたシグに、アムがＭＰポーションを手渡すためである。

また、エイジはメタルハゲンティのエンゲージへと移動する




　エンゲージするアムとシグ。

　だが、この機会をハゲンティが逃すわけもなかった。

　グレネード弾がふたりのエンゲージに向けて放たれ、爆炎があがる！
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シグ：……そこまでは織り込み済み！　アムを《カバーリング》すると……二発分のダメージか。さすがにそれは耐えられないので……アムに《プロテクション》！　俺はそのまま食らうぞ。

ＧＭ：ギガンドルは、炎に包まれるシグたちを楽しそうに見ながらエイジに言葉をかける。「仲間が死んでいく様を見るのは……苦しいだろう？」

エイジ：いや……僕は信じているんだ、仲間を！

ＧＭ：「では、仲間がひとりずつ消えていく様を……その目で見届けるがいい！」《アースブレッド》を《マジックブラスト》で拡大、シグとアムのエンゲージに撃ち込む！

アム：またこっちきた―――っ!?


ＧＭ：こんな好機を逃せるか！　……ギガンドルが突き出した杖の先に、無数の石のつぶてが渦を巻いて集まりはじめ……一斉に解き放たれる！（ダイスを振る）

シグ＆アム：ぐはっ!!




　超高速で打ち出される無数の石のつぶてをふたりはよけることはできない！

　シグは、再びアムに《プロテクション》をかけて彼女を守るが……ギガンドルの攻撃力は、あきらかにシグの防御能力を上回っていた。




アム：《プロテクション》をもらっても……残り【ＨＰ】は19っ！

シグ：こっちの残り【ＨＰ】は……４っ!!　あ、あぶねえっ！

ＧＭ：盾役さえ落とせば、このパーティは一瞬で崩ほう壊かいするぞ、うひひ。さらに、これでふたりとも［転倒］だな。

フェルシア：……まずい。同時攻撃を受け続けると……防御と回復が追いつかない。まずは、【ＨＰ】の少なそうなハゲンティを沈めないと……！

ベネット：ハゲンティに《ディスアピア》＆《サプライザル》!!　あっしの根性見せたるで―――っ！（ダイスを振る）




　ベネットの放つ矢は再びハゲンティを捕らえるが……ダイス目が悪く、ダメージは７点にとどまる。




ベネット：フェイトを使うんだったでや―――んすっ!?

フェルシア：……なら、そのフェイトはギガンドルを叩く時までとっておいて！　ハゲンティはわたしが……落とす。《マジックサークル》＆《ファイアボルト》!!（ダイスを振る）……命中は15！

ＧＭ：む、回避する確率はじゅうぶんにあるな！　では……（ダイスを握る）。

フェルシア：……待って。（ちょっと考え込んで）―――フェイト一点使用。今のダイスを振り直します。

一同：……うお！（笑）

シグ：フェイトはダメージロールに使用したほうがよくないか!?

フェルシア：……でも、ここでハゲンティを撃ち漏もらすわけにはいかないから。確実にあてたい―――（ダイスを振る）……っ、22っ!!

一同：おおおっ！（笑）

ＧＭ：ぐ！（ダイスを振る）……それはさすがによけられない！　まだ炎がくすぶっていたハゲンティに追い打ちをかけるかのように！　フェルシアの次の炎が襲いかかった！　……ダメージこいっ!!

フェルシア：（ダイスを振って）……26っ!!

ＧＭ：ぐほ……魔法防御は９だからさしひいて……17か!!　だめだ、それは助からんっ！　ハゲンティは、はじけて荒れ狂う炎の中に咆ほう哮こうと共に崩れ落ちていった……っ!!「あ、兄じゃあああああああああっ!?」……実はちょっきり【ＨＰ】が０（一同大爆笑）。く―――っ、メタルハゲンティ、あっけなく沈んだな。

フェルシア：……あっけなくない。最大火力で二発たたき込んでる。

シグ：そうだあっけなくねえ！　俺の【ＨＰ】はあと４だぞっ!!

エイジ：シグさんっ！　……うしろで傷つき倒れた仲間を見て、僕の心に暗い炎のような怒りが沸わき上がります！

アム：ま、待って。まだ、シグは死んでないって（笑）。

シグ：お、おお。死んでないがとりあえず怒りは沸き上がってくれ（笑）。

ＧＭ：てゆーか、なんで暗い炎なんだ。

エイジ：《バーサーク》をかけてる状態なので！　そして闇にひっぱられるような感覚に陥おちいることを今後の伏線として張っておく！（一同爆笑）

ＧＭ：勝手に伏線張るなよっ!?　……と、言いつつ。ギガンドルはエイジを一瞥べつすると、愉快そうに言った。「ほお、その暗い瞳―――とても好感触だよ。さすがはあの―――」（一同大爆笑）

シグ：なんだ〝あの〟ってっ!!（笑）てきとーに伏線を拾ってあとで苦しむのはＧＭあんただぞ！

エイジ：よくも……よくも仲間を……！　と、刀を振り上げて突っ込むっ!!

ベネット：では、その鬼気迫る雰囲気に思わず叫ぶ。（死ぬほど棒読みで）だめだー、その心に飲まれちゃだめー（一同爆笑）。

エイジ：くらええええええええええぇええっ!!（ダイスを振る）……11!!　低っ!!

ＧＭ：（ダイスを振って）……ギガンドルは、上体をそらしてその大降りの一撃をあっさり回避。「ふむ……キミはまだ、負の感情を使いこなしてはいないようだね。ならば……この私がもっと引き出してさしあげよう！」狂喜の笑みに顔をゆがませ……ぎろり！　その瞳はエイジの肩越しに仲間たちをにらみつけ！

シグ：そ……そう簡単にやられるか！　ここで俺の順番だが……待機!!

アム：で、あたしが［転倒］から起きあがって……シグにＭＰポーションを渡す！　一個落として終わり！

シグ：ポーションは俺の頭の上に落としてくれればいい!!

アム：あ、頭……？

シグ：そう……奴らが受け取るのだ！　パシッ!!（←受け取ったらしい）（一同爆笑）

ＧＭ：……で、〝うぞぞぞぞ……っ〟と、妖精が飲み干す（一同爆笑）。

シグ：お前が飲んでどーするっ!?　ではそのＭＰ満タンな妖精を俺が食うっ！　ポリっ……ポリ……っ！（笑）

ＧＭ：食うなよっ!?（笑）

シグ：……というのは冗談で。マイナーで俺は起きあがって、ＭＰポーション飲む！　……（ちょっと考えて）……いや、やっぱメジャーではエイジのエンゲージまで移動！

エイジ：ま、待った！　【ＨＰ】４のままでっ!?

シグ：４のままでっ!!　俺の役目は、エイジを守ることだからな……と、ニヤリ。

ＧＭ：ぼろぼろになりながらも、シグはキミの元に駆け寄ってくる！

エイジ：シグさん……っ！




　戦いは、第四ラウンドへともつれ込んだ。

　ハゲンティ、バグベアは倒れたものの……まだ、ギガンドルは無傷なのに対し……パーティの盾であるシグはまさに瀕ひん死しの状態。《プロヴォック》をかける余裕すらなかった。

　彼が倒れれば、パーティの壊滅は必至である。

　そんな状況の中で―――。
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ＧＭ：……では、ギガンドルの行動だ！「……そんなボロボロの身体を引きずってキミはいったいなにをしに来たんだ？」シグを見下し、不快そうに言った。

シグ：な、仲間を守りに来たんだ！

ＧＭ：「なら、仲間もろとも死ぬがいい!!」エイジとシグのエンゲージに再び吹き荒れる石つぶての嵐っ!!　命中は12＋３Ｄ６……!!

シグ：フェイト二点使用！　回避……っ!!

エイジ＆シグ：（ダイスを振って）…………うああっ、回避失敗―――っ!?

アム：……うわ、やばっ!!

シグ：《カバーリング》っ!!　エイジを守―――るっ!!

エイジ：なにっ!?

ＧＭ：【ＨＰ】４で……躊ちゆう躇ちよなく仲間を守る!?「……!?　お前、なにを考えている。それをくらえば待っているのは……死！　なぜそのような捨て身の行動をとれる……これが人間!?」（一同爆笑）

ベネット：ま、負けロールプレイを始めた！（笑）

ＧＭ：ならば……「その実にくだらない友情に敬意を表して……この私の……真の力を見せてあげよう！」そのダメージに《マジックフォージ》のダメージも乗せる!!

一同：ぶほおっ!?

ＧＭ：「私の身体の内部はね、この鍵の力を通して魔界と直接つながってるのだよ！」〝ごぱぁ……〟胸の装甲が上下に開き……その向こうに広がっているのは、無限に広がる、闇！

エイジ：な、なんだあれは!!

ＧＭ：では、《マジックフォージ》の分をあわせてダメージは……（ダイスを握る）

ベネット：……あ、いや待つでやんすっ!!　その《マジックフォージ》を《インタラプト》―――っ!!




《インタラプト》

　視界内で使用されたスキルひとつを打ち消す、シーフのスキルである。




ベネット：開きかけた鎧の隙間に……あっしの放った矢が刺さって……装甲が開ききらないという演出で！（笑）

ＧＭ：……ぬお！「!?　な、なぜだ、なぜ魔界からの魔力が……送られてこないのだああああああっ!?」

エイジ：よくやったベネット！　はじめて役に立った！（笑）

ＧＭ：「人間風ふ情ぜいが……甘く見るなああああっ！」ギガンドルは、無理やり力を解放させたっ！　このままで攻撃でも……！（ダイスを振る）

シグ：……どわあっ!!

エイジ：だめだ、やっぱり耐えきれない！　ダメージを受ける前に……ここでギルドスキル《蘇生》を使用っ！　ここで、全員の【ＨＰ】を回復―――っ!!

ＧＭ：では、一旦ここで【ＨＰ】が回復したうえで……《カバーリング》したシグに、二発分のダメージ!!

シグ：……（計算して）……俺は【最大ＨＰ】の46まで回復！　そして、今の攻撃でくらうダメージも……46っ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：おおっ！　ギガンドルは勝利を確信した笑みを浮かべ―――。

シグ：（にやりと笑んで）だがな……《プロテクション》っ!!（一同爆笑）（ダイスを振る）……13！　よって、【ＨＰ】は13になって……生き残った!!

ＧＭ：ぐはっ!?　ギガンドルが浮かべた、勝利を確信した笑みが、すぐに驚きよう愕がくのそれへと変わる。「……い、生きてやがる……？」

シグ：へへ、どうした？　そんなもんか……ええ、ギガンドルさんよ？　ここからは……俺たちの番だぜっ!?

エイジ：もう出し惜しみなしだ！　残るフェイトを全部攻撃に……！




　エイジたちの、残されたすべての力をつぎ込んだ反撃が、始まった。

　一番手はベネット！

　彼女の放った銃弾は、驚きよう愕がくし、放心していたギガンドルをとらえる！

　ダメージにフェイトを二点使い、ダメージを＋２Ｄ６し―――。




ベネット：（ダイスを振って）……ダメージは28っ!!

ＧＭ：こっちの防御力は10！　さしひいて……18ダメージか！

ベネット：……硬っ!!　なんて強きよう靱じんな装甲でやーんす！　まるで岩のようだ。いや、岩そのものか（一同大爆笑）。

フェルシア：……さがって、ベネット。二番手フェルシア……いきます。《ファイアウェポン》をエイジにかけるって手もあるけど……ここは《マジックサークル》＆《ファイアボルト》で。敵の魔法防御力が判明してからでも、遅くない（ダイスを振る）……23。

ＧＭ：う、高い!!　それはさすがによけられ……っ（ダイスを振る）……クリティカル!!（一同大爆笑）。

フェルシア：……いやーん。しくしくしくしく。

シグ：……またか！　フェルシアのダイス運、菊池さんと相性悪すぎ!!　と、まあここで俺の行動！　さすがに《ヒール》を自分に!!　フェイトも使用で……（ダイス振って）……21点！　34まで回復っ!!

ＧＭ：まだ34あるのか、それでも!?

シグ：おお、まだパーティの壁としての役目……果たせるぞ？

エイジ：僕はここで怒りにまかせて熱くなっていたことに、気づく。さっき、僕の前に立ちふさがって攻撃を受けてくれたシグさんを見て―――そうだ、ボクはひとりじゃない。頼りになる仲間がいてくれるんだ……！　そう思うと、身体は熱く、だが心は冷静になる。

ＧＭ：そして、キミに語りかけるように……淡く光り出す〝水精の鍵〟。

エイジ：《インヴィジブルアタック》＆《バッシュ》で攻撃！（ダイスを振る）

ＧＭ：（ダイスを振る）……ギガンドルは、フェルシアの放った《ファイアボルト》をよけた……そう思った次の瞬間。エイジの刀が、鎧の隙すき間まから、身体に差し込まれていることに……気づいた！

エイジ：（ダイスを振る）……26っ!!

ＧＭ：刺されたことに驚おどろきはしたものの……ダメージは16！　致ち命めい傷しようにはほど遠い！「ふう、なぜゆえそこまで命を捨てたがるのか……俺にはわからんよ。……ありがとう、少し痛いが……おかげで冷静さを取り戻した。こうなるともはやキミたちに勝ち目はな……」

アム：すぐにまたあわてさせてあげるわよっ!?　と、射撃！（ダイスを振る）

ＧＭ：ま、まだセリフの途中なのにっ!!（笑）（ダイスを振って）……ぐ！　悠ゆう々ゆうと語り始めたギガンドルの頭に銃弾は直撃！　その言葉を止める。

アム：フェイト三点使用っ!!　ぜんぶダメージにっ!!（ダイスを振る）

ＧＭ：ぐ……防御力を引いてダメージは……16か！　ギガンドルは身体を小刻きざみに振わせながら……言った。「この偉大なる私が話をしている最中に攻撃するとは……行儀の悪いお嬢じようさんだね―――この行為は、万死に値するよお嬢ちゃん！」……ギン！　ギガンドルが再び怒りをあらわにし……ここで次のラウンドだっ！




　そして戦いは……最後となる第五ラウンドへと突入した！
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ＧＭ：では、再び……エイジとシグのエンゲージに《アースブレット》!!




　三度巻き起こった石のつぶての嵐に、ふたりはもはやよけることもままならない。

　残るフェイトは、すべて攻撃にまわすことを決めたのだ。

　このダメージに対し、シグはみずからに《プロテクション》を撃ち……この攻撃を耐えしのぐ！




エイジ：……残り【ＨＰ】24！

シグ：残るは27っ!!　あと二回くらうと……やばいな。これ以上は《カバーリング》すらできねえ。

ベネット：このラウンドで倒せばいい！　もうフェイトも残ってないけど……攻撃！




〝コィーン〟。

　ベネットの放った矢が、ギガンドルのかぶる兜かぶとを直撃し、甲高い音を立てた。

　あたえたダメージは、１だった。




一同：１かいっ!?（爆笑）

フェルシア：……フェイトもなければ、そんなものよ。わたしも……いきます。《マジックサークル》《ファイアボルト》っ！　（ダイス振る）……20。

ＧＭ：それは避けられ……（ダイスを振る）……ない！　ダメージこい！

フェルシア：残るフェイトを全部使います！　ダメージは11Ｄ！　事実上、これがわたしの最後の―――攻撃！（ダイスを振る）―――39ダメージっ!!

ＧＭ：ごふあっ……29くらった!!　く……しかし……まだだ！　ギガンドルは自分を焼き尽くさんとする勢いの炎を杖で吹き払い……！「あ、あちぃ……熱いじゃねえか……」

フェルシア：ま、まだ生きてる……さすがはあの……。

一同：あの、じゃねええええっ！（笑）

ＧＭ：ギガンドルは、ふらりよろめきながら……「熱ちぃよ……なんて事してくれるんだ、おまえらはよぉおおおぉおおおおっ!?　死ぬかと思ったじゃねええかああああああっ!?」

シグ：うわっ、また口調変わったっ!?（笑）

ベネット：てゆーかまだ生きてるでや―――んすっ!?


シグ：お、おい……だれかフェイト残っている奴はっ!?


フェルシア：０。

エイジ：４！

アム：２！

ベネット：０！

シグ：（ちょっと考えて）……フェイト一点消費！　マイナーで《スマッシュ》使用！　命中を４Ｄ６まであげて……それでも確実には命中しないかもしれんが―――いけぇっ!!（ダイスを振る）……21。

ＧＭ：（ダイスを振って）……避けられん！

シグ：うし！　基本で２個、《スマッシュ》の分を足して、さらに《ボルテクスアタック》で＋12……どらあっ！（ダイスを振る）……ダメージは30点っ!!

ＧＭ：防御をさしひいて20ダメージっ！　総ダメージが[image: 100]を越えた……が！　まだ死なん！　突撃してきたシグを振り払い……っ！

シグ：し、死なね―――っ!?　こいつ【ＨＰ】いくつあるんだっ!!　頼む、エイジ！　ちなみに俺の残り【ＭＰ】あと８点！　そろそろやばいっ!!

エイジ：なんとかする！　フェイトを一点、命中につぎ込……いや残り４だから、命中に２、攻撃に２にすればいいんだ！　はっ、これが冷静な心……！　シグさん、あなたには教えて貰もらったよ！（一同爆笑）

シグ：そうだ、それでいい。ギルドマスターは、どんな状況でも常にクールでいるものだ！（なぜか一同大爆笑）

エイジ：……はい！　では、フェイトをつぎ込むと同時に……再び水の鍵から光が放たれ、刀身が蒼く光る!!　じゃあ、攻撃！（ダイス振る）……19！

ＧＭ：ぐ……回避はクリティカルのみ……確率は36分の１!!　だが、神に近い力を持った俺をなめるなよ！　ここで回避して戦闘を盛り上げるっ!!　どりゃっ……（ダイスを振って）……ファンブルか―――いっ!?（一同大爆笑）

ベネット：す、すげえっ、たしかに盛り上がったっ!?（一同大爆笑）

エイジ：基本が２Ｄ６、《バッシュ》で１Ｄ６、《トゥーハンドアタック》で１Ｄ６、《ボルテクスアタック》で３Ｄ６、そしてフェイトで２Ｄ６……！　消えろっ……ギガンドル―――っ!!（ダイス振る）……42―――っ!!

ＧＭ：すると……ダメージは32か……！

一同：……どうだっ!?

ＧＭ：……ギガンドルは、自分の胸を貫いた、青く輝き放つ刃を無言で見下ろし……にやり、とほくそ笑んだ。

一同：おいまて――――――っ!?

ＧＭ：だが、次の瞬間……〝ボロリ……ボロボロ……ごそっ〟崖っぷちの岩が崩れるかのように……ギガンドルの身体が、崩壊しはじめる!!

一同：お、おお！

ＧＭ：信じられない……なにが起こったのか理解できない……そんな表情で。「死ぬ……？　この俺が……こんな簡単に死ぬ、死ぬのかよ……？　俺がこんな人間ごときに負けるのかよぉおおおおおおおおおおおおおおおっ!?」

エイジ：僕たちを……人間をなめるからだ！

ＧＭ：「……だが、ただじゃ死なねーぞ―――」（一同大爆笑）

エイジ：な、なんだ。その負けセリフは！（笑）滅び行くお前になにができる……っ!?

ＧＭ：「おい、そこの犬コロ」ベネットをにらみつけて。

ベネット：反射的に尻尾をふくらませて威い嚇かくしかえします（一同爆笑）。

ＧＭ：「おめえよぅ……たいへんなコト、しちまったなあ……？」

一同：は？

ＧＭ：「おめえがよけいなことするからよぅ……俺は死んじまうってのに……魔力回かい廊ろうが開きっぱなしじゃねえかよぅ……見えるだろう？　俺の身体の奥に、魔界の闇が」

エイジ：まさか……。

シグ：（シリアスな声で）ど、どーでもいいが、また口調が変わってやがる……！

ＧＭ：「しーらね……俺はもう制御しきれねえからな……なにせ死んじまうんだからよ……」

ベネット：うわっ、うっそ……いやな予感がするでや―――んすっ!?

シグ：ま、まさか！　あぶない！　やばい！　あれは―――っ！（笑）

ＧＭ：〝じ……じじ……〟。中央の闇を中心に……紅い雷光のようなものが、ギガンドルの身体に走り始める。「せめてお前らに、この魔界からの魔力の暴走を見せて……最後に一矢報いてこの世から消えることにしよう!!　グッドラック……諸君！」

一同：げ――――――っ!?

ＧＭ：その魔力回廊から発され、ふくれあがった魔力は……ギガンドルの上体をのけぞらせ、巨大な真っ黒な球体を形作り……っ！

ベネット：……で、このまま爆発して、シーンがフェイドアウトって演出!?

ＧＭ：……いや、もちろんダメージ判定がある！

一同：げ――――――っ!?

ＧＭ：……瞬間！　すべてを巻き込まんばかりに、黒き光が暴発……爆発した！　巻き起こってた瘴気の刃が周囲にあるすべてを……切り刻んでいく！

エイジ：うわっ、もうフェイトなんかない―――!!

ＧＭ：では、この爆発はシーン全体への攻撃として扱う！　ただし、命中判定はあるので回避は行えるが……（ダイスを振って）……命中は22っ!!

シグ：（ダイスを振って）……失敗！

フェルシア：（ダイスを振って）……失敗！

エイジ：（ダイスを振って）……失敗！

アム：（ダイスを振って）……失敗！

ベネット：（ダイスを振って）……失敗！

シグ：全員よけられない―――っ!?　ま、まずい……【ＨＰ】が０になっても、ＰＣがひとりでも生き残ることができれば、回復してもらえるんだが……！

ベネット：するとここはエイジを……？

シグ：い、いや……ウェルチを《カバーリング》っ!!　……でないと彼女は死ぬ！

フェルシア：……ああ、今回はエキストラだからっ!?

ＧＭ：では、ダメージいくぞ！　10Ｄ６で……（ダイスを振って）う、低いかっ!?　ダメージは……26点！　地属性の魔法ダメージ！

ベネット：生き残った―――！　残り【ＨＰ】は７点！

フェルシア：残り……い、１！

アム：５―――!!

エイジ：……だめだ、０っ!!

シグ：俺は実ダメージ二倍になるから……絶対に助からないっ！（一同爆笑）。せめて……エイジに《プロテクション》―――っ!!　……（ダイスを振る）……10！

ＧＭ：エイジがすべての終わりを覚悟した時！　キミの周囲に魔法障壁が展開された！　……見れば、吹きすさぶ瘴気の嵐の中に、シグがキミのほうに腕を突き出し、守りの魔法を解きはなっていた！

エイジ：シ、シグさん……！

シグ：俺は、そこでにやりと力強い笑みを浮かべたまま、ぐらりと倒れ―――。

エイジ：シグ―――っ!?

ＧＭ：ぐらり……シグが倒れようとした時。その部屋に凛りんとした女性の声が響く!!

一同：……お？

ＧＭ：「―――《プロテクション》！」

一同：うおっ!?

ＧＭ：……その声にキミたちが振り向けば。部屋の入口に腕を突き出したまま強気な笑みを浮かべて立っていたのはシルヴァ！（一同大爆笑）

一同：おおおおおっ!?（笑）

シグ：お、お前！　かっこよく登場するタイミングをねらってただろっ!?（笑）つか、お前に《プロテクション》代金の五〇Ｇ……はらう金なんぞ、ないっ!!

ＧＭ：「―――〝仲間を助けるために無償で努力する……それは当たり前のことだろ？〟……そう言ったのは、あなたよシグ？」（一同大爆笑）

一同：もしやオープニングシーンのフラグってこれかあああああああっ!?（大爆笑）




　フラグの正体はクライマックスシーンが、カナンの街で起こった時に（三賢者の家のどれかで起こる可能性もあった）、シルヴァが登場し、協力する……というものだった。




ＧＭ：うむ、そのとーり！　とにかく《プロテクション》の効果を決めるぞ（ダイスを振って）……ダメージを22点、軽減！「ま、今回はタダにしといたげるわ」ウィンクひとつ、彼女は強気な笑顔を浮かべたまま、そう言った。

シグ：い、いやな……その、なんだ。……足りないんだ……22じゃ……。

一同：は？

シグ：そこで俺は〝ぶわっ……〟と、全身から血を噴き出して……倒れる（一同大爆笑）。

ＧＭ：（大笑いしながら）……シルヴァは一瞬なにが起こったのか理解できず……《プロテクション》をかけたポーズのまま―――言った。




「あ、あう？」




　　　　＊　　　＊　　　＊




　あわてて駆け寄るシルヴァやエイジ。

　笑い転げてのたうち回る、アムにベネット。

　そんな様子を見ながら、くすり微笑を浮かべるフェルシア―――。

　緊張した空気が、急速に弛し緩かんしていくのがわかった。

　それは、戦いに勝利したと……




　みんなが確信したことを、意味するものだった。











ENDING PHASE









◆Ending 01◆血の契約




　戦いに、終しゆう止し符ふが打たれた。

　地の将を名のる魔族は、その場に倒れ伏した。

　エイジたちは、肩で大きく息をしながら―――確信した。

　そう……。




　―――〝勝利〟を。




エイジ：倒した……そう言って、剣によっかかってヒザをつきます。

ＧＭ：ＯＫ。では、ここから今回のセッションはエンディングに入ろう。

ベネット：【ＨＰ】、みんなひと桁しかないんじゃ……ええい、あせらせるでやんすっ!!　と、差し足忍び足でギガンドルの死体に近づいて……コンと、蹴り飛ばし……。

ＧＭ：ピクリとも動かないな。彼は仰向けになって倒れ、その身体はなにか青黒い液体……おそらくは血……まみれになっている。その瞳からは光が消え―――。あ、先に言っておこう。ここからのシーンはエンディングであると共に、次の話へのとっかかりになる部分だ。

一同：？　つまり……？

ＧＭ：つまり、ここからはイベントシーン……演出のみでシーンを描写する。

シグ＆ベネット：（←ぴくりと反応して、なぜかほくそ笑む）。よお～し……（笑）。

エイジ：……あ、そうだ！　ところでウェルチはどうしたっ!?　ウェルチっ!!

アム：む。

ＧＭ：ウェルチは、さっきギガンドルに壁にたたきつけられたまま、気を失っているな。

エイジ：ウェルチ……っ、と駆け寄って抱き起こします!!

ＧＭ：「う、うう……う……」彼女はいまだ、ノドをかきむしるように……なにかに耐えるように苦しみの声をあげている。

エイジ：ウェルチっ!!

ＧＭ：その肌は青ざめ、身体は氷のように冷たく……周囲には瘴気がたちこめ始めている。おそらく……。

フェルシア：……おそらく、邪じや悪あく化かが完了するまであと十分とない。

エイジ：フェルシアさんっ!!

フェルシア：……落ち着いて。よろよろと、傷だけらけの身体をひきずってウェルチに近づきます。で。懐から、例の宝石を取り出して……彼女の胸にあてる。

ＧＭ：フェルシアのかざした青い宝石が、淡い光を放ち始める。まるでそれは、彼女が放出しはじめた瘴しよう気きを吸い取り、吹き散らすかのように―――。

一同：おおっ!!

ＧＭ：しだいに赤みが差してくるウェルチの肌。うめき声もおさまっていき……ややあって。「……あ、あれ……エイ…ジさん……？」薄く、目を開けた。

エイジ：よ、よかった……！　と、抱きしめる！

アム：むっ!?

ＧＭ：「い、痛いですよ、エイジさん……てて―――な、なんかあたし、今回はこんなのばっかり、ですね……はは」（一同大爆笑）

アム：はいはいはいはい！　元に戻ったなら離れて離れて！

エイジ：ぶっ……い、いいじゃないか、こんな時くら……。

アム：だめ。

エイジ：即答かいっ!!


シグ：こ、こいつら……人がボロボロになって転がってるとこで痴ち話わゲンカかよ……（笑）。

フェルシア：―――あれ？　……ちょっと気になることが。

ベネット：……気になるからとっとと言う!!

フェルシア：ウェルチは、この宝石の力で邪悪化が解けたんですよね？

ＧＭ：うん。

フェルシア：ウェルチを邪悪化したのはギガンドルだよね？

ＧＭ：うん。

フェルシア：つまり、ギガンドルが死んだから、邪悪化が解けたわけではない。

一同：……。

シグ：いかんっ、離れろベネット―――――っ!?（一同爆笑）　そ、そいつはまだ……！

フェルシア：……まだ、ギガンドルは……生きているっ!!（一同大爆笑）

ＧＭ：な、なにいいぃっ!?（大爆笑）

ベネット：よけいなコトは言うなでや―――んすっ!?　と、言いつつっ!!　「ま、まだだああああああああああああああああああっ!?」　背後で、身体の半分が消し飛び……ズタズタになったギガンドルが立ち上がるっ!!　思わず叫びます！　ヒっ、ひィぃっ!?（爆笑）

ＧＭ：た、立ち上がるのかっ!?（笑）　あ、あんなに盛大に爆発したのにっ!?（爆笑）

ベネット：い、生きてる――――――っ!?　〝がしぃっ!!〟　あっしはここで捕まります。

一同：捕まるのかっ!?（爆笑）

ＧＭ：え、えーと……!?（声を落ちつけて）ギガンドルがベネットの首根っこをひっつかんで持ち上げ……言った。「ゆ、許さねえぇええっ、許さねええええぞ、貴様らああああっ!!」ぼきべきばきっ!!

ベネット：へんな音してる―――っ!?（大爆笑）

フェルシア：（抑揚のない落ち着いた声で）……気をつけてベネット。ギガンドルはおそらくあなたをひとひねりで殺す暗いの力は、残している。

ベネット：よけいな演出は加えないでや――――――んすっ!?（一同大爆笑）

シグ：立ち上がって、武器かまえるっ!!

エイジ：ウェルチさがって……っ!!

ＧＭ：「貴様ら……人が手加減してりゃあ、いい気になりやがって……！　【生かして連れて帰れ】……って言われたがあ、このさい生死は気にしないことにする!!」

フェルシア：……？

シグ：な、なんだ伏線めいたセリフはっ!?（笑）

ＧＭ：「やかましいっ!?　貴様ら……皆殺しにしたらあああっ!!」ふいに、ギガンドルの周辺に、膨大な魔力がふくれあがっていく!!

フェルシア：……!!　いけない！　あ、あれは―――!!

シグ：し、知っているのかフェルシアっ!?

フェルシア：……などと、なんか知ってるかのようなてきとーなことを言いつつ（一同爆笑）……杖を突き出して《ファイアボルト》の準備を!!

ＧＭ：と、フェルシアが杖を突き出した時。風を切るような音が鳴った。

一同：お？

ＧＭ：次の瞬間、キミたちは見た。壊れた笑みを浮かべたままのギガンドルの首がぽ―――んと、中に跳ね飛んだ。

ベネット：あ、あらら、おやーっ!?　では、きゅうっと落とされてて、尻を打つ。

ＧＭ：そして、キミたちは気づいた。ギガンドルの背後にいつのまにか立っていた……黒い鎧を全身にまとった騎士を！（一同爆笑）

シグ：だ、だれ……っ!?

一同：というか、やっと出てきた!!　闇色の騎士っ!?（笑）

シグ：前回の今回予告で出てきて、やっと……！（笑）

フェルシア：その様子を見て、立ち上がりながら……あ、あなたは……!!　と、言った瞬間、騎士の放った衝撃波にそのまま弾き飛ばされます。きゃー……がくっ。

ベネット：勝手に知ってるそぶりして勝手にやられて勝手に気絶するなでや―――んすっ!?

エイジ：じゃあ、満まん身しん創そう痍いながらも刀を構えて、向かっていくそぶりを見せます。

ＧＭ：騎士は、ゆっくりと首を回してエイジをにらみつけ……。

フェルシア：じゃあ、痛めた腕を押さえながら……エイジいけない、……その人は……っ!!　……と、てきとーなコトを言うっ!!（一同爆笑）

エイジ：そんな声は気にせず、剣を突き出し……っ。

ＧＭ：と、その瞬間。キミの手に、刀はなかった。騎士が振った剣に、キミの刀が振り飛ばされ―――〝ガシャン……カララララ……〟。キミの背後で、剣が床に落ちて音をたてた。

アム：はやっ!?

エイジ：ばかなっ!?　い、いつ剣を振ったんだ……!?　視線だけはその敵を見据えます。

ＧＭ：男の表情は見えない。が、すごい威圧感とともにキミの方へゆっくり近づいていく。

エイジ：くっ！　う、動けない！

ＧＭ：で、空中に浮かんでいた水の鍵をにぎりしめ。さらには、倒れたギガンドルの身体に〝ドンっ〟……と、手を突き入れ……〝地精の鍵〟を引き抜いた。

エイジ：そ、その鍵を返せ！　それは魔物が持っていちゃいけないものなんだ！

ＧＭ：騎士は、兜ごしに……低く威厳のある声で言った。「だが、人間風情が持っていいものでも、ない」それはまるで地の底から響くような声、圧倒的な威厳。

エイジ：うう……。

ＧＭ：「……だが、いいだろう。今回はお前たちの勝ちだ」

エイジ：……え？

ＧＭ：「このまま、このふたつの鍵を手に入れるのは俺の流りゆう儀ぎにあわん」言って、握りしめた拳を開き、水の鍵をエイジに差し出す。

エイジ：う、受け取る。いったいどういうつもりだ!!

ＧＭ：「言っただろう？　俺たちは〝六つの鍵〟を集めている。そして、こんな方法で鍵を手に入れるのは俺の流儀に合わない。ただ、それだけの事だ」

シグ：そ、そーいや、ヴァンデルも鍵を集めているとか言ってたな。この騎士も……ヴァンデルが創り出した奴か？

ＧＭ：そのとおり。

フェルシア：……聞いたことがある。魔の世界に名を轟とどろかせた四人の魔将の話を。彼らはそれぞれが六つの属性に象徴され……残るふたりの覚醒を企むと。六人の魔将がそろう時……。

ベネット：そろう時……なんなんだフェルシア!?

フェルシア：……くっ!?　頭が……割れるように痛い!?（一同大爆笑）

ベネット：知らないなら素直にそう言うでや―――んすっ!?


フェルシア：……いえ、記憶が封印されているので（しれっと）。

ＧＭ：おおむね、フェルシアの言ったとおりなんだがね（笑）。今、地の魔将ギガンドルは倒れた。だが、キミたちの眼前に立つこの闇の魔将軍、そして風の魔将、光の魔将―――この四人の話を知っている者は、人間の中にもいる。

フェルシア：……ク・バルカンとか知っていそう……。

シグ：だがよ、その六人がそろうどころか……今、ひとり減ったぜ？

ＧＭ：騎士は、もはやピクリとも動かなくなったギガンドルを見て、面白そうに言う。「それに、お前たちにも興味がある。このギガンドル、我ら四魔将の中でもっとも弱いとはいえ……本来、お前らごときが勝てる男ではない」

ベネット：ぐは！　いちばん弱いやつっ!?（笑）

ＧＭ：そこで男はひと呼吸の間をおいて。「ギガンドルは、ヴァンデルの見込みちがいだったな。地の鍵にあう者を再び探すさ……そのうえで、俺はお前の成長を見届けたい」

エイジ：ぼ、僕の成長？

ＧＭ：「お前は水の鍵を操れる、数少ない人間のひとりだからな。そこにいる、少女も―――。なるほど、運命は同じ運命の星にいる者を呼び寄せる、ということか」男は、周囲をぐるり見回し、さらに楽しそうに告げた。

エイジ：……ぼ、僕が成長することにアンタが何の関係があるんだ？

ＧＭ：「……それはまだ言えんな。ただ、知りたくば、成長してあとを追ってこい。俺たちは、配下の軍団とともにいま、この鍵を集めるための最終段階に入っている。お前の力はいずれ俺にとっても必要となるだろう。その時、再び相まみえよう」

フェルシア：……魔将の軍団……。

ＧＭ：「そうだ。ただ、俺の前に立つためにはお前の力はあんまりにも小さすぎる。仲間と修しゆう練れんしてまた俺の前に姿を現わすがいい」

エイジ：こ……この鍵は決して渡さない。渡しはしない！　僕の胸の中にある誓いにかけて、あんた達には負けはしない！

ＧＭ：「いいだろう」男か近づいて、ボロボロのエイジが流した血を指ですくってぺろりとなめて―――。

エイジ：なにすんだ！（笑）

ＧＭ：「再び相まみえるときのための契約だ」男は、キミの目の前で拳をグッと握って……ポタ、ポタン……と青黒い血がキミの肩に垂れ流される。黒き血はキミの頰をつたい、床にたおれているウェルチの顔にも滴り落ちる。

エイジ：ウェルチに手を出すな！

ＧＭ：ウェルチは顔をあげ、騎士から視線をはずせない。ただ、ガタガタと細かくふるえるだけで……。いや、男の圧倒的な存在感に身体がすくんでいるのは彼女だけじゃない。キミたちや……シルヴァまでが、身体を硬直させて動くことはできない。

フェルシア：……あ、あなたはまだそんなことを続けるの？。

ベネット：また勝手な伏線ゼリフをっ!?（笑）

ＧＭ：「……フェルシアか。未だ記憶を取り戻さぬお前には、なにもできまい」

一同：伏線ひろった―――っ!?（大爆笑）

フェルシア：……知っているというの、私のことを―――。

ＧＭ：その言葉に、男はなにも言葉を返さない。ただ、兜の下でにやりと笑みを浮かべ―――言った。「……また、会おう。エイジ……強くなれよ」

エイジ：……え？




　そして、男はふいに巻き起こった一陣じんの風と共に……その場からかき消える。




エイジ：い、いったい、なにを……言っていたんだ。

アム：エイジ……。




　その場に残ったのは、そこしれぬ不安。




シグ：まあ……とりあえず、これから先は退屈しないですみそうだな、俺らの冒険は。

ベネット：ああああっ……こんなギルドに参加したばかりに―――っ!?




　ただひとり、フェルシアは天を仰ぎ、虚こ空くうを見つめ……つぶやいた。




フェルシア：まさか―――。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　戦いが、始まろうとしていた。

　それは、エイジたちの運命を大きくねじ曲げ、ゆさぶるもの。

　それは、この世界の根こん幹かんを揺ゆるがしかねない、真実。




　それは―――。








『アリアンロッド』リプレイ

闇色の血の騎士







みっしょん04「血の契けい約やく」
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超あとがき









「死ぬかと思いました」




　……それはこの初夏から夏にかけての話です。

　もう、近年まれにみる大ピンチでした。

　入ってきた仕事のスケジュールをカレンダーに書き込み、眺ながめてみれば―――力ない笑いが思わず口をついて出てしまう。

　徹夜明けの朝、窓から射し込む陽の光に照らされて、会社のカレンダーの前に立ちつくしたままへらへら笑っている男。

　はたから見れば、実にあやしい光景だったにちがいない。

　そして繰り返される、こんな会話。




「うひひ……この同じ週に四本、仕事が併走してるように見えるのはきっと夢です？」

「現実です」

「なんかいっぱい、かぶってますじょ？」

「ものは考えようですよ」

「考えよう？」

「ええ。ほら、こうすれば……（きゅっ、きゅっとカレンダーに線をひきなおして）……ね？　スケジュールは重なってない」

「あのー……それは、七日間を１・２・２・２日に……ただ、わけて線を引き直しただけでは？　たしかに、スケジュールの線は重なっていませんが……線が重なってないだけです」

「おやおや、徹夜明けの頭でよく気づきましたね。たいしたものだ」

「ありがとう」

「では、それを理解したところで、次の仕事に入りましょうか」

「はい」




　二〇〇四年の、そんな夏―――。




　私の心は翼を広げて、青い空へと旅立っていきました。

　足かせと、ついでに巨大な鉄球付きですが。

　うひひ。

　……とまあ、そんな話はおいといて。




　こんにちは、きくたけです。

　昨年の二月に初めて文庫というカタチでＲＰＧリプレイを出させていただいてから……なんと本書でちょうど十冊目!!　……十冊目とあいなりました。

『アリアンロッド』のルールブックもあわせれば十一冊目の文庫、とゆーことになります。

　んでもってこの『アリアンロッド』ですが……。

　今年（二〇〇四年）の三月にリプレイ「銀の輪の封ふう印いん」を発売して以来、五月に基本ルールブックが、六月にシナリオ集『ファーストクエスト』が、七月には『上級ルールブック』が無事にリリースされてきました！

　さらには、ドラゴンマガジン誌上でも前後編でリプレイが掲けい載さいされ、この「闇やみ色いろの血の騎き士し」も企画がとおり……私の心のカレンダーが、『アリアンロッド』のスケジュールでずんどこ埋め尽くされていく毎日です（笑）。

　これもひとえに、支持してくださる読者のみなさんのおかげ。

　毎日のように届くアイデア投稿メール・おたよりを心の栄養分にしつつ……私は今日を必死に生きています。

　……あ、投稿と言えば。イラストやマンガの投稿なんかも、来るには来るけど、まだまだデータやアイデアの投稿にくらべれば、まだまだ少ないのが現状です。

　絵心のあるみなさま、どしどし自信作を送ってやってください

　〝読者のみんなと一緒に創る〟をモットーとしたこの『アリアンロッド』。

　そんなイラスト投稿者の中から、次の誌面を彩るイラストレーターさんを生み出す……そーゆー夢も持っています!!




　さて、そろそろ話題をこの『闇色の血の騎士』に移しましょう。

　もちろん前巻同様、シナリオの考察と裏話に重きをおいてみました。




　……なお、ここからの話はモロにネタバレを含みます。

　まだリプレイ本文の方をお読みになっていない方は、そちらを先に読むことをお勧めします！　……というか、そーしてください、お願いします（笑）。




　では、ページを開いてください！　本セッションをいろいろと、解説していきましょう。










「闇色の血の騎士」シナリオ＆セッション・考察＆裏話




みっしょん03

「巻き込まれて依頼を受け、ダンジョンを探索してボスと会ってみたら、それは、自分たちが助けるべき対象でした―――」と、内容的には実にオーソドックスなシナリオを組んでみました。

　決めていたことはふたつ。




・基本ルールブックの範疇内でセッションを行うこと。ただし、登場させるエネミーには、いくつか読者投稿を採用する。

・このセッションで起きた事件を、次のシナリオへの引きにする。




　……です。

　実は、このセッションに関しては、だいたい予定どおりだったものの―――たったひとつ……たったひとつだけだけ、想定外の事実がありました。

　プレイヤーのみんなに、あえて笑顔で言いましょう。




「ウェルチを倒したあと、ドロップ品をあさるのはどーなんだ、おい」




　憎み合ってるわけでもない兄が妹とが戦う―――そんなシリアスな話が一瞬で爆ばく笑しようの渦うずに。

　セッションをした時は、プレイヤーたちに気圧されて（＆あまりのバカバカしさに面白くなってしまい）、思わずウェルチのドロップ品表を作ってしまったけど……よくよく考えてみれば、彼女はＰＣと同じルールでデータを作成したキャラクター。

　ルールブックに掲載されているエネミーとは基本的にちがいます。ＰＣと同じ手順で作ったキャラクターに、「ドロップ品」のデータがつくわけがない（笑）。




　リプレイを読んだみなさんに、くれぐれも言っておきましょう。

　今回のウェルチみたいなＮＰＣを敵として出した場合、ドロップ品の判定を行う必要はありませんのでよろしくお願いいたします（笑）。

　……もっとも。

　それによってシナリオや雰ふん囲い気きが台だい無なしになることもなく、また参加者のみんなが楽しくなる―――なんて場合はとめませんが（笑）。

　ドロップ品……くれぐれも使用上の注意をよく読んで利用しましょう。




みっしょん04

　さてさてお次は、みっしょん04です。

　こちらは、六月の末にゲーム・フィールドより発売された「上級ルールブック」に掲載されたルールの中から、〝ハンドアウト〟と〝コネ〟のルールを導入してみました。

　本編のほうを見てもらえばわかるとおり、ハンドアウトとは、これから遊ぶシナリオでそれぞれのキャラクターが、物語の上でどんな立ち位置にいるか示したメモ書きのことです。

　これをセッション前から提示することで、会話が発生し、これから行うセッションの中で目指すべき物語をみんなで想像し、共有するのです。

　セッション開始前から、お互いのやりたいことが共有できれば、ゲームの進行はスムーズに進むというもので―――。

　……例えば。

　本文を読んでもらえればわかるとおり、本編はいきなりカナンの神殿にウェルチが運び込まれるシーンから始まり、シルヴァがいきなりシグとスムーズに会話してますよね？

　ほんとならそこで、シルヴァがどんなやつで、シグとはどんな関係にあるか……とか、そこでいろいろ説明したり設定をすりあわせたりしなきゃいけないところを、あらかじめどんな関係にあるかわかっていたため、テンポを落とすことなく、話ができたりしたわけです。

　他にも、アムやフェルシア、ベネットが、それぞれの賢者といきなりスムーズに交渉できたのも、あらかじめ彼らとコネで結ばれ、〝自分と彼〟がどんな関係にあるか、設定やストーリー、そして心がまえができていたからに他なりません。ＰＣたちは、シナリオの方向性をあらかじめ予想・想像・共有できていたため、不自然さを感じさせることなく、シナリオクリアに向かって、スムーズに賢者と会話・交渉できたわけです。

　これらはすべて、ハンドアウト＆コネのシステムによるものです。

「そんなに違いが出るものなの？」

　……と、思う人もいるかもしれません。

　でも、あらかじめＮＰＣと知り合い同士であることが、どれだけゲーム中の会話を引き出しやすいか……いかに想像がふくらみやすいか―――。

　一度、ぜひとも試してみてください（笑）。




　上級ルールブックには、基本ルールの面白さをさらに引き出すための、さまざまな仕掛けやルール、データが多数掲けい載さいされてます。

　未読の方は、ぜひとも一度ごらんになってくださいませ（笑）。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　……と、話がちょっとそれてしまいました。

　これじゃただの、上級ルールの宣伝だ（笑）。

　えー……では、シナリオの考察と裏話にいきましょう。




　本文をお読みになればおわかりのとおり、このシナリオは絶対に足らなくなる時間をいかにして補おぎない、目的を達成するか……というパズルっぽい仕掛けにしてみました。

　この時、私がなにを考えていたのか……いくつか、ポイントをしぼって話しましょう（笑）。




・時間の経過について

　シナリオの、メインの仕掛けが〝時間制限〟だというのは話したとおり。

　わざわざストップウォッチを持ち出したのも、プレイヤーたちの緊迫感をあおるのが目的です。実はこれには、ひとつの方針がありました。

　それは……




〝ストップウォッチで時間を計測するのは、プレイヤー同士の会話時に絞しぼる〟




　……です。

　というのも、セッションはあくまでＧＭが管理するもの。実はＮＰＣの会話を長引かせて時間を削ろうと思えば、いくらでも削り取ることができちゃいます。なにせ、時間のコントロールをプレイヤーたちにはできないわけですから。

　これをしちゃうと緊迫感をあおるのでなく、ＧＭ権限を使った単なる〝ズル〟に見えます。

　公平を期すためにも、使う時間のすべてをプレイヤーだけでコントロールできる〝プレイヤー同士の相談〟にしぼったのは、そーゆーわけです。

　ちなみに三人の賢者たちが、セリフがスローリィだったり、話し好きだったり、人の話を聞いていなかったり……ひたすら会話する時間を引き延ばそうとするのは、緊迫感をあおるためでなく、ブラフというか、ツッコミどころというか、ボケというか、ネタというか……言ってしまえば、ただの演出です（笑）。

　時間が大事というシナリオにおいて、シナリオを解決する賢者が、会った瞬間必ず時間を引き延ばそうとするのは、ネタ以外の何者でもありません（笑）。

　私のボケに対して、それを理解し、いつもツッコんでくれたプレイヤーたちに乾杯（笑）。




・トムのフラグについて

　今回のボスキャラであるトムの位置は、実はもっとも大事なフラグでした。

　文中でもこまごま語られてますが、彼の目的は三人の賢者を殺すことであり、ウェルチは単なる撒まき餌えでした。みっしょん03で、ウェルチを救う、というモチベーションをＰＣたちに与え、実はそれをエサに賢者の位置を特定……彼らに道案内をさせて、行った先々で賢者を殺す……という話だったんです。

　つまり、なんの関係もなさげなトムを連れて行くと、その賢者の家が襲撃される……というフラグ管理だったわけです。

　ところがどっこい。

　シグの「カナンの街経由でク・バルカンの家に行こう」→「カナンの街で待ってりゃいいや」……という思いつきは…………実はまったくの想定外でした（苦笑）。

　モエラドのとこに行ったシグたちは、テレポ石を買って賢者の家をまわってくれるだろうと、考えてたんです、実は。そりゃ、戦力は分散してるより、一カ所に集まっているほうが強いから、です。

　次々と襲撃を受ける賢者たち。それを守ったり、守りきれなかったり……という展開のあと、クライマックスでトムが正体を現わす。んで、「気づかなかったのか？　僕が行った賢者だけが襲撃を受けていた事実に、さ」と、ぬけぬけ言わせようとしたら……まさか、シグたちが一カ所だけ賢者の家に行ったあと……カナンに戻るとは―――。

　まあ、そこでシナリオの演出を切り替えて、賢者暗殺に失敗したトムが、その汚名を晴らすためにせめてウェルチを連れ去ろうとした……ということになった、と。

　……考えてみれば、無意識のうちに、ＰＣたちは賢者を守ってるじゃん（笑）。




・クライマックスシーンのトム

　さて、次はクライマックスシーンのトム……そのデータについての話です。

　鋭い人は、ここで「……おや？」と思ったのではないでしょうか？

　シグひとりとの対戦時、トムはみっしょん03で見せた〝必殺技〟を出してないからです。




　必殺技……そう、そうレベル１の《プロテクション》です（笑）。




　もし、その対戦時にトムがシグの３レベル《プロテクション》をすべて１レベルに上書きしていたら―――次のラウンドに登場したエイジが最初に見たのは、シグの死体だったでしょう（笑）。

　実際、リプレイの部分には書ききれませんでしたが、シグはそのことを危惧してました。

　でも、実際には使用されなかったわけで……。

　で、誤解なきよう言っておきます。……それは、手を抜くために〝使わなかった〟のではなく、実は〝使えなかった〟んです、これが。

　トム……いや、ギガンドルは人間の姿に化けている時は、レベル１のＰＣ並の力しか発揮できない、という設定でした（←つまりみっしょん03では、レベル１のアコライト）。

　みっしょん04のクライマックス時……扉をぶち破って出現した彼はおのれの封印を解き、魔族としての力を解放し始めていたわけです。

　その結果、莫大な戦闘力を扱えるようになってはいたものの、化けていた時のスキル……つまりは《プロテクション》と《ヒール》を使用できなくなっていたのでした。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　―――さて、そろそろ紙面が尽きてきました。




　今回、ストーリーをこんなとこで引いてしまった以上、きっと三巻目も書かれることになるとは思います（笑）。

　そして、それはきっと今よりも新しい魅力を備えた『アリアンロッド』として、みなさんの前にお目見えすることになるでしょう。

　そう、例えば今回のみっしょん04で〝ハンドアウト〟＆〝コネ〟のルールを使用したように、です。

　三巻目で見られるであろう、その魅力は現段階では不明。

　なぜなら、次のセッションを収録するまでに……読者のみんなが、ゲーム環境を一変するような素晴らしいアイデアを送ってくるかもしれないからです。




　進化し続けるＴＲＰＧ―――『アリアンロッド』。




　キミのアイデアの欠片を、我々はお待ちしております（笑）。








二〇〇四年八月某日　菊池たけし












アリアンロッド・リプレイ２




闇色の血の騎士








菊池たけし／Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．
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